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スマートフォンから入力できる公欠申請システムの開発

－Microsoft Forms と Excel による申請書の作成－

平林 義彦 1*,  内藤 司 2,  伊藤 健一郎 1,  青山 俊弘 3 

1:学生課 

2:教育研究支援センター 

3:電子情報工学科

鈴鹿工業高等専門学校では，学生が授業を欠席扱いとはしない取扱い（公欠）を願う場合，学生自

身が公欠願の申請を紙面で行う必要がある．この申請方法は，公欠の事由等によって記入項目が異

なり間違えやすいこと，手書きであるため文字が読み取れない場合があるなど，教務負荷が大きく

なる問題がある．そこで，手書きの代わりに Microsoft Forms と Excel によって公欠願を作成する

システムを開発した．本稿ではシステムを概説し効果と課題について考察する．

Key Words :  教務，電子申請，Microsoft Forms，ワークフロー，DX

(受付日 2024 年 11 月 6 日；  受理日 2024 年 3 月 6 日 )  

1．緒言

大学や高等専門学校等の教育機関では，学生の公的事

由等（忌引き，感染症，交通機関の事故，就職試験な

ど）による欠席について，授業を欠席扱いとはしない公

認欠席（以下，公欠）と言われる制度がある．

鈴鹿工業高等専門学校（以下，鈴鹿高専）において

は，学生から申請された「公欠願」に基づき，規則で定

められた取扱い基準によって「公欠」の適用を判断して

いる．

従来，鈴鹿高専では学生が「公欠願」の規定様式用紙

（以下，用紙）を学生課の窓口で受け取り，紙面に手書

きで記入した後に提出する流れであった．この手書きの

問題点として，学生に記入方法を都度説明しなければな

らないこと，提出された後に記入の間違えを目視で確認

することが必要であるなどがあげられる．これら問題の

要因は，公欠の事由等によって記入が必須となる項目が

異なり，学生にとっては記入が難しいと考えられる．ま

た，手書きのため記入されている文字が読み取れないこ

ともある．このような状況であった 2023 年度は，「公欠

願」の申請が年間約 2,800 件あり，学生課での教務作業

が大きな負担であった．公欠申請の機能がある市販の教

務システムを導入している鈴鹿医療科学大学 1,2などの事

例はある．しかしながら，鈴鹿高専が更新予定の 30 校以

上の高専が導入する教務システム 3では公欠申請の機能は

無く，同様な状況下である他校でも手書きの問題点は懸

念される．そこで，喫緊に対応すべく公欠申請が可能な

システムを内製することにした．

鈴鹿高専の学生と教職員は，Microsoft 365 を日常的に

使用している．そのため，筆者たちは，「公欠願」の入力

にForms を使用し，印刷用のファイルを出力する処理に

Excel を使用したシステムを開発した．本稿ではシステム

を概説し，効果と今後のDX（Digital Transformation）4

を念頭においた課題について考察する．

2．方法 

2.1．手書き記入から Forms入力への変更 

「公欠願」の手書き記入とForms 入力についての手順

を図 1 に示す．申請者である学生の行動は，用紙を受け

取った後に記入するか，先に入力してから用紙を受け取

るかの違いがある．Forms 入力の場合は，申請日は自動

入力としたため，用紙を受け取る以前の日付になる．

図１ 手書き記入と Forms入力の手順 
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教員の確認を電子承認に，学生課への提出を電子デー

タに変更できれば，紙を使用しない電子申請システムの

実現を検討できる．しかし，システムが複雑化し容易に

内製することは困難である．そこで，2024 年度について

は，従来どおり紙を使用したシステムとして検討した．

また，用紙への印刷についても学生の利便性を考えて，

従来どおり学生課で印刷することにした．

2.2．Formsと Excelを用いたシステム 

鈴鹿高専の図書館業務では，図書館における返却遅れ

を減らすことを目的として，延滞図書の督促をするため

に，Teams のチャットとForms を連携したシステムを

2022 年度に作成した．チャットで延滞者に連絡し，

Forms にて延滞図書の返却予定などを回答してもらう方

法を採用している．スマートフォンを利用すると，最短

で 3 タップで回答できるなど，全学生が携帯端末を持っ

ている時代に即した督促方法である 5．

熊本高等専門学校八代キャンパス（以下，熊本高専八

代）では，COVID-19 が流行したことをきっかけに，学

生が自ら健康状態をForms で申告し，点呼としても使え

る情報システムが開発されている 6．このシステムでは，

Forms の回答をExcel ファイルへ追記させることができ

る仕組みを利用している．

鈴鹿高専や熊本高専八代での短期間にシステムを内製

して，学校業務を改善した事例から，Teams との連携

と，Power Automate を使うことなくForms とExcel の
連携による回答の追記を参考にした．連携方法は，公欠

願用のTeams チャネル（以下，チャネル）にExcel のフ

ァイルを保存する．このExcel ファイルを開けるとWeb
版のExcel が起動し，「挿入」タブの中から，「Forms」
を選択し「新しいフォーム」にて，Forms のフォームを

作ることができる．作成したフォームは，作成元となっ

たExcel ファイルと連携され，Forms の回答が自動的に

追記される．この方法は，システム障害などでPower 
Automate が動かない場合でも，Forms が正常動作であ

れば，回答は欠落せずに保存が可能である．

図 2 に，公欠申請システムの全体構成を示す．一連の

処理の中で，「公欠願PDF 出力」と示されたマクロ機能

が有効なブック（Excel の.xlsm 形式ファイル）を用いて

いる箇所は，先行事例には無い独自のアイデアである．

マクロ機能を使うことにより，チャネルにあるExcel フ
ァイルに追記されたForms の回答を読み取り，データ変

換後，PDF 形式のファイル出力やデータ転記までの処理

である図 2 で示す①～④の処理が行える．

図２ 公欠申請システムの全体構成 
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2.3．フォームの作成と Power Automate 

図 3 に，「公欠願」の入力用にForms にて作成したフ

ォームを示す．選択肢や日付（カレンダー機能あり）な

どを使い簡単に入力できるように工夫した．また，分岐

の機能を使い，次の設問が変わるようにした．たとえ

ば，本科の学科名を選べば学年は，1 年から 5 年までの

選択肢となり，専攻名を選ぶと 1 年か 2 年の選択肢にな

る．また，公欠の事由が就職試験であれば，行先や試験

日の入力が必須となることで入力漏れの防止をした．た

だし，Forms の入力規制機能は限られているため，公欠

日の期間を指定する入力規制を行うことができないなど

の制約はある．

Forms での回答送信を行うと，学生へはTeams チャッ

トで自動返信メッセージ（図 4），学生課担当への通知と

して，チャネルへ自動投稿メッセージ（図 5）の処理が

自動的に実行されるように，Teams のWorkflow アプリ

でPower Automate の機能を使用する設定をした．な

お，各メッセージの受付番号は，Forms の回答送信ごと

に連番が自動採番される「応答 ID」を利用し，ゼロ埋め

の 4 桁数値で表示する． 

図３ 公欠願の申請フォーム 

図４ 学生への自動返信メッセージ例 

図５ チャネルへの自動投稿メッセージ例 

2.4．公欠願の PDF出力 

次に，チャネルに保存されているExcel ファイルから

データを読み取り，PDF 形式のファイルを出力する処理

について述べる．ディスクトップ版のExcel を用いて，

VBA（Visual Basic for Applications）でプログラム作成

し自動処理を行う．

図 6 と図 7 に，Excel シートのスクリーンショットを

示す．Excel シート上のボタンをマウスでクリックするこ

とで，図 2 の中で示された①～④の各処理がボタンごと

のプログラムにより実行される．①はExcel ファイルか

らデータを読み取る．②以降は選択した行のデータ処理

である．②はデータ変換処理とエラーの自動検出を行い

③にてPDF 出力する．④は一覧表ファイルへ転記するた

めクリップボードにデータをコピーする．

図６ データ読み取りの Excelシート 

図７ データ変換後の Excelシート 
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3．システムの運用結果 

3.1．職員の申請受付（教務作業） 

「公欠願」への入力を手書き記入からForms 入力に変

更した約 4 か月の間，事由ごとに異なる入力必須項目の

データが欠落することや，文字化けするなどのシステム

上の不具合はなかった．そのため，学生に都度説明を行

わなくても，入力必須項目が未入力となること，文字が

読み取れないといった問題は生じなかった．また，従来

は目視に頼っていた内容確認や一覧表への転記作業につ

いては，システムによる作業支援（エラーの自動検出，

一覧表ファイルへ転記するためクリップボードにコピ

ー）が機能した．そのため，「公欠願」を受け付ける教務

の作業工数は大きく短縮していると考えられる．また，

現場の職員自身も作業が早く確実にできる変化を実感し

ており，教務作業の問題は改善したといえる．しかしな

がら，比較対象となる従来の作業工数が集計されていな

いため，数値で効果を示すことはできなかった． 
 
3.2．学生の申請行動（Forms入力） 
課題抽出のためForms で申請された公欠願いの調査を

行った．2024 年 4 月 8 日から 2024 年 7 月 31 日までに

559 件の申請があった．申請の内訳は，就職試験など事

前に申請が可能な事由は 231 件，交通機関の事故や忌引

きなど事後の申請となる事由は 308 件，申請間違えなど

で公欠日が重複している再申請が 20 件であった．  
表 1 は，システムにより検出したエラーの内容と件数

である．進級直後の時期のためか進級前の出席番号が入

力されている間違えが多い． 
表 2 と表 3 は，事前の申請が可能である事由の 231 件

にて，公欠を希望する日の前日までに申請されたかを事

由ごとに集計した結果である．申請件数が 100 件前後と

多い就職試験と編入学試験を比較すると，前日までの申

請された率は 68.4%と 92.2%であり，編入学試験の方が

前日までの申請された率が高い．また，申請遅れについ

ては，公欠日より 30 日以上経ってから事後申請する学生

もあり，編入学試験よりも就職試験の方が公欠願いを申

請する行動を起こす時期のばらつきがあり遅れやすい． 
表 4 は，就職・編入学試験の申請者の内訳である．就

職と編入学の両方を事由に公欠申請した学生は 2 人のた

め，就職希望か進学希望かによって，学生は片方の試験

を受けることにほぼ別れている． 
図 8 に，5 月 30 日の鉄道事故による公欠申請状況を示

す．事前申請ができずに，事後申請となる事由の公欠に

は，忌引や感染症などもあり，学生個人の様々な事情が

あるため単純に比較することができない．そこで，一度

に多くの学生が朝の通学にて，影響を受けた 5 月 30 日の

鉄道事故の事由による公欠申請について確認した．当該

の申請は 178 件あり，そのうち，鉄道事故の当日中に，

149 件（約 84％）の申請（Forms での回答送信）があっ

た．なお，事故当日はForms の回答送信が集中して行わ

れたが，システム上の不具合は無く申請を受け付けるこ

とができた． 
 
 

表１ システムにより検出したエラー件数 
 

学年 出席番号 公欠期間 ※ 

エラー検出件数 2件 12件 1件 
※：原則として試験日などの前後 1 日までの範囲が公欠期間 

 
 

表２ 事由ごとの申請件数と事前申請率 
 

競技会等 学会等 就職試験 編入学試験 

申請の総件数 11件 13件 117 件 90件 

前日まで申請件数 5件 10件 80件 83件 

前日まで申請率  45.5 % 76.9 % 68.4 % 92.2 % 

 

 
表３ 事由ごとの申請遅れの状況 

 
競技会等 学会等 就職試験 編入学試験 

申請遅れの件数 6件 3件 37 件 7件 

遅れの最小日数 2日 1日 0日 0日 

遅れの最大日数 31日 2日 36 日 14日 

遅れの平均日数 8.8日 1.7日 6.4 日 4.3日 

遅れの中央値 (日) 6日 2日 3日 4日 

遅れの標準偏差  10.07日 0.47日 8.49日 4.37日 
 
 

表４ 就職・編入学試験の申請者内訳 
 

就職試験のみ 編入学試験のみ 就職と編入学試験 

申請者の人数 68人 56人 2人 
 
 

 

図８ 鉄道事故（5月 30日）による公欠申請状況 
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4．考察 

4.1．システムで得られた効果 

Forms 入力による申請に変更した結果，日々の「公欠

願」を受け付ける教務の作業性が改善した．副次的な効

果としては，鉄道事故のような突発的な事由でも，チャ

ネルへの自動投稿メッセージ（図 5）により，教職員が

公欠情報を早く共有できるため，対応検討が行いやすく

なったことがあげられる．

システムの運用結果から，就職試験と編入学試験の事

由では，編入学試験の方が事前申請される率が高いこと

がわかった．理由は編入学の方が早く日程が定まってお

り，公欠申請しやすいと考えられる．しかし，就職と編

入学では，対象となる学生がほぼ別れているため，学生

の行動意識が違う傾向であることの影響は否定できな

い．行動変容のためには，先行研究 5のナッジの考え方を

参考とし「試験日前に公欠申請をしておくこと」を学生

に適時通知する方法など検討したい．

4.2．本研究の限界と課題

本研究の限界は，単一の教育機関である鈴鹿高専を対

象としたことがあげられる．各教育機関の公欠申請につ

いては，公開されている情報が少なく質問紙調査も行え

なかったため比較分析には至らなかった．

本研究の課題は，入力方法の改善だけではなく，承認

や記録の方法も含めた業務の根本的な変革を考える必要

があることである．理由は次のとおりである．「公欠願」

をForms 入力することになった学生からは，本システム

について不評の意見があげられた．印刷された用紙を受

け取り，教員から確認印をもらった後に再び提出しなけ

ればならないことは学生の負担になっているとの意見で

ある．従来であれば最初に受け取る用紙は無記入状態の

ため，クラス担任の教員など他者がまとめて受け取るこ

とも可能であった．しかし，印刷された用紙だと毎度受

け取る必要があるからだと考えられる．したがって，こ

れらの問題を改善するには，紙ベースからの脱却を図っ

たペーパーレス化が必然である．また，学校業務のDX
を念頭におくと，履修情報などを扱う教務システム 3を基

幹とし，効率的なデータ連携を図る必要がある．

学校業務のDX についての先行研究としては，業務シ

ステムの内製開発によるDX 推進 7と称して，EUC
（End User Computing）8で注目されているMicrosoft 
Power Platform を導入した香川大学のシステム開発があ

り学生を含めたDX 推進チームが活動している．一方，

鈴鹿高専では，人員リソースが限られており一部の職員

がシステム開発をしているため，大掛かりな開発はでき

ない．したがって，本研究により内製したシステムをベ

ースに，Teams の承認機能を利用した電子承認化，教務

システム 3とのデータ連携を段階的に検討中である．

5．結言 

本稿ではシステムを概説し，効果と今後のDX を念頭

においた課題について考察した．内製開発したシステム

により，「公欠願」を手書き記入からForms 入力へ変更

したことで，記入項目の間違いや文字が読み取れないと

いった手書きならではの問題を解決できることが確認で

きた．また，入力データがデジタル化されたため，情報

共有や集計などの作業効率化が図れた．

本研究の意義は，これまで進まなかった申請書類のデ

ジタル化をデータ入力部だけであるが実証実験的に試せ

たことで，ペーパーレスに向けた一歩となったことであ

る．業務改善を始めるにあたり，ワークフローを大きく

変えずに紙媒体を残すことで，情報機器の操作に不慣れ

な職員にも受け入れやすく導入できた．以上のことか

ら，本研究が各種申請書類の手書き廃止を踏み出せない

教育機関などの一助となることが示唆された．

今後は，考察で述べた課題を踏まえて，申請者である

学生の利便性向上など，全体最適を考えたシステム化を

検討していきたい．
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芥
川
龍
之
介
「
或
阿
呆
の
一
生
」
論

―

作
家
と
し
て
の
〈
告
白
〉―

は
じ
め
に

「
人
生
は
一
行
の
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
に
も
若
か
な
い
。
」(

１)

と
い
う
言
葉
を
残
し
、
芥
川
龍
之
介

は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
七
月
二
十
四
日
、
わ
ず
か
三
十
五
歳
四
ヶ
月
で
自
ら
の
人
生
に
終

止
符
を
う
つ
。
そ
し
て
そ
の
死
か
ら
約
二
ヶ
月
後
、「
或
阿
呆
の
一
生
」（『
改
造
』
昭
和
二
・
一
〇
）

が
発
表
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
作
家
芥
川
の
生
涯
に
わ
た
る
創
作
を
考
え
る
場
合
、
人
生
の
終

着
点
の
直
前
に
書
か
れ
た
遺
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芥
川
文
学
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
作
品
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
冒
頭
の
久
米
正
雄
へ
の
依
頼
文
、
ま
た
、
作
品
中
に
お
け
る
史
実
の
問
題
、

さ
ら
に
は
様
々
な
意
味
に
解
釈
で
き
る
象
徴
的
な
表
現
方
法
な
ど
、
作
品
を
理
解
す
る
た
め
に
は

問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
「
将
来
に
対
す
る
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
」（
遺
書
「
或
旧
友
へ
送
る
手
記
」
諸
新
聞
、

昭
和
二
・
七
・
二
五
）
を
感
じ
な
が
ら
、「
自
叙
伝
」
を
遺
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
「
彼
の
一
生
を
象
徴
的
に
鳥
瞰
し
た
見
取
図
」（
吉
田
精
一
氏
『
或
阿
呆
の
一
生
・
歯
車
』「
解

説
」
角
川
文
庫
、
昭
和
三
三
・
二
）
と
し
て
、
芥
川
の
人
生
と
併
せ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
葛
巻
義
敏
氏
が
「
多
く
の
人
達
は
、―
―

こ
の
自
伝
的
小
説
『
詩
と
真
実
と
』
か
ら
、
逆
に

彼
の
生
活
的
事
実
で
あ
る
『
伝
記
』
を
割
り
出
そ
う
と
し
て
、
屢
々
そ
の
滑
稽
な
事
実
を
さ
え
作

り
上
げ
て
い
は
し
ま
い
か
？
」（『
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
』（
昭
和
四
三
・
二
・
一
三
、
岩
波
書
店
、

四
一
頁
）
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
海
老
井
英
次
氏
は
「
従
来
こ
の
自
伝
的
性
格
を

持
つ
遺
稿
を
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
み
る
立
場
が
確
立
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
芥
川
龍
之
介
論
の
、

特
に
評
伝
類
の
恰
好
の
骨
格
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
遺
稿
と
芥
川
伝
と
の
蜜
月

的
関
係
を
強
化
し
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
芥
川
龍
之
介
論
攷―

自

己
覚
醒
か
ら
解
体
へ―

』
昭
和
六
三
・
二
・
二
五
、
桜
楓
社
、
四
四
七
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
前
原
早
苗
氏
は
「
芥
川
龍
之
介
研
究―

『
或
阿
呆
の
一
生
』
芥
川
の
私
信―

」
（
『
東
洋

大
学
短
期
大
学
論
集
日
本
文
学
編
』
、
平
成
七
・
三
）
の
中
で
、
「
研
究
者
た
ち
へ
の
告
白
文
で

は
な
い
の
だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
「
或
阿
呆
の
一

生
」
が
自
伝
的
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
て
も
、
伝
記
的
な
要
素
だ
け
を
拾
い
上
げ
芥
川
の
自
画

像
を
作
り
上
げ
る
の
は
、
少
し
疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
る
か
ら

に
は
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
、
作
家
は
や
は
り
作
品
の
中
で
何
か
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で

石

谷

春

樹

あ
る
。
従
っ
て
史
実
の
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
作
品
中
の
表
現
こ
そ
が
、
作
者
の
内

面
を
表
し
、
そ
し
て
そ
の
作
品
の
読
解
に
よ
っ
て
、
自
然
に
自
画
像
は
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
表
現
者
と
し
て
の
作
家
芥
川
龍
之
介
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
作

品
の
〈
読
み
〉
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
芥
川
の
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
で
き
る
だ
け
迫

り
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
研
究
の
現
状
は
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
論
考
の

多
く
は
作
品
の
一
部
分
に
焦
点
を
絞
り
考
察
し
た
も
の
が
多
く
、
作
品
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
論

考
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
作
品
の
考
察
が
、
自
伝
的
な
面
を
中
心
に
進
ん
で
き
た

こ
と
と
、
五
十
一
章
の
断
章
か
ら
な
る
作
品
で
あ
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
作
品
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
難
解
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
諧
謔
的
か
つ
曖
昧
で
象
徴
的
な
表
現
も
多
く
、

短
い
章
の
集
合
体
の
よ
う
な
作
品
だ
け
に
読
解
の
糸
口
が
見
え
づ
ら
い
の
で
あ
る
。(

２)

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
小
論
は
Ⅲ
部
に
大
別
す
る
。
Ⅰ
部
は
「
各
章
の
考
察
」
で
あ
る
。

ま
ず
、「（
１
）
内
容
別
の
分
類
」
を
試
み
た
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
五
十
一
章
か
ら
な
る
断
章

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
章
を
内
容

別
に
九
項
目
に
分
類
し
、
そ
の
こ
と
を
基
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。
分
類
す
る
こ
と
で
、
短
い
章

で
あ
っ
て
も
他
の
章
と
の
繋
が
り
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
で
き
る
と
思
う
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
九
項
目
と
は
①
実
母
、
②
養
父
母
・
伯
母
、
③
女
性
関
係
、
④
身
近
な
出
来
事
、

⑤
生
活
・
病
・
死
、
⑥
創
作
、
⑦
人
物
、
⑧
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
執
筆
、
⑨
人
生
観
で
あ
る
。

こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
つ
い
て
重
複
す
る
と
こ
ろ
、
短
く
て
内
容
が
特
定
で
き
な
い
も

の
、
隠
喩
な
ど
、
象
徴
的
す
ぎ
て
明
確
に
で
き
な
い
章
も
あ
る
が
、
内
容
及
び
、
全
体
の
作
品
に

お
け
る
位
置
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
。(

３)

そ
し
て
、
分
類
を
基
に
「
（
２
）
内
容
別
の
考

察
」
と
し
て
、
小
論
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
Ⅱ
部
は
、
Ⅰ
部
の
「
各
章
の
考
察
」
を
基

に
し
た
「
作
品
全
体
の
考
察
」
で
あ
る
。
ま
ず
「（
１
）
特
徴
的
な
表
現
一
覧
表
」
を
作
成
し
た
。

「
暗
」
と
「
明
」
は
、
天
候
、
火
、
光
な
ど
に
よ
り
分
類
し
、
そ
れ
以
外
の
明
暗
に
つ
い
て
は
、

「
そ
の
他
の
明
暗
・
天
候
」
に
分
類
し
た
。
な
お
、「
海
」、「
空
」、「
山
」
な
ど
の
景
物
に
つ
い
て

は
、
明
暗
に
関
す
る
表
現
の
み
を
挙
げ
た
。
ま
た
作
品
を
全
体
の
中
で
総
括
的
に
捉
え
る
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
、「（
２
）
特
徴
的
な
表
現
」、「（
３
）
作
品
の
構
造
」、「（
４
）
作
品
に
お
け
る
『
彼
』

の
設
定
」、「
（
５
）『
序
文
』
の
意
味
」
の
考
察
を
試
み
た
。
最
後
に
Ⅲ
部
で
は
、「
或
阿
呆
の
一
生
」

の
自
筆
原
稿
に
着
目
し
、「
改
変
の
考
察
」
を
行
っ
た
。「（
１
）
題
名
・
章
題
の
再
考
察
」、「（
２
）
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内
容
別
の
再
考
察
」、「
（
３
）
特
徴
的
な
表
現
の
再
考
察
」
と
し
て
、
Ⅰ
部
、
Ⅱ
部
の
考
察
を
さ
ら

に
明
確
に
し
た
。(

４)

本
来
、
作
品
論
は
、
論
理
的
な
根
拠
を
要
す
る
が
、
「
或
阿
呆
の
一
生
」
で

は
、
短
い
章
も
多
く
、
内
容
が
抽
象
的
す
ぎ
て
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
、
恣
意
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
作
品
全
体
の
〈
読
み
〉
を
重
視
す
る
た
め
に
「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」

を
ま
ず
試
み
、
そ
の
う
え
で
、「
Ⅲ 

改
変
の
考
察
」
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
な
意
見
と
取
ら
れ
が
ち

な
考
察
を
、
確
証
た
る
意
見
に
近
づ
け
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
問
題
点
の
多
い
「
或
阿
呆

の
一
生
」
と
い
う
一
つ
の
作
品
の
全
体
像
が
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
史

実
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
芥
川
の
告
白
性
を
考
え
る
う
え
で
有
益
だ
と
考
え
る
が
、
説
得
力
の
あ

る
先
行
研
究
を
参
考
に
最
小
限
に
留
め
、
そ
れ
よ
り
も
作
家
芥
川
と
い
う
視
点
か
ら
表
現
形
態
に

こ
だ
わ
り
、
考
察
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
た
い
と
思
う
。(

５)

小
論
の
目
的
は
、
史
実
に
基
づ
く

考
察
で
は
な
く
、
芥
川
独
自
の
表
現
方
法
か
ら
芥
川
の
内
面
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

Ⅰ 

各
章
の
考
察 

 

（
１
）
内
容
別
の
分
類 

 

① 

実
母 

「
二 

母
」 

 

② 

養
父
母
・
伯
母 

「
三 

家
」、「
四 

東
京
」、「
十
四 

結
婚
」、「
十
五 

彼
等
」
、「
二
十 

械
」、 

「
三
十
五 

道
化
人
形
」 

 

③ 

女
性
関
係 

１
「
月
の
光
り
の
中
」（
野
々
口
豊
子
）「
十
八 

月
」、「
二
十
三 

彼
女
」、 

「
二
十
七 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」、「
三
十 

雨
」 

２
「
狂
人
の
娘
」（
秀
し
げ
子
）「
二
十
一 

狂
人
の
娘
」、「
二
十
六 

古
代
」、「
三
十
八 

復
讐
」 

３
「
越
し
人
」（
片
山
広
子
）「
三
十
七 

越
し
人
」 

４
「
指
一
つ
触
ら
ず
に
ゐ
た
」（
平
松
麻
素
子
）「
四
十
七 

火
あ
そ
び
」
、「
四
十
八 

死
」 

５
女
性
関
係
（
全
般
）「
十
七 

蝶
」
、「
二
十
八 

殺
人
」、「
三
十
九 

鏡
」 

 

④ 

身
近
な
出
来
事 

「
二
十
四 

出
産
」、「
三
十
一 

大
地
震
」、「
三
十
二 

喧
嘩
」、「
四
十
三 

夜
」、「
四
十
六 

嘘
」、

「
五
十 

俘
」 

 ⑤ 

生
活
・
病
・
死 

「
六 

病
」、「
四
十 

問
答
」、「
四
十
一 

病
」、「
四
十
二 

神
々
の
笑
ひ
声
」、「
四
十
四 

死
」 

 

⑥ 

創
作 

「
七 

画
」
、
「
八 

火
花
」
、
「
九 

死
体
」
、
「
十
二 

軍
港
」
、
「
二
十
五 

ス
ト
リ
ン
ト
べ
リ
イ
」
、 

「
二
十
九 

形
」、「
三
十
四 

色
彩
」
、「
三
十
六 

倦
怠
」 

 ⑦ 

人
物 

１
夏
目
漱
石
「
十 

先
生
」、「
十
一 

夜
明
け
」、「
十
三 

先
生
の
死
」 

２
日
本
人
「
五 

我
」、「
二
十
二 

或
画
家
」、 

３
西
洋
人
「
十
六 

枕
」、「
十
九 

人
工
の
翼
」、「
三
十
三 

英
雄
」
、「
四
十
五 D

ivan

」 

 

⑧
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
執
筆 

「
四
十
九 

剥
製
の
白
鳥
」 

 
 

⑨ 

人
生
観 

「
一 

時
代
」、「
五
十
一 

敗
北
」 

 

（
２
）
内
容
別
の
考
察 

 

① 

実
母 

「
二 

母
」 

 

「
二 

母
」
の
章
は
、「
狂
人
た
ち
は
皆
同
じ
や
う
に
鼠
色
の
着
物
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
広
い

部
屋
は
そ
の
為
に
一
層
憂
欝
に
見
え
る
ら
し
か
つ
た
。」
で
始
ま
り
、「
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。」
と
受

動
的
に
表
現
さ
れ
る
。
し
か
も
「
そ
の
為
に
一
層
」
と
あ
る
よ
う
に
理
由
を
明
確
に
し
な
が
ら
も
、

「
憂
鬱
に
見
え
る
」
と
言
い
切
り
の
形
を
取
ら
ず
、
推
量
的
に
「
見
え
る
ら
し
か
つ
た
。」
と
自
分

の
心
情
に
つ
い
て
は
曖
昧
に
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
狂
人
た
ち
が
「
同
じ
よ
う
に
鼠
色
の
着

物
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。」
こ
と
か
ら
、
狂
人
た
ち
の
姿
を
見
て
「
彼
の
母
も
十
年
前
に
は
少
し
も

彼
等
と
変
ら
な
か
つ
た
。
少
し
も
、
」
と
「
少
し
も
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
実
母
と
狂
人
た
ち
と
が
、

極
め
て
変
わ
り
が
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
彼
等

の
臭
気
に
彼
の
母
の
臭
気
を
感
じ
た
。」
か
ら
で
あ
る
。
憂
鬱
に
見
え
る
要
因
は
、
複
数
の
狂
人
た

8

芥川龍之介「或阿呆の一生」論 
―作家としての〈告白〉―



（学術論文） 

ち
が
広
い
部
屋
に
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
等
か
ら
実
母
を
連
想
し
て
し
ま
う
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
実
母
フ
ク
は
芥
川
が
生
後
七
ヶ
月
の
時
に
発
狂
す
る
。
そ
の

影
響
か
ら
、
実
母
の
こ
と
を
直
接
的
に
描
か
ず
、
狂
人
た
ち
の
様
子
か
ら
連
想
し
て
、「
十
年
前
」

の
実
母
を
思
い
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
間
接
的
に
実
母
が
狂
人
で
あ
っ
た
こ
と
へ

の
思
い
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
ぢ
や
行
か
う
か
？
」
と
母
の
こ
と
を
想
起
す
る
狂
人
の
様
子

か
ら
視
点
は
離
れ
る
。
し
か
し
、
移
動
は
し
た
も
の
の
、
持
っ
て
い
る
「
脳
髄
」
は
、
狂
人
た
ち

の
一
人
の
物
で
あ
り
、「
も
う
一
度
彼
の
母
を
思
ひ
出
し
」
て
い
る
。
実
母
が
狂
人
で
あ
る
こ
と
が
、

自
分
に
ま
と
わ
り
つ
き
、
離
れ
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
三
年
三
月
十

六
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
に
「
一
週
間
程
前
に
巣
鴨
の
癲
狂
院
へ
行
つ
た
ら
三
十
位
の
女
の
気
狂

ひ
が
『
私
の
子
供
だ
私
の
子
供
だ
』
と
云
つ
て
僕
の
あ
と
へ
つ
い
て
来
た 

子
で
も
な
く
し
て
気

が
ち
が
つ
た
の
だ
ら
う 

随
分
気
味
が
悪
か
つ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
彼
の
母
も
十
年
前
に

は
」
と
併
せ
て
も
、
当
時
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
芥
川
の
実
体
験
と
実
母
の
こ
と
が
重
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

② 

養
父
母
・
伯
母 

「
三 

家
」、「
四 

東
京
」、「
十
四 
結
婚
」、「
十
五 

彼
等
」
、「
二
十 

械
」、 

「
三
十
五 

道
化
人
形
」 

 

「
三 

家
」
で
は
、「
彼
は
或
郊
外
の
二
階
の
部
屋
に
寝
起
き
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
地
盤
の
緩
い

為
に
妙
に
傾
い
た
二
階
だ
つ
た
。」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
地
盤
の
緩
い
為
」、「
妙
に
傾
い
た

二
階
」
と
あ
る
家
は
、
養
家
で
あ
る
芥
川
家
の
こ
と
で
あ
る
。
実
家
の
都
合
に
よ
り
養
家
で
生
活

し
て
い
る
状
況
を
暗
示
し
、
芥
川
家
の
様
子
を
「
彼
」
の
視
点
か
ら
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
実
母

フ
ク
が
発
狂
す
る
た
め
養
父
母
の
家
で
「
寝
起
き
し
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
が
、
暮
ら
し
て
い
た
と

い
う
よ
り
は
、「
寝
起
き
し
て
ゐ
た
」
だ
け
で
、
最
小
限
の
生
活
、
言
わ
ば
仮
住
ま
い
の
よ
う
な
感

じ
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
感
情
を
交
え
ず
、
事
実
だ
け
を
語
っ
て
い
て
、
生
活
感
も
な
く

無
機
質
な
印
象
を
受
け
る
。
何
れ
に
せ
よ
養
父
母
の
家
で
の
暮
ら
し
は
、
自
分
の
意
思
で
も
な
く
、

望
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
彼
の
伯
母
」
と
は
、
実
母
フ
ク
の
す
ぐ
上

の
姉
フ
キ
の
こ
と
で
あ
る
。
伯
母
フ
キ
は
一
生
独
身
で
あ
り
、
母
代
わ
り
と
し
て
芥
川
を
育
て
て

く
れ
た
。「
彼
は
彼
の
伯
母
に
誰
よ
り
も
愛
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、

「
何
か
気
味
の
悪
い
二
階
の
傾
き
を
感
じ
」
る
の
は
、
彼
自
身
の
複
雑
な
内
面
を
象
徴
的
に
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
彼
は
或
郊
外
の
二
階
に
何
度
も
互
に
愛
し
合
ふ
も
の
は
苦
し
め
合
ふ

の
か
を
考
へ
た
り
し
た
。」
の
で
あ
り
、
吉
田
弥
生
と
の
結
婚
問
題
の
破
局
を
も
連
想
さ
せ
、
伯
母

へ
の
複
雑
な
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
四 

東
京
」
で
は
、
さ
ら
に
養
家
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
出
生
地
と
養
育
地
を
確
認

し
て
お
く
。
出
生
は
京
橋
区
入
船
町
で
あ
り
、
養
父
母
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
の
は
両
国
区
小
泉
町

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
隅
田
川
が
流
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
つ
の
地
域

は
隅
田
川
を
隔
て
て
対
岸
に
位
置
す
る
。
「
隅
田
川
は
ど
ん
よ
り
曇
つ
て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
分
の
晴
れ
渡
る
こ
と
の
な
い
心
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
彼
は
走
つ
て

ゐ
る
小
蒸
汽
の
窓
か
ら
向
う
島
の
桜
を
眺
め
て
ゐ
た
。
」
と
あ
る
が
、
「
小
蒸
汽
の
窓
か
ら
」
眺

め
て
い
る
の
は
、
養
父
母
の
い
る
両
国
区
の
「
向
う
島
の
桜
」
で
あ
る
。
「
向
う
島
の
桜
を
眺
め

て
ゐ
」
て
も
、「
彼
の
目
に
は
一
列
の
襤
褸
の
や
う
に
憂
鬱
だ
つ
た
。」
の
で
あ
る
。
「
襤
褸
」
は

「
使
い
古
し
た
布
。
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
向
う
島
の
桜
」
を
「
襤
褸
」
に
喩
え
、
さ
ら
に
「
い

つ
か
彼
自
身
を
見
出
し
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。 

芥
川
が
塚
本
文
と
結
婚
し
た
の
は
大
正
七
年
二
月
二
日
で
あ
る
。
養
父
母
の
こ
と
は
、
そ
の
後

の
結
婚
生
活
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
四
章
に
具
体
的
に
現
れ
て
い
る
。 

「
十
四 

結
婚
」
で
は
、「
彼
は
結
婚
し
た
翌
日
に
『
来
匆
々
無
駄
費
ひ
を
し
て
は
困
る
』
と
彼
の

妻
に
小
言
を
言
つ
た
。
」
と
あ
る
が
、
章
題
通
り
に
結
婚
生
活
を
直
接
語
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
伯
母
の
小
言
を
妻
に
代
弁
し
て
い
る
。
結
婚
し
た
翌
日
に
妻
を
思
い
や
る
こ
と
よ
り
も
、
伯

母
の
存
在
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
。
妻
に
発
し
た
言
葉
は
、
自
分
の
意
思
で
は
な
く
、
伯
母
の

気
持
ち
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
彼
の
妻
は
彼
自
身
に
は
勿
論
、
彼
の
伯
母
に
も
詑

び
を
言
つ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
彼
の
為
に
買
つ
て
来
た
黄
水
仙
の
鉢
を
前
に
し
た
ま

ま
。…

…

」
で
あ
り
、
自
分
の
た
め
に
し
て
く
れ
る
妻
の
気
持
ち
を
知
り
な
が
ら
も
、
伯
母
の
こ

と
を
一
番
に
気
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
黄
水
仙
は
強
い
芳
香
が
あ
り
、
花
は
横
向
き
に
咲
く

こ
と
か
ら
、
伯
母
の
言
葉
に
対
す
る
妻
の
執
着
を
も
感
じ
さ
せ
る
。(

６) 

連
続
す
る
「
十
五 

彼
等
」
も
、
結
婚
生
活
の
こ
と
で
あ
る
。
「
彼
等
は
平
和
に
生
活
し
た
。
」
、

「
大
き
い
芭
蕉
の
葉
の
広
が
つ
た
か
げ
に
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
擁
護
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

理
由
に
つ
い
て
「
彼
等
の
家
は
東
京
か
ら
汽
車
で
も
た
つ
ぷ
り
一
時
間
か
か
る
或
海
岸
の
町
に
あ

つ
た
か
ら
。」
と
述
べ
て
い
る
。
大
正
七
年
三
月
二
十
九
日
に
鎌
倉
に
引
っ
越
し
、
伯
母
フ
キ
も
最

初
は
い
た
が
、
四
月
中
旬
に
田
端
に
帰
っ
て
い
る
。「
た
つ
ぷ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
居
と
実
家

の
距
離
は
、
伯
母
と
の
間
の
距
離
感
を
示
し
て
い
る
。
結
婚
生
活
は
こ
の
距
離
に
よ
り
平
和
だ
っ

た
の
で
あ
る
。 

一
方
、「
二
十 

械
」
は
「
彼
等
夫
妻
は
彼
の
養
父
母
と
一
つ
家
に
住
む
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ

は
彼
が
或
新
聞
社
に
入
社
す
る
こ
と
に
な
つ
た
為
だ
つ
た
。」
の
で
あ
る
。
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
社

員
に
な
る
の
は
大
正
八
年
三
月
で
あ
る
。
新
聞
社
へ
入
社
す
る
こ
と
で
、
養
父
母
と
同
居
す
る
こ

と
に
な
る
。
章
題
の
「
械
」
は
「
人
を
捕
ら
え
る
た
め
に
、
首
、
手
、
足
に
つ
け
、
自
由
を
奪
う

器
具
の
こ
と
。」
で
あ
る
。
養
父
母
と
の
同
居
は
、
ま
さ
し
く
自
由
を
奪
わ
れ
た
の
と
同
じ
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
横
須
賀
海
軍
機
関
学
校
を
辞
め
、
作
家
活
動
に
専
念
し
た
い
と
考
え

る
芥
川
に
と
っ
て
、
新
聞
社
へ
の
出
社
の
義
務
は
な
く
、
こ
れ
以
上
の
条
件
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
入
社
す
る
こ
と
に
よ
り
養
父
母
と
同
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
こ
と
を
振

り
返
っ
て
「
そ
の
契
約
書
は
後
に
な
つ
て
見
る
と
、
新
聞
社
は
何
の
義
務
も
負
は
ず
に
彼
ば
か
り

義
務
を
負
ふ
も
の
だ
つ
た
。」
と
、
望
む
転
職
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
原
因
を
作
っ
た
仕
事
に
も

養
父
母
に
つ
い
て
の
感
情
を
露
わ
に
し
て
い
る
。 

ま
た
、「
三
十
五 

道
化
人
形
」
で
も
「
不
相
変
養
父
母
や
伯
母
に
遠
慮
勝
ち
な
生
活
を
つ
づ
け

て
ゐ
た
。」
と
、
直
接
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
そ
れ
は
彼
の
生
活
に
明
暗
の
両
面
を
造

り
出
し
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
負
の
部
分
だ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
実
生
活
で
は
「
遠
慮
勝
ち

な
生
活
」
を
し
て
き
た
が
、「
第
二
の
彼
自
身
は
と
う
に
か
う
云
ふ
心
も
ち
を
或
短
篇
の
中
に
盛
り

こ
ん
で
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。「
暗
」
は
「
遠
慮
勝
ち
な
生
活
」
、「
明
」
は
「
或
短
篇
の
中
に
盛
り

こ
ん
で
ゐ
た
。」
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
養
父
母
、
伯
母
に
つ
い
て
は
全
否
定
な
表

現
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
①
実
母
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
が
、「
②
養
父
母
・
伯
母
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
養
父
母
に
つ
い
て
は
、
彼
の
人
生
、

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
特
に
、
結
婚
生
活
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

③
女
性
関
係 

 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
中
で
、
女
性
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
十
三
章
に
も
及
び
、
全
体
の

四
分
の
一
を
占
め
る
。
ま
た
、
各
章
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
月
の
光
り
の
中
」
、
「
狂
人
の
娘
」
、

「
越
し
人
」
、
「
指
一
つ
触
ら
ず
に
ゐ
た
」
の
よ
う
に
、
そ
の
女
性
を
象
徴
す
る
表
現
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
が
ど
の
女
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
容
易
に
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

１
「
月
の
光
り
の
中
」 

「
十
八 

月
」、「
二
十
三 

彼
女
」、
「
二
十
七 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」、「
三
十 

雨
」 

 

「
月
の
光
り
の
中
」
と
表
現
さ
れ
る
女
性
は
、
野
々
口
豊
子
の
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
小
町
園
の

女
将
で
、
芥
川
は
海
軍
機
関
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
頃
、
料
亭
を
利
用
し
て
知
り
合
っ
た
。
作
品

中
に
は
最
も
多
く
、
四
つ
の
章
に
描
か
れ
る
。
四
つ
の
章
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、「
十
八 

月
」

は
「
（
一
面
識
も
な
い
間
が
ら
だ
つ
た
。
）
」
と
出
会
い
を
述
べ
、
最
後
の
「
三
十 

雨
」
で
は
「
彼

女
と
一
し
よ
に
日
を
暮
ら
す
の
も
七
年
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、

二
人
の
過
ご
し
た
時
間
の
流
れ
を
感
じ
る
。
各
章
に
も
「
十
八 

月
」
は
昼
、「
二
十
三 

彼
女
」
は

夕
方
か
ら
夜
、「
二
十
七 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
は
昼
、「
三
十 

雨
」
は
夜
と
、
昼
夜
問
わ
ず
描
写

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
場
所
に
つ
い
て
は
順
に
「
或
ホ
テ
ル
の
階
段
の
途
中
」、「
薄
明
い
広
場
」、

「
或
裏
町
」、「
寝
室
」
で
あ
り
、
様
々
な
場
所
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
季
節
も
「
春
の

山
を
眺
め
た
ま
ま
」
で
あ
っ
た
り
、
夏
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
四
六
時
中
、
一

緒
に
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

最
初
の
「
十
八 

月
」
で
は
「
彼
は
彼
女
を
見
送
り
な
が
ら
、（
彼
等
は
一
面
識
も
な
い
間
が
ら

だ
つ
た
。）
今
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
寂
し
さ
を
感
じ
た
。…

…

」
と
あ
り
、「
見
送
り
な
が
ら
」、「
今

ま
で
知
ら
な
か
つ
た
寂
し
さ
を
感
じ
」
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
に
再
会
す
る
ま
で
の
短
い
時
間
で

も
離
れ
難
く
、
彼
に
と
っ
て
彼
女
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
か
う
云
ふ
昼
に
も
」

と
あ
る
が
、「
二
十
三 

彼
女
」
で
は
、「
暮
れ
か
か
つ
て
ゐ
た
」、「
電
燈
を
き
ら
め
か
せ
て
ゐ
た
。」

夕
暮
れ
の
時
間
で
あ
る
。
場
所
も
「
ホ
テ
ル
の
階
段
」
か
ら
広
場
へ
、
そ
し
て
「
一
面
識
も
な
い

間
が
ら
」
か
ら
「
彼
等
は
肩
を
並
べ
」
て
歩
い
て
い
る
。
時
間
経
過
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
電
燈

を
き
ら
め
か
せ
て
ゐ
た
」
の
は
、
彼
女
の
存
在
を
美
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
彼
は
彼
女
と
一

し
よ
に
ゐ
る
為
に
は
何
を
捨
て
て
も
善
い
気
も
ち
だ
つ
た
。」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
彼
女
は
ぢ

つ
と
彼
の
顔
を
見
つ
め
、『
あ
な
た
は
後
悔
な
さ
ら
な
い
？
』
と
言
つ
た
。
彼
は
き
つ
ぱ
り
『
後
悔

し
な
い
』
と
答
へ
た
。
彼
女
は
彼
の
手
を
抑
へ
、『
あ
た
し
は
後
悔
し
な
い
け
れ
ど
も
』
と
言
つ
た
。」

「
き
つ
ぱ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
に
戸
惑
い
の
心
情
は
な
い
。
し
か
も
二
人
の
会
話
で
気
に
な

る
の
は
、
彼
女
か
ら
彼
の
心
を
確
か
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
女
の
方
が
こ
の
恋
愛
の
主
導
権
を

握
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
が
、
二
人
が
合
意
の
基
で
あ
り
、
こ
の
会
話
か
ら
二
人
の
関
係
が
一

方
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

続
い
て
「
二
十
七 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
で
も
、「
人
力
車
が
一
台
、
ま
つ
直
に
向
う
か
ら
近
づ

い
て
来
た
。
し
か
も
そ
の
上
に
乗
つ
て
ゐ
る
の
は
意
外
に
も
昨
夜
の
彼
女
だ
つ
た
。」
と
、
こ
こ
で

も
彼
か
ら
で
は
な
く
、
彼
女
か
ら
「
近
づ
い
て
来
た
。」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
彼
の
友

だ
ち
の
手
前
、
勿
論
挨
拶
さ
へ
交
さ
な
か
つ
た
。」
の
で
あ
る
が
、「
勿
論
」
交
わ
さ
な
い
と
こ
ろ

に
、
二
人
の
関
係
が
親
密
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
「
え
え
、
中
々
美
人
で
す
ね
。」

と
、「
少
し
も
た
め
ら
は
ず
に
返
事
を
し
た
。」
の
で
あ
る
が
、「
ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
と
い
う
章
題

か
ら
、
自
分
の
心
中
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
現
状
を
、
過
酷
な
訓
練
と
認
識

し
て
い
る
。 

最
後
「
三
十 

雨
」
で
は
、「
窓
の
外
は
雨
ふ
り
だ
つ
た
。
浜
木
綿
の
花
は
こ
の
雨
の
中
に
い
つ

か
腐
つ
て
行
く
ら
し
か
つ
た
。」
と
あ
る
。「
浜
木
棉
」
は
海
辺
の
暖
か
い
地
域
に
夏
に
咲
く
花
で

あ
る
。
短
い
命
の
浜
木
綿
に
二
人
の
関
係
を
想
像
し
て
い
る
。「
い
つ
か
腐
つ
て
行
く
」
浜
木
綿
の

花
と
は
対
照
的
に
、「
彼
女
と
一
し
よ
に
日
を
暮
ら
す
の
も
七
年
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
、
具
体
的
に

明
示
し
、「
退
屈
で
な
い
こ
と
も
な
か
つ
た
。」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
の
女
性
と
の
関
係
を
七
年

続
け
て
い
る
。「
お
れ
は
こ
の
女
を
愛
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
？
」
と
い
う
自
問
自
答
に
対
し
て
、「
お

れ
は
未
だ
に
愛
し
て
ゐ
る
。」
と
答
え
「
彼
自
身
に
も
意
外
だ
つ
た
」
と
感
じ
て
い
る
。
自
ら
の
意
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識
を
越
え
、
自
分
自
身
で
さ
え
も
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
大
き
な
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

「
月
の
光
の
中
に
ゐ
る
」
女
性
と
は
ど
の
よ
う
な
女
性
と
し
て
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
月
の
光
の
中
」
は
「
彼
女
の
顔
は
か
う
云
ふ
昼
に
も
」、「
彼
女
の
顔
は
か
う
云
ふ
時
に
も
」、

「
彼
女
の
顔
は
不
相
変
」
と
表
現
さ
れ
、「
月
の
光
の
中
に
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
。」
と
結
ん
で
い
る
。

月
は
自
ら
で
光
る
こ
と
は
な
い
。「
光
の
中
に
ゐ
る
」
と
は
い
え
、
強
い
光
で
は
な
く
、
お
ぼ
ろ
げ

な
光
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
従
っ
て
控
え
め
な
自
己
主
張
の
少
な
い
女
性
が

浮
か
ぶ
。
そ
の
意
味
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
彼
女
の
顔
は
」
に
象
徴
さ
れ
る
の
は
、
彼
女
の
存

在
に
よ
っ
て
常
に
「
月
の
光
の
中
」
に
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
闇
の
中
に
灯
り
を
灯

し
て
く
れ
る
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
彼
女
と
い
る
居
心
地
の
良
さ

を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
月
の
光
」
は
、「
昼
に
も
」、「
雨
の
中
」

で
も
、
常
に
「
月
の
光
の
中
に
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
。」
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
月
は
反
照

で
あ
り
常
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
時
で
も
心
の
暗
闇
を
照
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を

表
現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

２
「
狂
人
の
娘
」 

「
二
十
一 

狂
人
の
娘
」、「
二
十
六 
古
代
」、「
三
十
八 

復
讐
」 

 

「
狂
人
の
娘
」
と
は
、
秀
し
げ
子
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
八
年
六
月
の
十
日
会
で
知
り
会
っ
た

歌
人
で
あ
り
、
親
し
く
交
わ
る
が
、
後
に
彼
女
の
利
己
主
義
に
嫌
悪
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
彼
の

女
性
関
係
を
語
る
に
し
て
も
「
狂
人
の
娘
」
と
い
う
章
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
「
狂
人
」
し

か
も
未
熟
な
女
性
を
意
味
す
る
「
娘
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
語
っ
て
い
る
時
点
に
お
い
て
は
、

彼
女
の
こ
と
に
よ
い
印
象
を
も
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
「
二
十
一 

狂
人
の
娘
」
で
は
「
二
台

の
人
力
車
は
人
気
の
な
い
曇
天
の
田
舎
道
を
走
つ
て
行
つ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
「
田
舎
道
」
で
あ

る
。
こ
の
後
、
考
察
す
る
「
八 

火
花
」
で
は
「
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
上
を
踏
ん
で
行
つ
た
。」
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ
の
「
田
舎
道
」
に
も
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
人
通
り
の
少
な
い
、
ま
だ
踏
み
入

れ
た
人
が
少
な
い
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
道
の
海
に

向
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
潮
風
の
来
る
の
で
も
明
ら
か
だ
つ
た
。」
と
あ
り
、
道
中
と
目
的
地
に
「
海
に

向
つ
て
ゐ
る
」
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、
行
き
着
い
た
所
は
「
磯
臭
い
墓
地
」
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
彼
自
身
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
「
墓
地
」
と
知
り
な
が
ら
も
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
蛎
殻
」
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
彼
自
身
を
こ

こ
へ
導
い
た
も
の
の
何
で
あ
る
か
を
考
へ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
そ
れ
は
決
し
て
恋

愛
で
は
な
か
つ
た
。」
と
「
決
し
て
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
恋
愛
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、「
前
の
人
力
車
に
乗
つ
て
ゐ
る
の
は
或
狂
人
の
娘
だ
つ
た
。」
こ
と
を
述
べ
る
。
前

を
走
る
の
が
狂
人
の
娘
、
後
ろ
が
彼
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
恋
愛
の
主
導
権
を
女

性
が
握
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
後
を
つ
い
て
行
き
な
が
ら
、
恋

愛
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、「
兎
に
角
我
等
は
対
等
だ
」
と
述
べ
、「
動
物
的
本
能
ば
か
り
強
い
彼

女
に
或
憎
悪
を
感
じ
」、
自
分
の
意
志
で
は
な
く
、
女
性
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
姿
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
憎
悪
が
「
彼
女
の
心
を
捉
へ
て
ゐ
な
い
彼
女
の
夫
を
軽
蔑
し
出
し
た
。」
の
で
あ
り
、

彼
女
に
留
ま
ら
ず
、
彼
女
の
夫
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、「
二
十
六 

古
代
」
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
た
。」
こ
と
の
一
つ
に
、「
狂
人

の
娘
の
手
を
脱
し
た
彼
自
身
の
幸
運
さ
へ
。…

…

」
と
間
接
的
に
喜
び
を
表
現
す
る
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
れ
だ
け
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
ら
に
、「
三
十
八 

復
讐
」
で
は
「
七
年
前
に
絶
縁
し
た
狂
人
の
娘
」
と
具
体
的
に
明
記
し
て

い
る
。
こ
の
章
題
は
「
復
讐
」
で
あ
り
、「
彼
の
心
の
底
に
は
か
う
云
ふ
彼
女
を
絞
め
殺
し
た
い
、

残
虐
な
欲
望
さ
へ
な
い
訣
で
は
な
か
つ
た
。」
と
憎
悪
は
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
歯
車
」（
『
大

調
和
』
昭
和
二
・
六
に
「
一 

レ
エ
ン
・
コ
オ
ト
」
の
み
掲
載
、
の
ち
『
文
藝
春
秋
』
昭
和
二
・
一

〇
に
す
べ
て
掲
載
）
の
「
三 

夜
」
の
中
で
、
夢
の
中
に
「
狂
人
の
娘
」
が
出
て
き
て
、
寝
台
の
上

の
ミ
イ
ラ
の
よ
う
な
裸
体
の
女
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
。
そ
の
女
を
「
僕
の
復
讐
の
神
、―

―

或
狂
人
の
娘
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
芥
川
は
、
小
穴
隆
一
に
宛
て
た
遺
書
の
中
で
「
僕
等
人

間
は
一
事
件
の
為
に
容
易
に
自
殺
な
ど
す
る
も
の
で
は
な
い
。
僕
は
過
去
の
生
活
の
総
決
算
の
為

に
自
殺
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
大
事
件
だ
つ
た
の
は
僕
が
二
十
九
歳
の
時
に
□
夫

人
（
注
、
し
げ
子
）
と
罪
を
犯
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
恋
愛
感
情

は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
憎
悪
だ
け
を
露
に
し
て
い
る
。
七
年
間
思
い
が
変
わ
ら
な
い
「
月
の
光
り

の
中
」
と
「
七
年
前
絶
縁
し
た
狂
人
の
娘
」
は
対
照
的
で
あ
る
。
関
係
を
絶
っ
て
か
ら
も
、
精
神

的
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
姿
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

３
「
越
し
人
」 

「
三
十
七 

越
し
人
」 

 

「
越
し
人
」
と
は
片
山
広
子
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
七
月
、
軽
井
沢
滞
在
中
に
出
会
っ

た
歌
人
で
あ
る
。
知
性
的
な
と
こ
ろ
を
慕
う
よ
う
に
な
る
。
「
彼
は
彼
と
才
力
の
上
に
も
格
闘
出

来
る
女
に
遭
遇
し
た
。
が
、『
越
し
人
』
等
の
抒
情
詩
を
作
り
、
僅
か
に
こ
の
危
機
を
脱
出
し
た
。」

と
語
る
。
こ
の
章
は
三
十
歳
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。「
二
十
一 

狂
人
の
娘
」
の
「
兎
に
角
我
等
は

対
等
だ
」
と
述
べ
た
時
の
感
情
と
は
異
な
り
、「
才
力
の
上
に
も
格
闘
出
来
る
女
」
と
は
、
本
当
の

意
味
と
し
て
の
対
等
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
芥
川
は
実
際
、
大
正
十
四
年
三
月
の
『
明
星
』
に

発
表
し
た
歌
に
「
越
し
人
」
と
い
う
題
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
「
越
し
人
」
な
る
女
性
に
つ
い
て

「
侏
儒
の
言
葉
（
遺
稿
）」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
二
・
一
〇
、
一
二
）
の
「
わ
た
し
」
の
「
又
」
の

中
に
「
わ
た
し
は
三
十
歳
を
越
し
た
後
、
い
つ
で
も
戀
愛
を
感
ず
る
が
早
い
か
、
一
生
懸
命
に
抒
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情
詩
を
作
り
、
深
入
り
し
な
い
前
に
脱
却
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
必
し
も
道
德
的
に
わ
た
し
の
進

歩
し
た
の
で
は
な
い
。
唯
ち
よ
つ
と
肚
の
中
に
算
盤
を
と
る
こ
と
を
覺
え
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
章
に
続
く
「
三
十
八 

復
讐
」
で
「
狂
人
の
娘
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
抒
情
詩
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
回
避
し
て
い
る
姿

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
想
い
を
歌
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
切
な
い
気
持
ち
」
を
表
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
の
女
性
は
様
々
な
存
在
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
女
性
に
翻
弄

さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
複
雑
な
感
情
を
制
御
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

４
「
指
一
つ
触
ら
ず
に
ゐ
た
」 

「
四
十
七 
火
あ
そ
び
」、「
四
十
八 

死
」 

 

「
指
一
つ
触
ら
ず
に
ゐ
た
」
女
性
は
、
妻
の
文
の
幼
友
達
で
平
松
麻
素
子
の
こ
と
で
あ
る
。
昭

和
二
年
の
四
月
七
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
二
人
は
心
中
の
計
画
を
し
て
い
た
が
、
平
松
は
自
殺
を
止

め
よ
う
と
し
た
ら
し
く
、
未
遂
に
終
わ
る
。
作
品
の
終
わ
り
近
く
の
連
続
す
る
二
章
で
あ
る
が
、

内
容
も
連
続
し
て
お
り
、
死
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
四
十
七 

火
あ
そ
び
」
の
冒
頭
で
、

「
彼
女
は
か
が
や
か
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
丁
度
朝
日
の
光
の
薄
氷
に
さ
し
て
ゐ
る
や
う

だ
つ
た
。
」
の
で
あ
る
。
「
月
の
光
り
の
中
」
に
い
る
女
性
と
は
対
照
的
で
、
顔
自
体
が
「
か
が

や
か
し
い
顔
」
で
あ
り
、
「
朝
日
の
光
の
薄
氷
」
と
描
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
彼
は
彼
女
に

好
意
を
持
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
恋
愛
は
感
じ
て
ゐ
な
か
つ
た
。」
と
語
り
な
が
ら
、「
彼
女
の
体
に

は
指
一
つ
触
ら
ず
に
ゐ
た
の
だ
つ
た
。」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
女

性
が
恋
愛
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
よ
う
な
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
女
性
が
「
死
に
た
が
つ
て
い
ら

つ
し
や
る
の
で
す
つ
て
ね
。」
と
彼
の
こ
と
を
理
解
し
、
思
い
や
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
で
も
「
彼
は
彼
自
身
の
落
ち
着
い
て
ゐ
る
の
を
不
思
議
に

思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。」
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
と
死
を
共
に
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
心
を
許
し
、
女
性
を
信
頼
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ス
ウ
イ
サ
イ
ド
」

は
「
精
神
的
自
殺
」。「
ダ
ブ
ル
・
プ
ラ
ト
ニ
ツ
ク
・
ス
ウ
イ
サ
イ
ド
」
は
「
精
神
的
心
中
」
で
あ

る
。
妻
の
よ
く
知
る
相
手
で
あ
り
、
精
神
的
に
癒
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

さ
ら
に
「
四
十
八 

死
」
に
も
「
彼
女
と
は
死
な
な
か
つ
た
。」
と
い
う
書
き
出
し
で
連
続
し
て

登
場
す
る
。
「
未
だ
に
彼
女
の
体
に
指
一
つ
触
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
彼
に
は
何
か
満
足
だ
つ
た
。
」

と
「
未
だ
に
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
自
分
自
身
の
行
動
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

女
性
と
は
明
ら
か
に
違
う
精
神
的
な
安
ら
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
彼
は
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
確

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

５
女
性
関
係
（
全
般
） 

「
十
七 

蝶
」、「
二
十
八 

殺
人
」、
「
三
十
九 

鏡
」 

  

次
の
三
つ
の
章
に
つ
い
て
も
、
間
接
的
に
女
性
関
係
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

こ
で
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。「
十
七 

蝶
」
は
、「
藻
の
匂
の
満
ち
た
風
の
中
に
蝶
が
一
羽
ひ
ら

め
い
て
ゐ
た
。
彼
は
ほ
ん
の
一
瞬
間
、
乾
い
た
彼
の
唇
の
上
へ
こ
の
蝶
の
翅
の
触
れ
る
の
を
感
じ

た
。」
と
冒
頭
は
嗅
覚
と
視
覚
で
表
現
し
て
い
る
。「
藻
」
は
水
の
中
で
生
息
す
る
も
の
で
あ
る
の

に
「
風
の
中
」
に
「
藻
の
匂
」
が
満
ち
て
い
る
。
本
来
、
生
息
す
る
も
の
と
場
所
と
の
間
に
少
し

の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。
触
れ
て
い
っ
た
蝶
が
象
徴
す
る
も
の
は
、
こ
の
あ
と
の
「
十
八 

月
」
と

の
関
連
か
ら
、
女
性
の
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。「
翅
の
粉
」
は
「
ほ
ん
の
一
瞬
間
」
で
あ
つ
た
の
に

も
拘
ら
ず
、「
数
年
後
に
も
ま
だ
き
ら
め
い
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。「
月
の
光
り
の
中
」
の
「
七
年

後
」
ま
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
な
ど
、
女
性
関
係
の
記
述
に
は
、
期
間
が
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、
類
似
し
て
い
る
。
「
乾
い
た
彼
の
唇
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
ほ
ん
の
一
瞬
間
」

だ
け
で
も
、
彼
の
心
を
魅
了
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る

前
置
き
と
し
て
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
章
で
あ
る
。 

「
二
十
八 

殺
人
」
に
は
、
「
田
舎
道
は
日
の
光
り
の
中
に
牛
の
糞
の
臭
気
を
漂
は
せ
て
ゐ
た
。

彼
は
汗
を
拭
ひ
な
が
ら
、
爪
先
き
上
り
の
道
を
登
つ
て
行
つ
た
。
道
の
両
側
に
熟
し
た
麦
畑
は
香

ば
し
い
匂
を
放
つ
て
ゐ
た
。」
と
あ
り
、「
狂
人
の
娘
」
と
同
様
で
女
性
関
係
を
意
味
す
る
よ
う
な

「
田
舎
道
」
の
臭
気
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
臭
気
が
あ
る
。「
爪
先
き
上
り
の
道

を
登
つ
て
行
つ
た
。」
こ
と
に
よ
っ
て
「
熟
し
た
麦
畑
は
香
ば
し
い
匂
を
放
つ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ

る
。
す
る
と
、「
黄
ば
ん
だ
麦
の
向
う
に
羅
馬
カ
ト
リ
ツ
ク
教
」
が
現
れ
て
い
る
。「
田
舎
道
」
の

先
で
は
な
く
、「
黄
ば
ん
だ
麦
の
向
う
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
救
い
の
手
は
必
死
に
上
る
道
の
先
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
遠
い
そ
の
「
向
う
」
に
あ
る
。 

ま
た
、「
三
十
九 

鏡
」
の
中
の
友
人
と
の
話
で
「
君
は
ま
だ
独
身
だ
つ
た
ね
。」
と
問
う
と
友
人

は
「
い
や
、
も
う
来
月
結
婚
す
る
。」
と
答
え
、
こ
の
言
葉
に
「
彼
は
思
は
ず
黙
つ
て
し
ま
つ
た
。」

の
で
あ
る
。
彼
自
身
に
置
き
換
え
れ
ば
、
彼
は
結
婚
し
て
い
な
が
ら
も
女
性
と
関
係
を
持
っ
て
い

る
。
彼
の
感
じ
た
矛
盾
は
、
彼
自
身
の
女
性
関
係
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
嵌
め
こ
ん

だ
鏡
」
に
よ
っ
て
「
無
数
の
彼
自
身
を
映
し
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
鏡
に
よ
つ
て
映
さ
れ

た
も
の
は
「
何
か
脅
す
や
う
」
で
あ
る
。「
三
十
七 

越
し
人
」、「
三
十
八 

復
讐
」
に
続
く
章
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
結
婚
後
も
女
性
に
対
し
て
複
数
の
顔
を
も
つ
自
分
自
身
の
姿
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
④
身
近
な
出
来
事 

「
二
十
四 
出
産
」、「
三
十
一 

大
地
震
」、「
三
十
二 

喧
嘩
」
、「
四
十
三 

夜
」、 

「
四
十
六 
嘘
」、「
五
十 

俘
」 
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こ
こ
に
挙
げ
た
六
つ
の
章
は
芥
川
の
身
近
に
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
順
を
追
っ
て

見
て
い
こ
う
。「
二
十
四 

出
産
」
は
「
彼
は
何
か
鼠
の
仔
に
近
い
赤
児
の
匂
を
感
じ
な
が
ら
、
し

み
じ
み
か
う
思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
赤
児
の
匂
」
を
「
何
か
鼠
の

仔
に
近
い
」
と
感
じ
て
い
る
。「
思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。」
と
は
、
本
当
は
思
い
た
く
な

い
心
境
で
あ
る
が
、
自
分
の
意
思
で
は
な
く
無
意
識
に
何
か
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
二 

母
」

で
「
狂
人
た
ち
は
皆
同
じ
や
う
に
鼠
色
の
着
物
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
」
と
あ
り
、「
鼠
色
」
と
描

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
鼠
」
に
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。(

７)

出
産
の
喜
び
よ
り
も
不
安
を
感
じ
、

苦
悩
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
何
の
為
に
こ
い
つ
も
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
ら
う
？ 

こ

の
娑
婆
苦
の
充
ち
満
ち
た
世
界
へ
。―

―

何
の
為
に
又
こ
い
つ
も
己
の
や
う
な
も
の
を
父
に
す
る

運
命
を
荷
つ
た
の
だ
ら
う
？
」
と
い
う
問
い
も
生
ま
れ
て
い
る
。「
赤
児
」
に
問
い
か
け
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
が
、
彼
自
身
に
自
問
自
答
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
彼
の
妻
が
最
初
に
出

産
し
た
男
の
子
だ
つ
た
」
の
で
あ
る
が
、
本
心
で
は
「
娑
婆
苦
の
充
ち
満
ち
た
世
界
」、「
己
の
や

う
な
も
の
を
父
」
と
表
現
し
て
お
り
、
喜
ん
で
は
い
な
い
。
自
分
自
身
に
置
き
換
え
て
、
決
し
て

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
大
正
九
年
三
月
に
芥
川
の
長
男
、
比
呂
志
が
誕

生
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
の
意
味
を
自
ら
に
問
い
か
け
た
も
の
で
あ
る
。 

次
に
、「
三
十
一 

大
地
震
」
は
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
こ
と
で

あ
る
。
芥
川
自
身
が
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
あ
り
、
登
場
す
る
「
彼
の
姉
」
は
芥
川
の
次
姉
新

原
ヒ
サ
、「
異
母
弟
」
は
芥
川
の
実
母
フ
ク
の
妹
フ
ユ
と
、
実
父
新
原
敏
三
の
間
に
生
ま
れ
た
新
原

得
二
、「
彼
の
夫
」
は
ヒ
サ
の
再
婚
相
手
の
西
川
豊
を
指
し
、
す
べ
て
実
在
す
る
人
物
で
あ
る
。
中

で
も
「
姉
の
夫
は
偽
証
罪
を
犯
し
た
為
に
執
行
猶
予
中
の
体
だ
つ
た
。
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
芥
川

が
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
る
の
を
訪
ね
た
こ
と
が
、
大
正
十
二
年
一
月
二
十
二
日
付
、

松
岡
譲
宛
書
簡
に
書
か
れ
て
い
る
。「
死
骸
の
匂
」
も
「
そ
れ
は
ど
こ
か
熟
し
切
つ
た
」、「
杏
の
匂

に
近
い
も
の
だ
つ
た
」
と
感
じ
、「
炎
天
に
腐
つ
た
死
骸
の
匂
も
存
外
悪
く
な
い
と
思
つ
た
り
」
と
、

死
に
親
し
み
を
も
っ
て
冷
静
に
見
つ
め
、
客
観
的
に
描
い
て
い
る
。
母
の
発
狂
に
つ
い
て
初
め
て

語
っ
た
「
点
鬼
簿
」（
『
改
造
』
大
正
一
五
・
一
〇
）
で
も
同
じ
死
の
匂
に
「
杏
の
匂
」
を
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、「
十
二
三
の
子
供
の
死
骸
」
に
「
神
々
に
愛
せ
ら
る
る
も
の
は
夭
折
す
」
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
て
お
り
、
亡
く
な
っ
た
子
供
へ
の
優
し
さ
を
感
じ
る
。
一
方
、「
彼
の
姉
や
異
母
弟

は
い
づ
れ
も
家
を
焼
か
れ
て
ゐ
た
」
た
め
、「
誰
も
彼
も
死
ん
で
し
ま
へ
ば
善
い
。」
と
偽
証
罪
を

犯
し
た
姉
の
夫
を
非
難
し
て
い
る
。
命
が
与
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
罪
を
犯
し
て
い
る
こ
と
へ
の
、

や
る
せ
な
い
想
い
か
ら
、
義
兄
に
対
す
る
怒
り
の
感
情
が
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 さ

ら
に
「
三
十
二 

喧
嘩
」
は
「
彼
は
彼
の
異
母
弟
と
取
り
組
み
合
ひ
の
喧
嘩
を
し
た
。」
か
ら

始
ま
り
、「
異
母
弟
」
の
こ
と
を
語
る
。「
異
母
弟
」
は
「
彼
の
為
に
」
、「
圧
迫
を
受
け
易
い
の
に
」、

「
違
ひ
な
か
つ
た
」。
彼
も
「
彼
の
弟
の
為
に
」、「
自
由
を
失
つ
て
ゐ
る
の
に
」、「
違
い
な
か
つ
た
」

の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、「
彼
の
親
戚
は
彼
の
弟
に
『
彼
を
見
慣
へ
』
と
言
ひ
つ
づ
け
て
ゐ
た
」
結

果
、
彼
も
「
手
足
を
縛
ら
れ
る
の
も
同
じ
こ
と
だ
つ
た
。」
の
で
あ
る
。「
縁
先
の
庭
に
は
百
日
紅

が
一
本
、―

―

彼
は
未
だ
に
覚
え
て
ゐ
る
。」
と
あ
る
が
、「
百
日
紅
」
は
耐
病
性
で
あ
り
、
ま
さ

し
く
、「
異
母
弟
」
の
影
響
を
受
け
耐
え
忍
ぶ
姿
が
象
徴
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

続
い
て
「
四
十
三 

夜
」
で
「
三
十
五
歳
」
頃
の
結
婚
生
活
に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
養
父
母
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
行
き
先
は
章
題
が
示
す
よ
う
に
暗
い
「
夜
」
で
あ

る
。
二
人
は
「
荒
れ
模
様
の
海
」
に
客
観
的
に
「
船
」
を
眺
め
、「
薄
明
り
の
中
」
を
航
海
し
て
い

る
。「
二
度
目
の
結
婚
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
鎌
倉
に
お
け
る
新
生
活
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
伯
母

か
ら
離
れ
、
も
う
一
度
二
人
で
新
た
に
歩
も
う
と
し
た
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
あ
す

こ
に
船
が
一
つ
見
え
る
ね
？
」
と
い
う
船
は
ま
さ
し
く
二
人
の
結
婚
生
活
を
意
味
す
る
船
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
「
檣
の
二
つ
に
折
れ
た
船
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
檣
」
即
ち
帆
柱
が
、

折
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
帆
柱
は
風
を
受
け
な
い
と
進
め
な
い
。
も
は
や
折
れ
て
い
る
の
は
、
風

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

「
四
十
六 

嘘
」
は
「
彼
の
姉
の
夫
の
自
殺
は
俄
か
に
彼
を
打
ち
の
め
し
た
。」
と
始
ま
る
。「
彼

の
姉
の
夫
」
は
、
先
に
述
べ
た
義
兄
の
西
川
豊
で
あ
る
。
昭
和
二
年
一
月
六
日
、
保
険
金
目
当
て

の
放
火
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
取
り
調
べ
の
後
、
鉄
道
自
殺
す
る
。
義
兄
の
死
に
よ
り
「
姉
の
一

家
の
面
倒
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。」
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
東
奔
西
走
す
る
。
そ
の
心
境

は
「
彼
の
将
来
を
少
く
と
も
彼
に
は
日
の
暮
の
や
う
に
薄
暗
か
つ
た
。
」
が
、「
不
相
変
い
ろ
い
ろ

の
本
を
読
み
つ
づ
け
」、「
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
だ
け
は
彼
の
心
に
し
み
透
つ
た
。
彼
は
何
篇

か
の
詩
の
中
に
『
美
し
い
牡
』
を
発
見
し
た
」
の
で
あ
る
。
彼
も
同
様
に
、「
人
生
の
ど
ん
底
に
落

ち
よ
う
と
し
た
。
が
、」
真
似
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
彼
は
だ
ん
だ
ん
衰
へ
て
行
つ
た
。」
の
で

あ
る
。 

最
後
に
、「
五
十 

俘
」
は
「
彼
の
友
だ
ち
の
一
人
は
発
狂
し
た
。
彼
は
こ
の
友
だ
ち
に
い
つ
も

或
親
し
み
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
で
始
ま
る
。
こ
れ
は
友
人
の
宇
野
浩
二
の
こ
と
で
あ
り
、「
薔
薇
の

花
さ
へ
食
つ
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ
と
だ
つ
た
。」
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
実
母
だ
け
で
な
く
、

身
近
に
い
る
友
人
が
発
狂
す
る
こ
と
で
、
そ
の
恐
怖
は
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。「
こ
の
友
達
に
い
つ
も
或
親
し
み
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
理
由
が
「
孤
独
の
人
一
倍
身
に
し
み

て
わ
か
る
為
」
と
あ
る
。
発
狂
し
た
友
人
の
宇
野
に
自
分
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
発
狂
へ
の
想
い
を

述
べ
る
の
で
あ
る
。
宇
野
に
贈
っ
た
「
テ
ラ
コ
ツ
タ
の
半
身
像
」
は
「
ゴ
オ
ゴ
リ
イ
」
の
半
身
像

で
あ
る
。「
ゴ
オ
ゴ
リ
イ
」
は
一
八
五
二
年
二
月
十
二
日
未
明
、
発
作
に
よ
り
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

た
「
死
せ
る
魂
」
第
二
部
の
原
稿
を
暖
炉
で
焼
い
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
降
、
作
家
は
衰
弱
の
度
を

深
め
、
摂
食
を
拒
否
し
、
ま
た
医
師
を
も
拒
ん
だ
。
同
年
同
月
二
十
一
日
、
死
去
す
る
。
こ
の
章

の
後
半
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
・
詩
人
で
あ
る
「
ラ
デ
ィ
ゲ
」
と
「
コ
ク
ト
オ
」
の
名
前
を

挙
げ
る
。
二
人
に
共
通
す
る
の
は
、
最
後
に
神
を
信
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
「
神
の
愛
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を
信
ず
る
こ
と
は
到
底
彼
に
は
出
来
な
か
つ
た
。」
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
神
に
つ
い
て
は

自
死
の
際
、
枕
頭
に
聖
書
を
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
影
響
は
大
き
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ

ど
自
分
の
人
生
に
幸
せ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
は
、
芥
川
の
人
生
に
お
い
て
、
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、
負
の
要
素
が
多
い
。

長
男
の
出
生
ま
で
も
、
負
の
要
素
を
帯
び
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
芥
川
の
晩
年
の
不
幸
を

思
え
ば
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
晩
年
の
芥
川
の
人
生
が
如
何
に
苦
し
か
っ
た
の
か
知
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

⑤
生
活
・
病
・
死 

「
六 

病
」、「
四
十 
問
答
」、「
四
十
一 

病
」、「
四
十
二 

神
々
の
笑
ひ
声
」、 

「
四
十
四 

死
」 

 
  

次
の
二
つ
の
章
に
つ
い
て
は
、
社
会
批
判
を
し
て
い
な
が
ら
も
、
自
ら
の
生
活
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。「
四
十 

問
答
」
に
お
い
て
、
問
答
す
る
相
手
は
「
尤
も
誰
に
も
恥
づ
る
所
の
な
い
シ
ル

ク
ハ
ツ
ト
を
か
ぶ
つ
た
天
使
」
で
あ
り
、
彼
と
対
極
的
な
位
置
に
い
る
悪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
善

な
る
人
で
あ
ろ
う
。「
お
れ
は
お
前
は
善
悪
の
差
を
認
め
て
ゐ
な
い
と
思
つ
て
ゐ
た
。
で
は
お
前
の

生
活
は
？
」
と
自
分
の
生
活
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
が
、
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。「
善
悪
の
差
を
認

め
て
ゐ
な
い
と
思
つ
て
ゐ
た
。」
の
は
、「
善
」
と
「
悪
」
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
彼
自
身
は
自
分
の
生
活
を
「
悪
」
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、「
悪
」
の
要
素
が
強
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
「
四
十
一 

病
」
で
は
、
彼
の
病
気
を
挙
げ
、「
し
か
し
彼
は
彼
自
身
彼
の
病
源
を
承
知

し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
彼
自
身
を
恥
ぢ
る
と
共
に
彼
等
を
恐
れ
る
心
も
ち
だ
つ
た
。
彼
等
を
、―

―

彼
の
軽
蔑
し
て
ゐ
た
社
会
を
！
」
と
「
四
十 

問
答
」
に
引
き
続
き
、
社
会
を
軽
蔑
し
て
い
る
。
そ

し
て
、「
十
戒
を
破
つ
た
モ
ッ
ツ
ア
ル
ト
は
や
は
り
苦
し
ん
だ
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。」
の
で
あ
る
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
で
自
由
に
生
活
し
、
芥
川
と
同
じ
三
十
五
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。「
し
か
し
よ
も
や
彼
の
や
う
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
に
自
分

の
生
き
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
彼
の
や
う
に
」
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
苦
し
ん
だ
こ
と
は
あ

る
ま
い
と
感
じ
て
い
る
。
彼
の
苦
し
み
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

次
に
「
六 

病
」
の
中
で
、「Talipot

」
の
言
葉
に
「
七
十
年
に
一
度
花
を
開
く
。…

…

」
と
い

う
説
明
を
見
つ
け
、
現
実
の
世
界
か
ら
想
像
の
世
界
へ
の
逃
避
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
辞
書
の

上
へ
啖
を
落
し
た
。
啖
を
？―

―

し
か
し
そ
れ
は
啖
で
は
な
か
つ
た
。
」
と
、
一
度
「
啖
」
で
あ
る

と
し
な
が
ら
も
否
定
し
て
い
る
。
大
正
四
年
五
月
十
三
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
に
は
「
肺
か
と
思

つ
て
大
分
心
配
し
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
検
査
の
結
果
、
疑
い
が
な
い
と
い
う
診
断
で
あ

っ
た
が
、
芥
川
は
自
分
が
結
核
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
同
井
川
恭
宛
五
月
二
十
三
日
付
書
簡
の

中
で
「
僕
自
身
も
時
々
往
来
へ
痰
を
吐
い
て
ゐ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
彼
は
短
い
命
を
思
ひ
、

も
う
一
度
こ
の
椰
子
の
花
を
想
像
し
た
。
こ
の
遠
い
海
の
向
う
に
高
だ
か
と
聳
え
て
ゐ
る
椰
子
の

花
を
。」
と
、
七
十
年
に
一
度
し
か
咲
か
な
い
椰
子
の
花
は
想
像
で
し
か
な
く
彼
に
は
現
実
味
を
帯

び
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
自
殺
に
つ
い
て
「
四
十
二 

神
々
の
笑
ひ
声
」
の
中
で
、「
二
三
年
前
に
彼
自
身
の
書

い
た
『
神
々
は
不
幸
に
も
我
々
の
や
う
に
自
殺
出
来
な
い
』
と
云
ふ
言
葉
を
思
ひ
出
し
な
が
ら
。

…
…

」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
箇
所
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
薄
暗
い
」
も
の
で
は

な
く
、「
春
の
日
の
当
つ
た
松
林
の
中
を
歩
い
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
「
三
十
五
歳
の

彼
」
と
年
齢
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、「
二
三
年
前
」
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

殺
で
き
る
こ
と
へ
の
幸
福
を
感
じ
て
い
る
。 

 

ま
た
「
四
十
四 

死
」
の
中
で
、
具
体
的
に
自
殺
を
試
み
た
結
果
、「
俄
か
に
死
を
恐
れ
出
し
た
。

そ
れ
は
何
も
死
ぬ
刹
那
の
苦
し
み
の
為
に
恐
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
根
本

的
な
要
因
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
他
に
別
の
何
か
の
要
因
が
あ
る
と
い
う
心
情
だ

け
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
窓
格
子
の
外
は
ま
つ
暗
だ
つ
た
。
し
か
し
そ
の
暗
の
中

に
荒
あ
ら
し
い
鶏
の
声
も
し
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。
自
殺
を
考
え
る
彼
に
と
っ
て
、
見
え
る
も
の

は
視
覚
に
よ
る
「
ま
つ
暗
」
な
闇
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
そ
の
暗
の
中
に
荒
あ
ら
し
い
鶏

の
声
も
し
て
ゐ
た
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
の
訪
れ
も
予
感
さ
せ
る
。
こ
の
「
鶏
の
声
」
を
「
荒

あ
ら
し
い
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
視
覚
の
暗
闇
か
ら
聴
覚
に
よ
り
目
覚
め
さ
せ
よ
う
と

す
る
鳴
き
声
で
あ
る
。 

 

「
六 

病
」
は
、「
二
十
歳
」、「
四
十
二 

神
々
の
笑
ひ
声
」
は
「
三
十
五
歳
」
で
あ
り
、
客
観
的 

に
病
気
や
自
殺
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
四
十
四 

死
」
で
は
、
自
殺
を
試
み
て
、「
俄
か 

に
死
を
恐
れ
出
し
た
。」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
章
題
の
「
四
十
八 

死
」
で
、「
女
性
関
係
」 

の
「
指
一
つ
触
つ
て
ゐ
な
い
」
の
中
で
考
察
し
た
よ
う
に
「
彼
に
彼
女
の
持
つ
て
ゐ
た
青
酸
加
里 

を
一
罎
渡
し
、『
こ
れ
さ
へ
あ
れ
ば
お
互
に
力
強
い
で
せ
う
』
と
も
言
つ
た
り
し
た
。
そ
れ
は
実
際 

彼
の
心
を
丈
夫
に
し
た
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
死
に
つ
い
て
の
恐
怖
は
、
後 

に
心
中
と
い
う
方
法
で
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

⑥
創
作 

「
七 

画
」、「
八 

火
花
」、「
九 

死
体
」、「
十
二 

軍
港
」、 

「
二
十
五 

ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
」、「
二
十
九 

形
」、「
三
十
四 

色
彩
」、「
三
十
六 

倦
怠
」 

 

ま
ず
、「
七 

画
」、「
二
十
九 

形
」
の
二
つ
の
章
は
、
創
作
と
言
う
よ
り
も
、
芸
術
に
つ
い
て
の 

発
言
で
あ
る
。「
七 

画
」
に
つ
い
て
、「
ゴ
オ
グ
の
画
集
を
見
て
ゐ
る
う
ち
に
突
然
画
と
云
ふ
も
の

を
了
解
し
た
。
勿
論
そ
の
ゴ
オ
グ
の
画
集
は
写
真
版
だ
つ
た
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
が
、
彼
は
写

14

芥川龍之介「或阿呆の一生」論 
―作家としての〈告白〉―



（学術論文） 

真
版
の
中
に
も
鮮
か
に
浮
か
び
上
る
自
然
を
感
じ
た
。」
と
あ
る
が
、「
ゴ
オ
グ
」
は
オ
ラ
ン
ダ
の

画
家
ゴ
ッ
ホ
の
こ
と
。
芥
川
は
大
正
三
年
十
一
月
三
十
日
付
、
井
川
恭
宛
書
簡
の
中
で
「
此
頃
に

な
つ
て
ほ
ん
と
う
に
ゴ
ー
ホ
の
絵
が
わ
か
り
か
け
た
や
う
な
気
が
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
画
集

は
写
真
版
だ
つ
た
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。」
の
で
あ
り
、
実
物
で
は
な
く
と
も
、
優
れ
た
も
の
は
ど

の
よ
う
な
形
で
も
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ッ
ホ
の
写
真
集
に
よ
っ
て
、「
こ
の
画
に
対
す
る
情

熱
は
彼
の
視
野
を
新
た
に
し
た
。
彼
は
い
つ
か
木
の
う
ね
り
や
女
の
頬
の
膨
ら
み
に
絶
え
間
な
い

注
意
を
配
り
出
し
た
」
よ
う
に
、
自
分
が
実
感
し
、
創
作
に
も
活
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。「
前
に

こ
の
道
を
通
つ
た
も
の
」
は
、
ゴ
ッ
ホ
で
あ
り
、「
耳
を
切
つ
た
和
蘭
人
」
も
精
神
に
異
常
を
き
た

し
た
ゴ
ッ
ホ
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分
で
耳
を
切
り
、
最
後
は
自
殺
す
る
ゴ
ッ
ホ
の
姿
に
自
分
自
身

の
将
来
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
。 

「
二
十
九 

形
」
は
、「
そ
れ
は
鉄
の
銚
子
だ
つ
た
。
彼
は
こ
の
糸
目
の
つ
い
た
銚
子
に
い
つ
か

『
形
』
の
美
を
教
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。」
と
い
う
最
も
短
い
章
で
あ
る
。「
銚
子
」
は
盃
に
日
本
酒
を

注
ぐ
た
め
の
酒
器
で
あ
り
、「
糸
目
」
は
器
物
に
細
く
刻
み
つ
け
た
筋
。
糸
目
が
つ
い
た
銚
子
」
だ

か
ら
こ
そ
、「『
形
』
の
美
を
教
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。
形
だ
け
で
は
「
美
を
教
へ
」
る
こ

と
は
な
く
、「
糸
目
」
と
い
う
模
様
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
「
銚
子
」
の
形
が
美

し
い
も
の
に
な
る
。
即
ち
、
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
一
つ
に
な
っ
て
初
め
て
、
美
は
完

成
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

次
に
「
八 

火
花
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
の
「
十
三 

先
生
の
死
」
で
も
少
し
触
れ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
創
作
に
関
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。「
彼
は
雨
に
濡
れ
た
ま
ま
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上

を
踏
ん
で
行
つ
た
。
雨
は
可
也
烈
し
か
つ
た
。
彼
は
水
沫
の
満
ち
た
中
に
ゴ
ム
引
の
外
套
の
匂
を

感
じ
た
。」
の
で
あ
る
。「
雨
は
可
也
烈
し
か
つ
た
」
に
も
拘
ら
ず
、「
彼
は
雨
に
濡
れ
た
ま
ま
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
状
況
に
よ
っ
て
、
彼
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
表
し
て
い

る
。
し
か
し
、
歩
い
て
い
る
の
は
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
で
舗
装
さ
れ
た
道
で
あ
る
。
先
述
し
た
「
田

舎
道
」
と
は
違
う
。「
す
る
と
目
の
前
の
架
空
線
が
一
本
、
紫
い
ろ
の
火
花
を
発
し
て
ゐ
た
。」
の

で
あ
る
。「
架
空
線
」
は
こ
こ
で
は
、
電
線
の
こ
と
で
あ
り
、
雨
の
中
に
火
花
を
散
ら
し
て
い
る
。

「
目
の
前
の
架
空
線
」
は
、
「
同
人
雑
誌
へ
発
表
す
る
彼
の
原
稿
を
隠
し
て
ゐ
た
。
」
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
環
境
の
中
、
芸
術
家
と
し
て
の
華
々
し
い
活
躍
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
も
う

一
度
後
ろ
の
架
空
線
を
見
上
げ
た
。
」
の
で
あ
る
が
、「
後
ろ
の
架
空
線
」
は
、「
人
生
を
見
渡
し
て

も
、
何
も
特
に
欲
し
い
も
の
は
な
か
つ
た
。
が
、
こ
の
紫
色
の
火
花
だ
け
は
、―

―

凄
ま
じ
い
空

中
の
火
花
だ
け
は
命
と
取
り
換
へ
て
も
つ
か
ま
へ
た
か
つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
生

を
振
り
返
り
、
激
し
い
雨
と
い
う
逆
境
の
中
で
も
、
火
花
を
放
っ
て
い
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
得

た
い
も
の
が
芸
術
家
と
し
て
の
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
創
作
へ
の
思
い
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
の
が
「
九 

死
体
」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、「
彼

は
そ
の
死
体
を
眺
め
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
彼
に
は
或
短
篇
を
、―

―

王
朝
時
代
に
背
景
を
求
め
た
或

短
篇
を
仕
上
げ
る
為
に
必
要
だ
つ
た
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
が
、
腐
敗
し
た
杏
の
匂
に
近
い
死
体

の
臭
気
は
不
快
だ
つ
た
。
」
と
あ
る
。
「
死
体
の
臭
気
」
を
「
腐
敗
し
た
杏
の
匂
に
近
い
」
と
し
、

「
不
快
だ
つ
た
。」
と
感
情
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
死
体
自
体
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
感
情
的
に
は

語
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
の
王
朝
物
を
仕
上
げ
る
た
め
の
作
品
は
「
羅
生
門
」
を
指
す
。
彼
に
と

っ
て
は
作
品
を
仕
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
死
体
。
彼
の
友
だ
ち
に
と
っ
て
は
実
験
の
た
め
に
必
要

な
死
体
。
二
人
に
と
っ
て
死
体
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
「
『
己
は
死
体
に
不
足
す
れ
ば
、

何
の
悪
意
も
な
し
に
人
殺
し
を
す
る
が
ね
。
』
し
か
し
勿
論
彼
の
答
は
心
の
中
に
あ
つ
た
だ
け
だ

つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
創
作
に
か
け
る
彼
の
思
い
そ
の
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
創
作
欲
の
た
め

に
必
要
だ
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
言
わ
ば
、「
死
体
」
は
創
作
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
感
情
を
捨

て
た
一
つ
の
物
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
体
験
は
大
正
三
年
三
月
十
六
日
付
、
井
川

恭
宛
書
簡
の
中
に
「
そ
の
あ
と
で
医
科
の
解
剖
を
見
に
行
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
十
二 

軍
港
」
で
は
、「
潜
航
艇
の
内
部
は
薄
暗
か
つ
た
」
と
始
ま
る
が
「
目
金
に
映
つ
て
ゐ

る
」
の
は
「
明
る
い
軍
港
の
風
景
」
で
あ
る
。
彼
の
周
り
は
「
薄
暗
か
つ
た
」
が
、
見
え
て
い
る

も
の
は
明
る
い
。
潜
航
艇
か
ら
見
た
軍
港
の
様
子
で
あ
る
が
、「
金
剛
」
も
見
え
る
。
そ
し
て
「
小

さ
い
軍
艦
を
眺
め
な
が
ら
、
な
ぜ
か
ふ
と
阿
蘭
陀
芹
を
思
ひ
出
し
た
。」
の
で
あ
る
。「
阿
蘭
陀
芹
」

は
パ
セ
リ
の
こ
と
。「
か
す
か
に
匂
つ
て
ゐ
る
阿
蘭
陀
芹
を
」
思
い
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
阿
蘭
陀
芹
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
、
漱
石
に
関
す
る
こ
と
が
続
く
章
の
間
に

配
列
さ
れ
て
い
る
が
、「
先
生
」
と
い
う
表
記
が
な
い
た
め
、「
⑦
人
物 

１
夏
目
漱
石
」
に
は
分
類

し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
漱
石
の
こ
と
に
つ
い
て
直
接
触
れ
て
い
な
く
と
も
、
少
な
か
ら
ず
漱
石
の

存
在
の
大
き
さ
と
関
連
し
て
、
自
分
の
存
在
を
見
つ
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
こ
と
を
漱
石

に
寄
り
添
っ
て
い
る
小
さ
い
も
の
と
認
識
し
た
と
考
え
ら
れ
、
同
時
に
「
か
す
か
に
匂
つ
て
ゐ
る
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
自
分
の
存
在
価
値
を
見
い
出
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
芥
川
は
大
正
六
年
六
月
二
十
日
に
実
際
に
乗
り
、
航
海
見
学
に
同
行
し
、「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」

を
記
し
て
い
る
。
実
際
に
、
軍
艦
金
剛
に
乗
り
視
察
し
た
経
験
を
も
と
に
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を

こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
二
十
五 

ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
」
で
は
〈
告
白
〉
に
関
し
て
少
し
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
「
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
も
亦
情
人
だ
つ
た
伯
爵
夫
人
へ
送
る
手
紙
の
中
に
彼
と

大
差
の
な
い
嘘
を
書
い
て
ゐ
る
。…

…

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
書
い
て
ゐ
る
」
と
確
信

を
も
っ
て
い
る
。
「
痴
人
の
告
白
」
は
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
が
元
妻
へ
の
憎
悪
を
書
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
嘘
を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
憎
悪
ば
か
り
を
書
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
彼
と
大
差
の
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
彼
自
身
に
自
分
の
姿
を
写
し
出
し
て
お
り
、

自
ら
の
創
作
方
法
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

一
方
、
創
作
へ
の
思
い
の
変
化
を
示
し
て
い
る
の
が
「
三
十
四 

色
彩
」
で
あ
る
。
「
三
十
歳
」

と
具
体
的
に
年
齢
を
示
し
な
が
ら
も
、「
い
つ
の
間
か
」
と
自
分
が
知
ら
な
い
間
に
「
空
き
地
を
愛
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し
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
り
、
初
め
は
愛
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
空
き
地
」
は
、「
苔
の

生
え
」
て
い
る
こ
と
で
、
年
月
が
経
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
、「
煉
瓦
や
瓦
の
欠
片
」
も
「
散
ら
か

つ
て
ゐ
る
」。
そ
の
「
空
き
地
」
を
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
画
」
と
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、

七
八
年
前
の
、
創
作
す
る
情
熱
を
思
い
出
し
な
が
ら
当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
色
彩
を
「
い
つ
の
間

に
か
」、「
愛
し
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
」（『
改
造
』
昭
和
二
・
四

〜
八
、
七
月
は
休
載
）
の
中
で
、「
デ
ツ
サ
ン
よ
り
も
色
彩
に
生
命
を
託
し
た
画
は
成
り
立
つ
て
ゐ

る
。
幸
ひ
に
も
日
本
へ
渡
っ
て
来
た
何
枚
か
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
画
は
明
ら
か
に
こ
の
事
実
を
証
明
す

る
の
で
あ
ら
う
。
僕
は
か
う
云
ふ
画
に
近
い
小
説
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

最
後
に
創
作
欲
に
つ
い
て
語
る
。「
三
十
六 

倦
怠
」
の
中
で
、
彼
は
「
君
た
ち
は
ま
だ
生
活
慾

を
盛
に
持
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
ね
？
」
と
自
分
が
若
い
頃
、
生
活
欲
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
、
或
大

学
生
も
当
然
求
め
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
問
う
て
い
る
。
つ
ま
り
或
大
学
生
に
自
分
の
若
い
頃

を
投
影
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
え
え
、―

―

だ
つ
て
あ
な
た
で
も…

…

」
と
聞
か
れ
、「
と
こ

ろ
が
僕
は
持
つ
て
ゐ
な
い
ん
だ
よ
。
制
作
慾
だ
け
は
持
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
。」
と
答
え
る
。
す
る

と
或
大
学
生
か
ら
「
制
作
欲
も
や
っ
ぱ
り
生
活
欲
で
せ
う
。」
と
質
問
さ
れ
る
が
「
彼
は
何
と
も
答

へ
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。
い
や
こ
の
場
合
、
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
こ
と
は

生
き
る
た
め
と
考
え
る
或
大
学
生
と
昔
は
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
制
作
欲
」
も
生
き
る

た
め
で
あ
り
、「
生
活
欲
」
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
「
い
つ
の
間
に
か
」「
生
活
欲
」

と
「
制
作
欲
」
を
切
り
離
し
別
々
の
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
死
を
前
に
し
て
「
生

活
欲
」
が
な
く
な
り
、「
制
作
欲
」
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
「
芒

原
の
中
を
歩
い
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。
枯
れ
果
て
て
何
も
な
い
中
に
、「
い
つ
か
」「
噴
火
山
」
が

表
れ
、
感
じ
た
も
の
は
「
何
か
羨
望
に
近
い
も
の
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
の
彼
の
全
て
を
破
壊
す

る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
創
作
中
心
の
人
生
を
振
り
返
り
、
彼
の
心
情
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑦
人
物 

 

人
物
に
つ
い
て
は
「
１
夏
目
漱
石
」、「
２
日
本
人
」、「
３
西
洋
人
」
の
大
き
く
三
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

１
夏
目
漱
石 

「
十 

先
生
」、「
十
一 

夜
明
け
」、
「
十
三 

先
生
の
死
」 

  

ま
ず
、
三
つ
の
章
に
登
場
す
る
夏
目
漱
石
で
あ
る
。
芥
川
は
大
正
四
年
の
暮
れ
に
漱
石
を
訪
ね

て
い
る
。「
十 

先
生
」
で
は
、「
彼
は
大
き
い
樫
の
木
の
下
に
先
生
の
本
を
読
ん
で
ゐ
た
。
樫
の
木

は
秋
の
日
の
光
の
中
に
一
枚
の
葉
さ
へ
動
さ
な
か
つ
た
。」
と
あ
る
。「
樫
の
木
」
は
材
質
が
硬
く
、

耐
久
性
に
も
優
れ
る
。
ま
た
常
緑
樹
で
あ
り
、
防
風
林
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
、「
ど
ん
ぐ
り
」

を
育
て
る
。「
大
き
い
樫
の
木
」
の
特
徴
は
芥
川
の
師
、
夏
目
漱
石
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
秋

の
日
の
光
の
中
に
一
枚
の
葉
さ
へ
動
さ
な
か
つ
た
。」
こ
と
か
ら
、
微
動
だ
に
し
な
い
、
漱
石
の
存

在
の
大
き
さ
、
威
厳
が
伝
わ
っ
て
く
る
う
え
に
、
他
の
箇
所
と
は
違
い
「
秋
の
日
の
光
の
中
」
と

描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
闇
中
問
答
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
二
・
九
）
の
中
に
は
次
の
よ
う
な

描
写
が
見
ら
れ
る
。 

或
聲 

お
前
は
そ
れ
で
も
夏
目
先
生
の
弟
子
か
？ 

僕 
 

僕
は
勿
論
夏
目
先
生
の
弟
子
だ
。
お
前
は
文
墨
に
親
し
ん
だ
漱
石
先
生
を
知
つ
て
ゐ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
の
気
違
ひ
じ
み
た
天
才
の
夏
目
漱
石
を
知
ら
な
い

だ
ら
う
。 

「
あ
の
気
違
ひ
じ
み
た
天
才
の
夏
目
漱
石
を
知
ら
な
い
だ
ら
う
。」
と
あ
り
、
尊
敬
の
念
と
は
別
の

感
情
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
二
律
背
反
す
る
心
情
を
「
ど
こ
か
遠
い
空
中
に
硝
子
の
皿

を
垂
れ
た
秤
が
一
つ
、
丁
度
平
衡
を
保
つ
て
ゐ
る
。」
と
描
写
し
て
お
り
、
漱
石
と
の
関
係
を
壊
れ

や
す
い
「
硝
子
の
皿
を
垂
れ
た
秤
」
が
「
平
衡
を
保
つ
て
ゐ
る
。」
の
で
あ
る
。 

続
い
て
「
十
一 

夜
明
け
」
も
漱
石
の
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
が
漱
石
に
出
会
っ
た
の
は
、
大
正
四

年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
明
確
に
二
十
五
歳
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
先
生
に
会
つ

た
三
月
目
」
と
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、
大
正
五
年
二
月
二
十
日
、「
鼻
」
を
激
賞
し
た
手
紙
を
漱
石

か
ら
貰
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
章
題
が
示
す
よ
う
に
「
夜
明
け
」
で
あ
り
、
「
市
場
に
群
つ
た

人
々
や
車
は
い
づ
れ
も
薔
薇
色
に
染
ま
り
出
し
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
「
薔
薇
色
」
で
あ
る
。
ま
さ

し
く
、「
一
本
の
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」
彼
に
と
っ
て
の
創
作
の
成
功
の
喜
び
を
こ
の
よ
う
に
表
現

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
喜
び
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芥
川
は
犬
嫌

い
で
有
名
で
あ
る
が
、「
か
細
い
黒
犬
が
一
匹
、
い
き
な
り
彼
に
吠
へ
か
か
つ
た
。
が
、
彼
は
驚
か

な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
そ
の
犬
さ
へ
愛
し
て
ゐ
た
。」
と
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
市

場
の
ま
ん
中
に
は
篠
懸
が
一
本
、
四
方
へ
枝
を
ひ
ろ
げ
て
ゐ
た
。
彼
は
そ
の
根
も
と
に
立
ち
、
枝

越
し
に
高
い
空
を
見
上
げ
た
。
空
に
は
丁
度
彼
の
真
上
に
星
が
一
つ
輝
い
て
ゐ
た
。」
と
あ
り
、「
篠

懸
」
は
「
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
」
で
、
成
長
が
早
く
、
花
言
葉
は
「
天
惠
」
、「
天
才
」
で
あ
る
。「
そ
の

根
も
と
に
立
ち
」
見
上
げ
た
時
の
星
の
輝
き
は
、「
鼻
」
が
激
賞
さ
れ
、
章
題
の
「
夜
明
け
」
が
示

す
通
り
、
芥
川
の
作
家
人
生
の
夜
明
け
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
の
「
十
三 

先
生
の
死
」
で
は
、「
彼
は
雨
上
り
の
風
の
中
に
或
新
ら
し
い
停
車
場
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
オ
ム
を
歩
い
て
ゐ
た
。
空
は
ま
だ
薄
暗
か
つ
た
。
」
と
述
べ
る
。
「
雨
上
り
の
風
の
中
」

と
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
八 

火
花
」
の
頃
の
創
作
上
の
厳
し
さ
を
象
徴
し
た
「
可
也
烈
し
」
い

雨
の
伏
線
で
あ
ろ
う
。「
ポ
ケ
ッ
ト
は
彼
等
の
同
人
雑
誌
へ
発
表
す
る
彼
の
原
稿
を
隠
し
て
ゐ
た
」

が
、
こ
こ
で
は
「
電
報
を
外
套
の
ポ
ケ
ッ
ト
へ
押
し
こ
ん
だ
ま
ま
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漱
石
に

よ
る
「
鼻
」
の
激
賞
に
「
紫
い
ろ
の
火
花
」
を
夢
に
見
て
い
た
頃
と
の
対
比
で
あ
り
、「
押
し
こ
ん
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だ
ま
ま
」
と
い
う
こ
と
は
、
動
揺
は
大
き
い
。
こ
の
章
に
お
い
て
は
、
そ
の
雨
も
上
が
っ
て
お
り
、

そ
の
後
、
風
が
吹
い
て
い
る
。
し
か
も
「
雨
上
り
の
風
は
工
夫
の
唄
や
彼
の
感
情
を
吹
き
ち
ぎ
つ

た
。」
ほ
ど
強
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
「
風
の
中
に
或
新
ら
し
い
停
車
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

オ
ム
を
歩
い
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
レ
ー
ル
は
い
ま
だ
「
鉄
道
工
夫
」
が
作
業
を

し
て
い
る
よ
う
に
工
事
中
で
完
成
し
て
い
な
い
。
「
十
一 

夜
明
け
」
で
「
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」

て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
彼
は
巻
煙
草
に
火
も
つ
け
ず
に
」
い
る
。
煙
草
を
吸
え
な
い
く
ら
い
の

風
な
の
で
あ
る
。「
雨
上
り
の
風
」
は
容
易
に
、
思
い
通
り
の
行
動
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
そ
の
う

え
、
現
実
の
工
夫
た
ち
の
働
く
音
と
彼
の
感
情
を
、
雨
上
り
の
風
が
か
き
消
し
て
い
る
。「
雨
上
り

の
風
」
に
よ
り
、「
セ
ン
セ
イ
キ
ト
ク
」
の
電
報
の
知
ら
せ
を
「
歓
び
に
近
い
苦
し
み
」
と
感
じ
て

い
る
。
こ
の
複
雑
な
感
情
は
、
先
述
し
た
「
闇
中
問
答
」
に
あ
る
よ
う
な
二
律
背
反
す
る
心
情
か

ら
く
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
安
堵
感
の
よ
う
な
少
し
の
歓
び
も
感
じ
な
が

ら
も
、
大
い
な
る
師
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
悲
し
み
と
動
揺
、
不
安
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
予
想

さ
れ
る
困
難
の
方
が
大
き
い
。
近
づ
い
て
く
る
上
り
電
車
は
、
漱
石
の
い
る
東
京
へ
向
か
う
電
車

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
彼
の
人
生
の
乗
り
換
え
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「
薄
い
煙
」
は
、「
巻
煙
草
」
と
対
比
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
、「
芥
川
文
子
あ
て
」
の
遺

書
の
中
に
、
「
僕
の
作
品
の
出
版
権
は
（
若
し
出
版
す
る
も
の
あ
り
と
せ
ん
乎
）
岩
波
茂
雄
氏
に

譲
与
す
べ
し
。
（
僕
の
新
潮
社
に
対
す
る
契
約
は
破
棄
す
。
）
僕
は
夏
目
先
生
を
愛
す
る
が
故
に

先
生
と
出
版
書
肆
を
同
じ
う
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漱
石
へ
の
敬
愛
の
深
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

２
日
本
人 

「
五 

我
」、「
二
十
二 

或
画
家
」 

 
 

人
物
に
つ
い
て
は
、
二
人
の
日
本
人
が
登
場
し
て
い
る
。「
五 

我
」
に
お
い
て
、「
け
ふ
は
半
日

自
動
車
に
乗
つ
て
ゐ
た
。」
と
い
う
「
彼
の
先
輩
」
の
言
葉
に
「
何
か
用
が
あ
つ
た
の
で
す
か
？
」

と
聞
く
と
、
先
輩
は
「
唯
乗
つ
て
ゐ
た
か
つ
た
か
ら
。」
と
答
え
る
。「
そ
の
言
葉
は
彼
の
知
ら
な

い
世
界
へ
、―

―

神
々
に
近
い
『
我
』
の
世
界
へ
彼
自
身
を
解
放
し
た
。」
の
で
あ
る
。
自
動
車
に

乗
る
こ
と
は
、
目
的
地
に
到
着
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
先
輩
の
言
葉
の
「
唯
乗
つ
て
ゐ
た
か

つ
た
か
ら
。」
と
い
う
感
情
の
ま
ま
の
自
由
な
反
応
は
、
経
験
し
た
こ
と
な
く
、
彼
に
は
理
解
で
き

な
い
「
神
々
に
近
い
『
我
』
の
世
界
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
彼
は
何
か
痛
み
を
感
じ
た
。
が
、

同
時
に
又
歓
び
も
感
じ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
に
は
で
き
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、「
彼
の

知
ら
な
い
世
界
」
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
「
そ
の
カ
ツ
フ
エ
は
極
小

さ
か
つ
た
。
し
か
し
パ
ン
の
神
の
額
の
下
に
は
赭
い
鉢
に
植
ゑ
た
ゴ
ム
の
樹
が
一
本
、
肉
の
厚
い

葉
を
だ
ら
り
と
垂
ら
し
て
ゐ
た
。」
と
あ
る
。「
パ
ン
の
神
」
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
山
羊

座
の
神
。
上
半
身
と
下
半
身
の
姿
が
違
う
。
そ
の
う
え
、「
ゴ
ム
の
樹
」
は
、
鑑
賞
用
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
肉
の
厚
い
葉
を
だ
ら
り
と
垂
ら
し
て
」
い
る
こ
と
か
ら
「
極
小
さ
い
」
カ
ツ
フ
ェ
で

は
場
所
を
取
り
、
観
賞
用
と
し
て
は
適
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
と
矛
盾
を
示
し
な
が
ら
、

「
彼
は
何
か
痛
み
を
感
じ
た
。
が
、
同
時
に
又
歓
び
も
感
じ
た
。」
よ
う
に
、
自
分
と
の
相
違
を
感

じ
な
が
ら
も
、
同
時
に
自
分
に
し
か
わ
か
ら
な
い
歓
び
を
感
じ
て
い
る
。 

ま
た
、
「
二
十
二 

或
画
家
」
で
は
、
「
そ
れ
は
或
雑
誌
の
挿
し
画
だ
つ
た
。
が
、
一
羽
の
雄
鶏

の
墨
画
は
著
し
い
個
性
を
示
し
て
ゐ
た
。
」
そ
し
て
「
誰
も
知
ら
な
い
詩
も
発
見
し
た
。
の
み
な

ら
ず
彼
自
身
も
知
ら
ず
に
ゐ
た
彼
の
魂
を
発
見
し
た
。
」
と
、
画
家
の
「
著
し
い
個
性
」
に
引
か

れ
る
。
し
か
も
、
「
或
薄
ら
寒
い
秋
の
日
の
暮
、
彼
は
一
本
の
唐
黍
に
忽
ち
こ
の
画
家
を
思
ひ
出

し
」、「
傷
き
易
い
彼
の
自
画
像
に
も
違
ひ
な
か
つ
た
。」
こ
と
を
発
見
す
る
。「
唐
黍
」
か
ら
「
雄

鶏
」
の
絵
を
連
想
し
、
さ
ら
に
画
家
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。
画
家
に
と
っ
て
作
品
は
「
著

し
い
個
性
」
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
画
家
は
小
穴
隆
一
の
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
は
大

正
八
年
に
雑
誌
の
挿
絵
の
事
で
、
滝
井
孝
作
が
芥
川
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
知
り
合

い
、
芥
川
の
死
に
至
る
ま
で
親
し
く
つ
き
あ
う
。「
そ
れ
は
彼
の
一
生
の
う
ち
で
も
特
に
著
し
い
事

件
だ
つ
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
衝
撃
的
な
出
会
い
で
あ
っ
た
。「
し
か
し
か
う
云
ふ
発
見
は
彼
を

憂
欝
に
す
る
だ
け
だ
つ
た
。」
が
、「
も
う
遅
い
。
し
か
し
い
ざ
と
な
つ
た
時
に
は…

…

」
と
こ
れ

ま
で
の
自
分
の
こ
と
を
省
み
な
が
ら
、
自
分
を
さ
ら
け
出
す
覚
悟
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
作
家

と
し
て
自
分
の
作
品
も
「
著
し
い
個
性
を
示
し
」、「
彼
の
自
画
像
」
で
あ
り
た
い
と
強
く
願
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 

３
西
洋
人 

「
十
六 

枕
」、「
十
九 

人
工
の
翼
」
、「
三
十
三 

英
雄
」、「
四
十
五 D

ivan

」 

 

西
洋
人
が
次
の
四
つ
の
章
で
登
場
す
る
。「
十
六 

枕
」
は
「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
本
を

読
ん
で
ゐ
た
。」
、「
十
九 

人
工
の
翼
」
は
、
冒
頭
か
ら
「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
十
八
世

紀
の
哲
学
者
た
ち
に
移
つ
て
行
つ
た
。
が
、
ル
ツ
ソ
オ
に
は
近
づ
か
な
か
つ
た
。」
と
述
べ
、「
人

生
は
二
十
九
歳
の
彼
に
は
も
う
少
し
も
明
る
く
は
な
か
つ
た
。
が
、
ヴ
ォ
ル
テ
エ
ル
は
か
う
云
ふ

彼
に
人
工
の
翼
を
供
給
し
た
。」
と
続
く
。
さ
ら
に
「
三
十
三 

英
雄
」
は
「
彼
は
ヴ
ォ
ル
テ
ェ
ル

の
家
の
窓
か
ら
い
つ
か
高
い
山
を
見
上
げ
て
ゐ
た
。」、
そ
し
て
「
四
十
五 D

ivan

」
は
「
詩
人
ゲ

エ
テ
」
で
あ
る
。
年
齢
と
と
も
に
影
響
を
受
け
た
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が

関
連
し
て
い
る
。 

最
初
の
「
十
六 
枕
」
で
は
「
枕
に
し
な
が
ら
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夢
見
が
ち
な
心
地
の
良
い

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
読
ん
で
ゐ
た
。」
と
過
去
形
で
あ
り
、「
半

身
半
馬
神
の
ゐ
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
か
つ
た
。」
こ
と
で
あ
る
。
本
来
「
薔
薇
の
花
」
が
匂
う
は
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ず
な
の
に
、
冒
頭
部
分
で
「
薔
薇
の
葉
の
匂
」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
の
「
薔
薇
の
花
」

と
の
違
い
に
「
気
づ
か
な
か
つ
た
」
の
で
あ
り
、
本
来
の
価
値
と
違
う
も
の
を
見
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

次
の
「
十
九 

人
工
の
翼
」
の
中
で
「
ル
ツ
ソ
オ
に
は
近
づ
か
な
か
つ
た
。」
と
述
べ
、
そ
の
理

由
を
、「
そ
れ
は
或
は
彼
自
身
の
一
面
、―

―

情
熱
に
駆
ら
れ
易
い
一
面
の
ル
ツ
ソ
オ
に
近
い
為
か

も
知
れ
な
か
つ
た
。」
と
す
る
が
、「
か
も
知
れ
な
か
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
自
分
自

身
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
ル
ッ
ソ
オ
は
生
後
八
日
に
し
て
母
を
失
い
、

七
歳
頃
か
ら
父
と
と
も
に
小
説
や
歴
史
の
書
物
を
読
む
。
ル
ッ
ソ
オ
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、

母
の
発
狂
と
い
う
実
母
不
在
の
自
分
と
似
通
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
ヴ
ォ

ル
テ
エ
ル
」
は
、
ル
ッ
ソ
オ
と
は
対
極
の
立
場
に
立
つ
。
人
間
の
理
性
を
信
頼
し
、
自
由
を
信
奉

し
た
自
由
主
義
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
人
生
は
二
十
九
歳
の
彼
に
は
も
う
少
し
も
明
る
く
は

な
か
つ
た
。」
が
、
そ
の
知
性
に
よ
っ
て
「
人
工
の
翼
を
供
給
し
」
飛
び
立
つ
。
し
か
し
「
同
時
に

又
理
智
の
光
を
浴
び
た
人
生
の
歓
び
や
悲
し
み
」
と
い
う
感
情
は
忘
れ
ら
れ
て
い
く
。
「
人
工
の

翼
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
創
作
の
た
め
に
「
遮
る
も
の
の
な
い
空
中
を
ま
つ
直
に
太
陽
へ
登
つ
て

行
つ
た
。」
の
で
あ
ろ
う
が
、
飛
ぶ
こ
と
だ
け
を
目
的
に
作
ら
れ
た
「
人
工
の
翼
」
は
「
太
陽
の
光

り
に
焼
か
れ
た
為
に
と
う
と
う
海
へ
落
ち
て
死
ん
だ
昔
の
希
臘
人
も
忘
れ
た
や
う
に
。
」
な
る
の

で
あ
る
。 

さ
ら
に
「
三
十
三 

英
雄
」
で
は
、「
ヴ
ォ
ル
テ
ェ
ル
」
に
よ
り
「
人
工
の
翼
」
を
得
な
が
ら
も

「
高
い
山
を
見
上
げ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。「
氷
河
の
懸
つ
た
山
の
上
に
は
禿
鷹
の
影
さ
へ
見
え

な
か
つ
た
。
が
、
背
の
低
い
露
西
亜
人
が
一
人
、
執
拗
に
山
道
を
登
り
つ
づ
け
て
ゐ
た
。」
の
で
あ

る
。「
背
の
低
い
露
西
亜
人
」
は
「
高
い
山
」
を
目
指
し
「
山
道
を
登
り
つ
づ
け
て
」
い
る
レ
ー
ニ

ン
で
あ
る
。
改
革
者
と
し
て
人
工
の
「
電
気
機
関
車
」
と
讃
え
な
が
ら
も
、「
草
花
の
匂
の
す
る
」

と
、
自
然
漂
う
素
朴
さ
も
兼
ね
備
え
た
「
僕
等
の
東
洋
が
生
ん
だ
」
人
物
と
し
て
誇
り
に
感
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

最
後
「
四
十
五 D

ivan

」
は
、
ゲ
エ
テ
の
詩
集
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
も
う
一
度
彼
の
心

に
新
し
い
力
を
与
へ
よ
う
と
し
た
。
」
の
で
あ
る
。「
彼
は
あ
ら
ゆ
る
善
悪
の
彼
岸
に
悠
々
と
立
つ

て
ゐ
る
ゲ
エ
テ
を
見
、
絶
望
に
近
い
羨
ま
し
さ
を
感
じ
」、「
詩
人
ゲ
エ
テ
は
彼
の
目
に
は
詩
人
ク

リ
ス
ト
よ
り
も
偉
大
だ
つ
た
。」
と
敬
意
を
表
し
て
い
る
。「
ク
リ
ス
ト
」
よ
り
も
偉
大
だ
と
感
じ

て
い
る
の
は
「
詩
人
ゲ
エ
テ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
若
し
こ
の
詩
人
の
足
あ
と
を
辿
る
多

少
の
力
を
持
つ
て
ゐ
た
ら
ば
、」
と
感
じ
て
い
る
が
、
年
齢
的
に
、
も
は
や
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
思
い
を
「
し
み
じ
み
生
活
的
宦
官
に
生
ま
れ
た
彼
自
身
を
軽
蔑
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な

か
つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
生
活
的
宦
官
」
と
は
芸
術
よ
り
も
生
活
の
為
に
生
き
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
た
人
生
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

⑧
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
執
筆 

「
四
十
九 

剥
製
の
白
鳥
」 

 

こ
の
章
は
、
海
老
井
氏
（
先
掲
書
）
の
中
で
「『
四
十
八 

死
』
ま
で
の
形
で
完
成
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。」（
四
五
一
頁
）
と
述
べ
、「『
剥
製
の
白
鳥
』
こ
そ
、
芥
川
の
最
期
の
自
画
像
だ
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
す
で
に
彼
の
前
に
は
、〈
発
狂
〉
か
〈
自
殺
〉
か
の
二
者
択

一
し
か
な
い
。」（
四
七
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
書
き
上
げ
た
後
の
心
情

が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
納
得
の
で
き
る
見
解
で
あ
り
、
こ
の
章
で
「
或
阿
呆
の
一
生
」
は

一
度
完
成
し
た
が
、
そ
の
後
書
き
足
さ
れ
て
五
十
一
章
に
な
り
、
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
章
の
よ
う
な
「
或
阿
呆
の
一
生
」
執
筆
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
他
の
章
に
は
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
独
立
す
る
五
十
一
章
の
断
章
か
ら
一
つ
の
作
品
と
し
て
完

成
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
。 

ま
ず
「
彼
は
最
後
の
力
を
尽
し
、
彼
の
自
叙
伝
を
書
い
て
見
よ
う
と
し
た
。」
と
執
筆
の
意
欲
が

直
接
的
に
語
ら
れ
る
が
、
試
み
た
結
果
、「
そ
れ
は
彼
自
身
に
は
存
外
容
易
に
出
来
な
か
つ
た
。
そ

れ
は
彼
の
自
尊
心
や
懐
疑
主
義
や
利
害
の
打
算
の
未
だ
に
残
つ
て
ゐ
る
為
だ
つ
た
。
」
と
容
易
に

で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
彼
は
「
自
尊
心
や
懐
疑
主

義
や
利
害
の
打
算
」
を
捨
て
た
つ
も
り
で
い
た
が
、
書
き
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
未
だ
に
残
つ

て
ゐ
る
」
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
彼
は
か
う
云
ふ
彼
自
身
を
軽
蔑
せ
ず
に
は
ゐ
ら

れ
な
か
つ
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
或
阿
呆
」
と
は
言
い
な
が
ら
も
、「
阿
呆
」

に
は
な
り
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
作
者
の
意
見
で
あ
る
。
逆
説
的
に
言
え

ば
、
そ
れ
だ
け
作
者
が
自
叙
伝
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
苦
心
し

た
心
情
を
語
り
、「
誰
で
も
一
皮
剥
い
て
見
れ
ば
同
じ
こ
と
だ
」
と
考
え
、「
文
芸
上
の
作
品
に
必

し
も
誰
も
動
か
さ
れ
な
い
の
は
彼
に
は
は
つ
き
り
わ
か
つ
て
ゐ
た
。」
と
自
分
を
慰
め
、「
彼
の
作

品
の
訴
へ
る
の
は
彼
に
近
い
生
涯
を
送
つ
た
彼
に
近
い
人
々
の
外
に
あ
る
筈
は
な
い
。」
と
、
自
叙

伝
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
人
を
自
ら
が
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
自
分
に
言
い
聞
か
す
よ
う

に
ゲ
ー
テ
の
書
い
た
自
叙
伝
「
詩
と
真
実
と
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、「
書
い
て
見
る
こ
と
に

し
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。「『
詩
と
真
実
と
』
と
云
ふ
本
の
名
前
は
彼
に
は
あ
ら
ゆ
る
自
叙
伝
の
名

前
の
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
勝
ち
だ
つ
た
。」
と
「
詩
」
は
虚
構
的
な
要
素
も
含
ん
で
い
る
が
、「
詩
」

は
虚
構
も
含
め
た
「
真
実
」
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
「
詩
と
真
実
と
」
の
意
味
は
大
き
く
、〈
告
白
〉

す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
「『
或
阿
呆
の
一
生
』
を
書

き
上
げ
た
後
、
偶
然
或
古
道
具
屋
の
店
に
剥
製
の
白
鳥
の
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
」
と
具
体
的
に

「
書
き
上
げ
た
後
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
感
想
を
述
べ
る
。「
剥
製
の
白
鳥
」
は
、
生
命

を
失
っ
た
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
白
鳥
で
あ
り
、
言
わ
ば
歳
月
の
中
で
、「
黄
ば
ん
だ
羽
根
さ
へ
虫

に
食
は
れ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
る
。「
彼
の
前
に
あ
る
も
の
は
唯
発
狂
か
自
殺
か
だ
け
だ
つ
た
。」
の
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（学術論文） 

で
あ
り
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
書
き
上
げ
、
彼
の
す
る
べ
き
こ
と
は
、
も
は
や
な
い
。
た
だ
「
徐

ろ
に
彼
を
滅
し
に
来
る
運
命
を
待
つ
こ
と
に
決
心
し
た
。」
の
で
あ
る
。
自
叙
伝
を
「
容
易
に
出
来

な
か
つ
た
」
と
自
己
弁
護
し
て
い
る
が
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
執
筆
す
る
こ
と
は
、
作
家
芥
川
と

し
て
の
「
詩
と
真
実
と
」
と
い
う
自
叙
伝
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
意
欲
が
わ
か
る
。
こ
の
「
決
心
」

の
内
実
は
、「
運
命
を
待
つ
こ
と
」
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
叙
伝
を
書
き
上
げ
た
彼
に
と

っ
て
の
満
足
感
を
感
じ
ら
れ
る
。 

 
⑨
人
生
観 

 
 
 

「
一 
時
代
」、「
五
十
一 

敗
北
」 

 
 

冒
頭
の
「
一 

時
代
」
で
あ
る
が
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
に
お
い
て
、
こ
の
章
は
創
作
を
含
め
た

人
生
観
そ
の
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
作
品
が
こ
の
章
か
ら
始
ま
る
意
味
は
大
き
い
。

「
二
十
歳
の
彼
」
が
「
日
の
暮
」
の
中
、「
登
」
っ
て
き
た
の
は
「
西
洋
風
の
梯
」
で
あ
る
。「
薄

暗
が
り
と
戦
ひ
な
が
ら
」
は
、
彼
の
人
生
そ
の
も
の
を
象
徴
さ
せ
、「
登
」
っ
て
き
た
の
も
、
完
全

に
「
西
洋
」
の
も
の
で
は
な
く
、「
西
洋
風
」
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、
西
洋
を
象
徴
す
る
「
階
段
」

で
も
な
く
、
日
本
的
な
「
梯
子
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、「
二
十
歳
の
彼
」

が
西
洋
人
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
西
洋
風
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
自
ら
の
人
生
を
顧
み
て
、
目
指
し
て
き
た
も
の
と
実
際
に
歩
ん
で
き
た
道
と
の
違
い
が
生

じ
て
い
る
。「
薄
暗
が
り
と
戦
ひ
な
が
ら
」
で
あ
っ
た
人
生
の
模
索
を
終
え
、「
と
う
と
う
根
気
も

尽
き
、
西
洋
風
の
梯
子
を
下
り
よ
う
と
し
た
。」
時
、「
傘
の
な
い
電
燈
」
が
灯
さ
れ
る
。「
傘
の
な

い
」
た
め
、「
電
燈
」
は
、
一
部
を
映
し
出
す
の
で
は
な
く
、
全
体
を
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
西
洋
風
の
梯
子
」
を
始
め
は
「
登
つ
て
」
来
た
が
、
最
後
は
「
下
り
よ
う
」
と
し
て
い
る
。「
梯

子
の
上
に
佇
ん
だ
ま
ま
」
彼
の
視
線
は
「
本
の
間
に
動
い
て
ゐ
る
店
員
や
客
を
見
下
し
」、「
店
員

や
客
」
を
「
妙
に
小
さ
か
つ
た
」
、「
見
す
ぼ
ら
し
か
つ
た
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、「
西
洋
風
の
梯
子
」

を
登
っ
て
き
た
自
分
の
人
生
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
「
傘
の
な
い
電
燈
」
に

よ
っ
て
、
自
分
の
姿
も
見
つ
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
と
「
店
員
や
客
」
を
見
下
し

な
が
ら
、
冷
静
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
、
な
お
か
つ
少
し
で
も
自
分
の
人
生
の
価
値
を
見
出
そ
う

と
す
る
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
生
は
一
行
の
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
に
も
若

か
な
い
。」
と
人
生
と
詩
の
一
行
を
対
比
し
、
文
学
の
価
値
を
賛
美
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
西

洋
風
の
梯
子
」
を
「
下
り
よ
う
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
作
家
生
活
を
閉
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る

と
同
時
に
、
自
分
の
人
生
を
閉
じ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。 

二
十
歳
は
、
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
で
、
第
四
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
し
、
作
家
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
頃
で
あ
る
。
自
分
の
人
生
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
視
点
か
ら
作
品
は
始
ま
る
。

そ
の
視
点
は
死
を
前
に
し
て
、
自
分
の
中
で
は
、
既
に
す
べ
て
の
こ
と
が
完
結
し
て
お
り
、
自
ら

の
終
焉
を
し
た
生
涯
を
顧
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、「
阿
呆
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ

う
に
、
自
ら
を
卑
下
す
る
態
度
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
自
分
の
一
生
を
語
る
最
初

に
、
一
行
の
詩
を
賛
美
す
る
心
情
を
述
べ
、
文
学
に
最
高
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
「
或
阿

呆
の
一
生
」
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 

 

「
五
十
一 

敗
北
」
の
章
が
最
終
章
で
あ
る
。「
四
十
九 

剥
製
の
白
鳥
」
が
執
筆
の
心
情
を
語
っ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
章
は
執
筆
し
て
い
る
彼
の
現
状
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

も
、
自
叙
伝
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
極
め
て
客
観
的
に
描
か
れ
て
い
る
。「
容
易
に
出
来
な
か
つ
た
」

も
の
を
書
き
上
げ
た
満
足
感
と
は
ほ
ど
遠
い
。「
ペ
ン
を
執
る
手
も
震
へ
出
し
た
。
の
み
な
ら
ず
涎

さ
へ
流
れ
出
し
た
。」
の
で
あ
る
。
最
後
の
章
が
「
敗
北
」
で
あ
り
、
自
分
を
取
り
巻
く
状
況
、
時

代
に
敗
北
し
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
宮
本
顕
治
氏
「
敗
北
の
文
学―

芥
川
龍
之
介
氏
の
文
学
に
つ

い
て―

」（『
改
造
』
昭
和
四
・
八
）
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
自
我
」
の
問
題
を
徹
底
的
に
追

求
し
な
が
ら
も
、
知
識
人
が
時
代
の
波
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
滅
ん
で
ゆ
く
行
程
に
、
知
識
人
の
悲

劇
や
大
正
文
学
の
終
焉
を
読
み
「
芥
川
文
学
の
敗
北
」
と
い
う
読
み
が
現
在
、
通
説
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
敗
北
は
創
作
上
で
は
な
く
、
身
体
的
な
も
の
に
よ
る
敗
北
で
し
か
な

い
よ
う
に
も
感
じ
る
。 

「
彼
は
ペ
ン
を
執
る
手
も
震
へ
出
し
た
。
の
み
な
ら
ず
涎
さ
へ
流
れ
出
し
た
。（
中
略
）
彼
は
唯

薄
暗
い
中
に
そ
の
日
暮
ら
し
の
生
活
を
し
て
ゐ
た
。
言
は
ば
刃
の
こ
ぼ
れ
て
し
ま
つ
た
、
細
い
剣

を
杖
に
し
な
が
ら
。」
と
あ
り
、「
ペ
ン
」
を
「
刀
」
に
例
え
て
い
る
が
、「
刃
の
こ
ぼ
れ
て
し
ま
つ

た
」「
細
い
剣
」
は
、
も
は
や
作
家
と
し
て
戦
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
は
創
作
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
但
し
、
戦
わ
な
け
れ
ば
、
刃
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
は
、
自
分
を
取

り
巻
く
様
々
な
も
の
と
格
闘
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
涯
戦
い
続
け
た
か
ら
こ
そ
結
ぶ

こ
と
の
で
き
る
表
現
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
、「
ペ
ン
」
は
「
細
い
剣
」
に
す
ぎ
ず
、
戦
う

た
め
に
は
十
分
な
「
剣
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
今
は
「
杖
に
し
な
が
ら
」
と
綴
り
つ
つ

も
、
こ
の
後
、
死
を
選
択
す
る
。
即
ち
、
自
分
の
人
生
を
支
え
、
歩
く
た
め
の
「
杖
」
と
し
て
の

役
目
も
十
分
に
は
果
た
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
「
ペ
ン
」
に
よ
り
生
活
を
支
え
て

き
た
が
、
も
は
や
「
ペ
ン
」
は
自
分
が
生
き
て
行
く
う
え
で
の
支
え
と
し
て
の
「
杖
」
に
も
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。「
杖
」
は
、
歩
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
章
題
や
自

殺
な
ど
の
要
因
か
ら
「
敗
北
の
文
学
」
と
位
置
づ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、「
刃
の
こ
ぼ
れ
」
る
ほ
ど
、

作
家
と
し
て
勇
敢
に
戦
い
続
け
た
姿
を
読
み
取
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
九
項
目
の
「（
１
）
内
容
別
の
分
類
」
は
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
「
①

実
母
」、「
②
養
父
母
・
伯
母
」
は
「
家
に
関
す
る
こ
と
」、「
③
女
性
関
係
」
は
「
女
性
に
関
す
る

こ
と
」、「
④
身
近
な
出
来
事
」
、「
⑤
生
活
・
病
・
死
」
は
「
自
分
に
関
す
る
こ
と
」、「
⑥
創
作
」、

「
⑦
人
物
」、「
⑧
『
或
阿
呆
の
一
生
』
の
執
筆
」、「
⑨
人
生
観
」
は
「
創
作
に
関
す
る
こ
と
」
の

四
つ
に
大
き
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
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Ⅱ 

作
品
全
体
の
考
察 

                                

                                  

 

二
十
四
 
出
産

二
十
三
 
彼
女

二
十
二
 
或
画
家

二
十
一
 
狂
人
の
娘

二
十
 
械

十
九
 
人
工
の
翼

十
八
 
月

十
七
 
蝶

十
六
 
枕

十
五
 
彼
等

十
四
 
結
婚

十
三
 
先
生
の
死

十
二
 
軍
港

十
一
 
夜
明
け

十
 
先
生

九
 
死
体

八
 
火
花

七
 
画

六
 
病

五
 
我

四
 
東
京

三
 
家

二
 
母

一
 
時
代 章

 
題

二
十
九
歳

二
十
五
の
年

二
十
三
歳

二
十
歳

十
年
前
に

二
十
歳

年
齢

➃
身
近
な
出
来
事

③
女
性
関
係
・
月
の

光
り
の
中

⑦
人
物
・
日
本
人

③
女
性
関
係
・
狂
人

の
娘

②
養
父
母
・
伯
母

⑦
人
物
・
西
欧
人

③
女
性
関
係
・
月
の

光
り
の
中

③
女
性
関
係
・
全
般

⑦
人
物
・
西
欧
人

②
養
父
母
・
伯
母

②
養
父
母
・
伯
母

⑦
人
物
・
夏
目
漱
石

⑥
創
作

⑦
人
物
・
夏
目
漱
石

⑦
人
物
・
夏
目
漱
石

⑥
創
作

⑥
創
作

⑥
創
作

⑤
生
活
・
病
・
死

⑦
人
物
.
日
本
人

②
養
父
母
・
伯
母

②
養
父
母
・
伯
母

①
実
母

⑨
人
生
観 分

類

暮
れ
か
か
つ
て
ゐ
た

。

或
薄
ら
寒
い
秋
の
日
の
暮

人
気
の
な
い
曇
天

も
う
少
し
も
明
る
く
は
な
か

つ
た

。

空
は
ま
だ
薄
暗
か
つ
た
・
巻

煙
草
に
火
も
つ
け
ず
に
・
薄

い
煙

薄
暗
か
つ
た

或
雨
を
持
つ
た
秋
の
日
の
暮

ど
ん
よ
り
曇
つ
て
ゐ
た

。

日
の
暮
・
薄
暗
が
り

暗

銀
色
に
澄
ん
だ
空
・
窓
々
の
電

燈
を
き
ら
め
か
せ
て
ゐ
た

。
薄

明
い
広
場
・
月
の
光
の
中

理
智
の
光
・
太
陽
の
光
り

月
の
光
り
の
中

数
年
後
に
も
ま
だ
き
ら
め
い
て

ゐ
た

。

明
る
い
軍
港
の
風
景

夜
は
次
第
に
明
け
て
行
つ

た

。
・
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
・

星 秋
の
日
の
光
の
中

紫
い
ろ
の
火
花
・
凄
ま
じ
い
空

中
の
火
花

絶
え
ず
巻
煙
草
を
ふ
か
し
て
ゐ

た

。

傘
の
な
い
電
燈

明

潮
風

か
う
云
ふ
昼
に
も

雨
上
り
の
風
の
中
・
雨
上

り
の
風

雨
に
濡
れ
た
ま
ま
・
雨
は

可
也
烈
し
か
つ
た
雨
の
中

絶
え
間
な
い
潮
風
の
中

そ
の
他
の
明
暗
・
天
候

鼠
の
仔
に
近
い
赤
児
の

匂
・
高
い
声

磯
臭
い
墓
地

藻
の
匂
の
満
ち
た
風
の

中 薔
薇
の
葉
の
匂

工
夫
の
唄
・
何
か
高
い

声
に
う
た
つ
て
ゐ
た

か
す
か
に
匂
つ
て
ゐ
る

阿
蘭
陀
芹

腐
敗
し
た
杏
の
匂
に
近

い
死
体
・
臭
気

ゴ
ム
引
の
外
套
の
匂

彼
等
の
臭
気
に
彼
の
母

の
臭
気
を
感
じ
た

嗅
覚
・
聴
覚

一
本
の
唐
黍
・
高
い
唐
黍
・
細
ぼ
そ
と

根
を
露
は
し
て
ゐ
た
・
一
羽
の
雄
鶏
の

墨
画

蛎
殻

人
工
の
翼

蝶
が
一
羽
ひ
ら
め
い
て
ゐ
た
・
蝶
の
翅

大
き
い
芭
蕉
の
葉

黄
水
仙
の
鉢

松
山

阿
蘭
陀
芹

篠
懸
が
一
本
・
か
細
い
黒
犬
が
一
匹

大
き
い
樫
の
木
の
下
・
樫
の
木

木
の
枝
の
う
ね
り

椰
子
の
花

赭
い
鉢
に
植
ゑ
た
ゴ
ム
の
樹

桜

植
物
・
生
物

歩
い
て
行
つ
た
・
自
動

車 二
台
の
人
力
車
・
田
舎

道 い
つ
か

い
つ
か

汽
車

午
前
六
時
の
上
り
列

車
・
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
オ

ム
鉄
道

潜
航
艇
・
小
さ
い
軍

艦
・
金
剛

車
・
犬
・
い
つ
か

い
つ
の
間
に
か

ア
ス
フ
ア
ル
ト
・
歩
き

な
が
ら

い
つ
か
・
荷
馬
車

自
動
車

小
蒸
汽
・
い
つ
か

乗
り
物
・
道
・
他

(

1

)

特
徴
的
な
表
現
一
覧
表

20

芥川龍之介「或阿呆の一生」論 
―作家としての〈告白〉―



（学術論文） 
 

 

 

五
十
一
 
敗
北

五
十
 
俘

四
十
九
 
剥
製
の
白
鳥

四
十
八
 
死

四
十
七
 
火
あ
そ
び

四
十
六
 
嘘

四
十
五
 
D
i
v
a
n

四
十
四
 
死

四
十
三
 
夜

四
十
二
 
神
々
の
笑
ひ

声 四
十
一
 
病

四
十
 
問
答

三
十
九
 
鏡

三
十
八
 
復
讐

三
十
七
 
越
し
人

三
十
六
 
倦
怠

三
十
五
 
道
化
人
形

三
十
四
 
色
彩

三
十
三
 
英
雄

三
十
二
 
喧
嘩

三
十
一
 
大
地
震

三
十
 
雨

二
十
九
 
形

二
十
八
 
殺
人

二
十
七
 
ス
パ
ル
タ
式

訓
練

二
十
六
 
古
代

二
十
五
 
ス
ト
リ
ン
ト

ベ
リ
イ

三
十
五
歳

七
年
前
に

三
十
歳

七
年
に
な

っ

て
も

⑨
人
生
観

➃
身
近
な
出
来
事

⑧
「

或
阿
呆
の
一

生

」
の
執
筆

③
女
性
関
係
・
指
一

つ
触
ら
ず
に
ゐ
た

③
女
性
関
係
・
指
一

つ
触
ら
ず
に
ゐ
た

➃
身
近
な
出
来
事

⑦
人
物
・
西
欧
人

⑤
生
活
・
病
・
死

➃
身
近
な
出
来
事

⑤
生
活
・
病
・
死

⑤
生
活
・
病
・
死

⑤
生
活
・
病
・
死

③
女
性
関
係
・
全
般

③
女
性
関
係
・
狂
人

の
娘

③
女
性
関
係
・
越
し

人 ⑥
創
作

②
養
父
母
・
伯
母

⑥
創
作

⑦
人
物
・
西
欧
人

➃
身
近
な
出
来
事

➃
身
近
な
出
来
事

③
女
性
関
係
・
月
の

光
り
の
中

⑥
創
作

③
女
性
関
係
・
全
般

③
女
性
関
係
・
月
の

光
り
の
中

③
女
性
関
係
・
狂
人

の
娘

⑥
創
作

唯
薄
暗
い
中

日
の
暮
の
往
来

日
の
暮
の
や
う
に
薄
暗
か
つ

た

。

窓
格
子
の
外
は
ま
つ
暗
・
暗

の
中

或
雪
曇
り
に
曇
つ
た
午
後

朝
日
の
光
の
薄
氷
に
さ
し
て
ゐ

る
や
う
だ
つ
た

。
・
か
が
や
か

し
い
顔

薄
明
り
の
中
・
沖
の
稲
妻

春
の
日
の
当
つ
た
松
林
の
中

火
の
つ
い
た
葉
巻

巻
煙
草
に
火
を
つ
け
・
巻
煙
草

を
吸
ひ
な
が
ら

か
が
や
か
し
い
雪

噴
火
山

明
る
い
ラ
ン
プ
の
下

雨
を
持
つ
た
空
の
下
に
赤
光
り

に
花
を

不
相
変
月
の
光
の
中
・
一
本
の

巻
煙
草
に
火
を
つ
け

日
の
光
り
の
中

月
の
光
の
中

月
明
り
の
中
・
背
の
低
い
ラ
ン

プ
の
下

荒
れ
模
様
の
海
・
絶
え
ず

水
沫
を
打
ち
上
げ
て
ゐ

た

。
・
夜

寒
さ

生
活
に
明
暗
の
両
面

氷
河
の
懸
つ
た
山
・
夜

炎
天

雨
ふ
り
・
雨
の
中

か
う
云
ふ
昼
に
も

荒
あ
ら
し
い
鶏
の
声

蓄
音
機
・
音
楽

草
花
の
匂

熟
し
切
つ
た
杏
の
匂
・

炎
天
に
腐
つ
た
死
骸
の

匂 牛
の
糞
の
臭
気
・
香
ば

し
い
匂

薔
薇
の
花

剝
製
の
白
鳥
・
虫
に
食
は
れ
て
ゐ
た

椎
の
若
葉
・
藤
椅
子

木
末
か
ら
枯
れ
て
来
る
立
ち
木

薔
薇

松
林

焼
林
檎

木
の
芽
の
中

木
の
幹
に
凍
つ
た

芒
原
の
中
・
赤
い
穂
の
上
に

苔
の
生
へ
た

禿
鷹
の
影

百
日
紅
・
花

浜
木
棉
の
花

熟
し
た
麦
畑
・
黄
ば
ん
だ
麦

蓮
の
華

柘
榴
の
花
の
さ
い
た

細
い
剣
を
杖
に
し
な
が

ら い
つ
か

一
人
歩
き
な
が
ら

歩
い
て
ゐ
た

汽
車
・
飛
行
機

い
つ
の
間
に
か
・
歩
い

て
ゐ
た

い
つ
の
間
に
か

山
道
・
電
気
機
関
車
・

い
つ
か

歩
き
な
が
ら

い
つ
か

い
つ
か

田
舎
道
・
道
・
い
つ

か
・
い
つ
の
間
に
か

幌
を
か
け
た
人
力
車
が

一
台

馬
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（
２
）
特
徴
的
な
表
現 

 
 
 

 

作
品
全
体
を
視
野
に
入
れ
、「
特
徴
的
な
表
現
一
覧
表
」
を
中
心
に
「
或
阿
呆
の
一
生
」
に
見
ら

れ
る
特
徴
的
な
表
現
を
分
析
し
て
お
き
た
い
。
括
弧
で
章
題
番
号
の
み
示
し
、
章
題
は
省
略
す
る
。 

ま
ず
、
作
品
全
体
に
描
写
さ
れ
る
「
暗
」
と
「
明
」
の
明
る
さ
に
関
す
る
表
現
に
特
徴
が
見
ら

れ
る
。(

８)

光
の
な
い
「
暗
さ
」
で
は
な
く
、「
薄
暗
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
曖
昧
な
表
現
に
お
い
て

十
分
で
な
い
「
明
る
さ
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
表
現

で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭
の
「
日
の
暮
」・「
薄
暗
が
り
」（
一
）
か
ら
始
ま
り
、
最
終
章
の
「
唯
薄
暗

い
中
」（
五
十
一
）
ま
で
で
あ
る
。
内
容
別
に
見
て
も
、「
家
に
関
す
る
こ
と
」
で
は
、
冒
頭
に
加

え
「
ど
ん
よ
り
曇
つ
て
ゐ
た
」（
四
）、「
女
性
に
関
す
る
こ
と
」
で
は
、「
人
気
の
な
い
曇
天
」（
二

十
一
）
、
「
暮
れ
か
か
つ
て
ゐ
た
」（
二
十
三
）
、
「
自
分
に
関
す
る
こ
と
」
で
は
、
「
薄
暗
か
つ
た
」

（
十
二
）、「
或
雪
曇
り
に
曇
つ
た
午
後
」（
四
十
一
）、「
窓
格
子
の
外
は
ま
つ
暗
」・「
暗
の
中
」（
四

十
四
）、「
日
の
暮
の
や
う
に
薄
暗
か
つ
た
」（
四
十
六
）
、「
創
作
に
関
す
る
こ
と
」
で
は
「
或
雨
を

持
つ
た
秋
の
日
の
暮
」（
七
）、「
薄
暗
か
つ
た
」（
十
二
）、「
空
は
ま
だ
薄
暗
か
つ
た
」・「
巻
煙
草

に
火
も
つ
け
ず
に
」・「
薄
い
煙
」（
十
三
）、「
も
う
少
し
も
明
る
く
な
か
つ
た
」（
十
九
）、「
或
薄

ら
寒
い
秋
の
日
の
暮
」（
二
十
二
）、「
日
の
暮
の
往
来
」（
四
十
九
）、「
薄
暗
い
中
」（
五
十
一
）
の

よ
う
に
、
一
定
の
内
容
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

完
全
に
「
明
る
い
」
と
は
描
か
れ
ず
、「
薄
暗
い
」
な
ど
の
表
現
に
よ
り
、
十
分
な
明
る
さ
に
満
た

さ
れ
て
い
な
い
。 

 

次
に
注
目
し
た
い
の
が
、
こ
の
「
薄
暗
さ
」
と
対
比
す
る
「
光
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
作
品
の

根
底
に
流
れ
る
「
薄
暗
さ
」
と
は
対
照
的
に
、
作
中
に
は
「
光
」
に
ま
つ
わ
る
描
写
も
多
く
見
ら

れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
傘
の
な
い
電
燈
」（
一
）、「
絶
え
ず
巻
煙
草
を
ふ
か
し
て
ゐ
た
」（
五
）、

「
紫
い
ろ
の
火
花
」・「
凄
ま
じ
い
空
中
の
火
花
」（
八
）、「
秋
の
日
の
光
の
中
」（
十
）、「
夜
は
次

第
に
明
け
て
行
つ
た
」・「
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」・「
星
」、（
十
一
）
、「
明
る
い
軍
港
の
風
景
」（
十

二
）、「
数
年
後
に
も
ま
だ
き
ら
め
い
て
ゐ
た
」（
十
七
）、「
月
の
光
り
の
中
」（
十
八
）、「
理
智
の

光
」・「
太
陽
の
光
り
」（
十
九
）、「
窓
々
の
銀
色
に
済
ん
だ
空
」・「
電
燈
を
き
ら
め
か
せ
て
ゐ
た
」・

「
薄
明
い
広
場
」・「
月
の
光
の
中
」（
二
十
三
）、「
月
明
り
の
中
」・「
背
の
低
い
ラ
ン
プ
の
下
」（
二

十
五
）、「
月
の
光
の
中
」（
二
十
七
）、「
日
の
光
り
の
中
」（
二
十
八
）
、「
不
相
変
月
の
光
の
中
」・

「
一
本
の
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」（
三
十
）、「
炎
天
」（
三
十
一
）
、「
雨
を
持
つ
た
空
の
下
に
赤
光

り
に
花
を
」（
三
十
二
）、「
明
る
い
ラ
ン
プ
の
下
」（
三
十
三
）、「
噴
火
山
」（
三
十
六
）、「
か
が
や

か
し
い
雲
」（
三
十
七
）、「
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」・「
巻
煙
草
を
吸
ひ
な
が
ら
」（
三
十
八
）、「
火

の
つ
い
た
葉
巻
」（
四
十
一
）、「
春
の
日
の
当
つ
た
松
林
の
中
」（
四
十
二
）、「
薄
明
り
の
中
」・「
沖

の
稲
妻
」（
四
十
三
）、「
朝
日
の
光
の
薄
氷
に
さ
し
て
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
」・「
か
が
や
か
し
い
顔
」

（
四
十
七
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
描
写
は
、
大
半
は
「
薄
暗
さ
」
の
中
で
同
時
に
描
写
さ
れ
、
作

品
全
体
が
「
暗
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
に
「
明
」
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
よ
り
彼
の
人
生
の
明

暗
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
「
薄
暗
い
」
な
ど
の
表
現

が
全
体
的
に
見
ら
れ
、
希
望
の
光
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
唯
一
、
光
を
放
つ
の
は
創

作
に
没
頭
し
た
頃
の
「
紫
い
ろ
の
火
花
」（
八
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
確
な
の
は
、
漱
石
の
こ
と

で
あ
る
。
漱
石
と
の
出
会
い
を
「
秋
の
日
の
光
の
中
」（
十
）
と
描
写
し
、
文
壇
で
認
め
ら
れ
た
喜

び
を
「
夜
は
次
第
に
明
け
て
行
つ
た
」、「
巻
煙
草
に
火
を
つ
け
」
と
綴
り
、「
星
」（
十
一
）
は
輝

い
て
い
る
。
漱
石
の
死
の
報
に
は
、「
雨
上
り
の
風
の
中
」、「
空
は
ま
だ
薄
暗
か
つ
た
」、「
巻
煙
草

に
火
も
つ
け
ず
に
」、「
薄
い
煙
を
靡
か
せ
な
が
ら
」（
十
三
）
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
漱
石
へ
の
思
い
を
端
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
、
実
際
の
天

候
な
ど
を
そ
の
ま
ま
描
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。「
女
性
に
関
す
る
こ
と
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
か

う
云
ふ
昼
に
も
」・「
月
の
光
り
の
中
」（
十
八
）
に
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
、「
雨
の
中
」・「
不
相

変
月
の
光
の
中
」（
三
十
）
に
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
作
品
中
の
風
景
は

心
象
風
景
な
の
で
あ
る
。
人
生
に
お
け
る
「
明
」
は
「
暗
」
の
裏
返
し
で
も
あ
り
、「
明
」
は
、「
光
」、

「
火
」、「
天
候
」
な
ど
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
う
え
、
そ
れ
ら
の
描
写
は
天
候
な
ど
と
合
わ
せ
て
「
雨
」
に
ま
つ
わ
る
描
写
も
多
く
、「
或

雨
を
持
つ
た
秋
の
日
の
暮
」（
七
）、「
雨
に
濡
れ
た
ま
ま
」・「
雨
は
可
也
烈
し
か
つ
た
」（
八
）、「
雨

上
り
の
風
の
中
」（
十
三
）
、「
雨
ふ
り
」・「
雨
の
中
」（
三
十
）、「
雨
を
持
つ
た
空
の
下
」（
三
十
二
）

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
さ
ら
に
天
候
に
つ
い
て
、
雨
の
描
写
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
う
形
で

「
風
」
の
描
写
も
見
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
絶
え
間
な
い
潮
風
の
中
」（
六
）、「
雨
上
り
の

風
の
中
」（
十
三
）、「
藻
の
匂
の
満
ち
た
風
の
中
」（
十
七
）、「
潮
風
」（
二
十
一
）
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
冒
頭
章
か
ら
最
終
章
に
わ
た
る
「
薄
暗
さ
」
は
、「
一
生
」
を
振
り
返
っ
た
時
に

思
い
出
す
心
象
風
景
で
あ
る
。
作
品
の
分
析
で
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
完
全
な
「
明
る
さ
」
で
象

徴
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
薄
暗
い
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
、
最
も
主
人
公
の
心
情
を
明
確
に
す

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
の
根
底
に
流
れ
る
基
調
は
晴
れ
渡
る
晴
天
で
も
な
く
、

時
に
は
雨
が
降
り
、
風
を
伴
う
人
生
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
作
品
中
に
多
く
表
現
さ
れ
る
嗅
覚
で
あ
る
。
各
章
で
の
考
察
で
は
必
要
に
応
じ
て
触

れ
た
が
、
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
彼
等
の
臭
気
に
彼
の
母
の
臭
気
を
感
じ
た
」（
二
）
、

「
ゴ
ム
引
の
外
套
の
匂
」（
八
）、「
腐
敗
し
た
杏
の
匂
に
近
い
死
体
」、「
臭
気
」（
九
）、「
か
す
か

に
匂
つ
て
ゐ
る
阿
蘭
陀
芹
」（
十
二
）、「
薔
薇
の
葉
の
匂
」（
十
六
）、「
藻
の
匂
の
満
ち
た
風
の
中
」

（
十
七
）、「
磯
臭
い
墓
地
」（
二
十
一
）、「
鼠
の
仔
に
近
い
赤
児
の
匂
」（
二
十
四
）、「
牛
の
糞
の

臭
気
」・「
香
ば
し
い
匂
」（
二
十
八
）
、「
熟
し
切
つ
た
杏
の
匂
」・「
炎
天
に
腐
つ
た
死
骸
の
匂
」（
三

十
一
）、「
草
花
の
匂
」（
三
十
三
）
で
あ
る
。「
狂
人
」
の
臭
気
、
潮
臭
さ
、
馬
糞
の
匂
い
、
死
骸

の
匂
い
、
あ
ま
り
よ
い
匂
い
は
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
嗅
覚
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は
、
自
ら
が
積
極
的
な
行
動
に
よ
り
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
常
に
受
動
的
に
、
自
ら
が
感
じ
て

し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
良
い
匂
い
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

に
つ
い
て
も
、
自
然
に
負
の
要
素
を
感
じ
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
嗅
覚
は
多
く
描
写
さ
れ
る
が
、
聴
覚
に
よ
る
描
写
は
極
め
て
少
な
い
。
描
写
さ
れ
る
の

は
、「
工
夫
の
唄
」・「
何
か
高
い
声
に
う
た
つ
て
ゐ
た
」（
十
三
）
、
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
産
声
の
「
高
い
声
」（
二
十
四
）、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
「
蓄
音
機
」
か
ら
流
れ
る
音
楽
（
四

十
一
）、「
荒
あ
ら
し
い
鶏
の
声
」（
四
十
四
）
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
負
の
要

素
の
場
面
に
描
写
さ
れ
、
闇
に
包
ま
れ
た
嗅
覚
の
作
品
世
界
を
変
化
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ

れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
作
品
中
に
は
各
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
象
徴
的
に
植
物
も
多
く
描
写
さ
れ
る
。
頻

出
す
る
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物
の
特
性
な
ど
が
、
作
品
世
界
に
効
果
的
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
乗
り
物
や
道
な
ど
の
描
写
も
見
ら
れ
る
。
乗
り
物
は
「
汽
車
」
、「
自
動
車
」
、「
潜
航
艇
」、

「
人
力
車
」、
そ
れ
に
「
一
台
」
や
「
二
台
」
の
場
合
が
あ
る
。
道
は
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
も
あ
れ

ば
「
田
舎
道
」
も
あ
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
、
彼
の
人
生
の
縮
図
と
考
え
た
時
、
ま
さ
に
そ
れ

は
自
分
の
歩
い
た
道
の
り
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
読
み
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。 

最
後
に
「
い
つ
か
」、「
い
つ
の
間
に
か
」
と
い
う
表
現
も
多
く
見
ら
れ
、
十
三
章
、
作
品
全
体

の
四
分
の
一
に
及
ぶ
。
回
想
形
式
で
、
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
も
の
の
、
不
確
定
な
表
現
で
あ

り
、
現
在
の
心
情
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
い
つ
か
」
、「
い
つ
の
間
に
か
」
は
、
当
時
か
ら

認
識
し
て
い
な
い
こ
と
な
の
か
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
最
終
的
に
は
、
執

筆
時
に
気
づ
く
が
、
そ
の
結
果
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
も
自
分
自
身
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
、
不

確
定
な
要
素
で
あ
り
、
覚
え
て
い
な
い
こ
と
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
表
現

に
よ
っ
て
、
回
想
す
る
形
式
を
意
識
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
に
表

現
す
る
こ
と
で
、
過
去
の
出
来
事
を
あ
え
て
明
確
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
曖
昧
な

表
現
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
は
自
分
の
知
ら
な
い
間
の
無
意
識
な
感
情
も
表
現
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(

９) 
 
 
 

 

（
３
）
作
品
の
構
造 

 

作
品
の
構
造
を
明
確
に
す
る
た
め
に
章
題
、
配
列
、
構
成
の
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。

ま
ず
章
題
に
つ
い
て
、
関
口
安
義
氏
「
作
品
論
『
或
阿
呆
の
一
生
』」（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
五
七
・

三
）
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
題
名
に
、
ど
れ
も
印
象
的
な
短
い
語
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
次
に
「
一 

時
代
」 

 
 

「
二 

母
」「
三 

家
」「
四 

東
京
」
と
主
人
公
の
生
き
た
時
代
や
家
や
場
所
が
示
さ
れ
、
配
列 

 
 

が
ほ
ぼ
年
代
記
的
の
自
伝
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
「
十
三 

先
生
の
死
」「
十
四  

結
婚
」「
二
十
四 

出
産
」「
三
十
一 

大
地
震
」
な
ど
事
実
と
結
び
つ
い
た
題
名
の
立
て
方
と
、 

「
五 

我
」「
八 

花
火
」「
十
一 

夜
明
け
」「
十
九 

人
工
の
翼
」
な
ど
象
徴
的
意
味
が
込
め 

ら
れ
た
題
名
の
立
て
方
と
の
混
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
細
か
な
と
こ
ろ
で
「
六 

 

病
」「
四
十
一 

病
」、「
四
十
四 

死
」「
四
十
八 

死
」
と
題
名
の
ダ
ブ
リ
が
あ
る
こ
と
な
ど 

だ
。 

章
題
に
つ
い
て
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
家
」
、「
東
京
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
場
所
、

「
結
婚
」、「
出
産
」
と
い
っ
た
人
生
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
、「
大
地
震
」
な
ど
実
際
の
出
来
事
、

「
枕
」、「
蝶
」、「
月
」
、「
雨
」
な
ど
の
具
体
的
な
名
詞
、
そ
し
て
、「
古
代
」、「
形
」、「
色
彩
」
な

ど
の
抽
象
的
な
も
の
、
ま
た
、「
死
体
」、「
殺
人
」
、「
死
」
、「
病
」
な
ど
の
精
神
的
な
苦
痛
を
伴
う

も
の
、
さ
ら
に
は
「
復
讐
」
、
「
敗
北
」
と
い
っ
た
心
情
的
な
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
章
題
は
、

各
章
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
或

阿
呆
の
一
生
」
に
つ
い
て
は
、
章
題
だ
け
で
は
内
容
が
想
像
で
き
ず
、
作
品
を
読
む
こ
と
で
章
題

を
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、「
十
四 

結
婚
」
に
お
い
て
、
こ
の
章
題

を
読
む
限
り
で
は
、
結
婚
生
活
自
体
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
実
際
は
、
結
婚
生
活

が
伯
母
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
結
婚
生
活
と
い
う
よ
り
も
伯
母
の
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各
章
の
内
容
と
章
題
が
完
全
に
一
致
す
る
の
で
は
な
く
、
内
容
に

重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
内
容
を
よ
り
印
象
付
け
る
の
た
め
の
章
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
本
文
が
書
か
れ
た
後
、
そ
れ
に
相
応
し
い
章
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、「
彼
女
の
顔
は
か
う
云
ふ
昼
に
も
、
月
の
光
り
の
中
に
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
。」

と
描
写
さ
れ
る
女
性
に
つ
い
て
は
四
つ
の
章
で
描
写
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
章
題
が
あ
る
。
最
初
の

二
つ
の
「
十
八 

月
」、「
二
十
三 

彼
女
」
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
残
り
の
「
二
十
七 

 
 
  

 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
は
彼
女
の
存
在
を
友
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
誤
魔
化
し
た
時
の
こ
と
で

あ
り
、
自
分
に
と
っ
て
そ
れ
が
厳
し
い
「
ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
感

情
を
章
題
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
最
後
の
「
三
十 

雨
」
は
、
月
に
喩
え
ら
れ
る
女
性
に
と
っ
て
、

月
に
繋
が
る
も
の
で
な
く
、
「
雨
」
で
あ
っ
て
も
「
不
相
変
月
の
光
の
中
に
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
。
」

の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
彼
女
の
存
在
を
よ
り
強
調
す
る
か
の
よ
う
な
章
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
火
あ
そ
び
」
と
「
死
」
の
よ
う
に
、
章
題
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
て
も
、
書
か
れ
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
連
続
し
て
お
り
、
配
列
も
四
十
七
、
四
十
八
と
連
続
し
て
い
る
。 

章
題
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
法
則
を
見
出
せ
ず
、
混
在
す
る
と
い
う
の
が
、
正
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
各
章
の
内
容
に
応
じ
て
、
相
応
し
い
と
思
え
る
章
題
を
付
け
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
各
章

の
伝
え
た
い
思
い
を
よ
り
強
く
伝
え
る
た
め
に
章
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
付
け
方
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
で
あ
る
「
侏
儒
の
言
葉
」（『
文
藝
春
秋
』
大
正
一
二
・
一
〜 

大
正
一
四
・
一
一
）
の
章
題
の
付
け
方
と
同
様
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、「
題
名
の
ダ
ブ
リ

が
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
病
」
、「
死
」
の
二
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
つ
の
内
容
に
ま
と
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め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
同
じ
章
題
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
章
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
病
」
は
「
二
十
歳
」
と
「
三
十
歳
」、「
死
」
は
二
度
と
も
「
三
十
五
歳
」

で
あ
る
が
、
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
は
、
年
齢
の
違
い
に
よ
る
別
々
の
意
味
を
伝
え
る
た
め
に
必

要
な
の
で
あ
る
。 

次
に
作
品
の
配
列
に
つ
い
て
で
あ
る
。
関
口
氏
は
先
掲
論
文
の
中
で
「
彼
の
夢―

―

自
伝
的
エ

ス
キ
ス―

―
」
と
題
さ
れ
た
本
作
が
、
物
理
的
時
間
の
流
れ
の
ま
ま
に
五
十
一
の
短
章
に
書
き
継

が
れ
た
の
で
は
な
く
、
折
々
に
書
き
留
め
ら
れ
た
一
章
一
章
を
集
め
、
順
序
だ
て
、
体
系
化
さ
れ

た
こ
と
を
物
語
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
作
品
の
配
列
は
、「
二
十
歳
」
、
「
「
二
十
三
歳
」
、

「
二
十
五
歳
」、「
二
十
九
歳
」、「「
三
十
歳
」、「
三
十
五
歳
」
と
年
齢
別
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
原
稿
の
章
題
の
番
号
が
何
度
も
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
章
は
芥
川
の
人
生
に
沿
っ

て
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
章
が
単
独
に
書
か
れ
、
そ
れ
を
芥
川
の
人
生
と
重
ね
て
並
び
替
え
、

「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
中
で
配
列
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、「
一
生
」
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
順

に
配
列
し
、
そ
の
年
齢
の
時
の
出
来
事
及
び
自
ら
の
心
情
を
明
確
に
な
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
順
を
追
っ
て
、
そ
の
年
齢
の
時
の
自
分
を
語
る
こ
と
は
、
自
伝
的
な
作
品
に
な

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
作
品
の
構
成
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
冒
頭
に
続
い
て
、
各
章
は
単
独
で
書
か

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
実
母
の
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
も
自
分
の
生
涯
を
決
定
づ
け
た
大
き
な
出
来

事
で
あ
ろ
う
。
次
に
養
父
母
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
最
初
の
「
二 

母
」
と
「
三 

家
」、「
四 

東
京
」
と
続
く
章
の
、
実
母
、
伯
母
、
そ
し
て
養
子
先
の
こ
と
へ
続
く
こ
と
は
、
芥
川

の
生
い
立
ち
を
考
え
た
場
合
、
連
想
の
中
で
繋
が
っ
て
お
り
、
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
冒
頭
の
「
一 

時
代
」
と
収
束
部
の
「
五
十
一 

敗
北
」
で
は
明
ら
か
に
関
連
性
が
あ
り
、
作

品
の
構
造
に
お
い
て
枠
組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
。
海
老
井
氏
（
先
掲
書
）
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う

に
「
四
十
九 

剥
製
の
白
鳥
」
の
章
で
の
完
成
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
付
け
加
え
ら
れ
た

二
章
の
意
味
は
大
き
い
。「
一 

時
代
」
で
は
自
分
の
人
生
を
客
観
的
に
見
つ
め
、「
五
十
一 
敗
北
」

で
は
作
家
と
し
て
戦
い
、
敗
れ
た
姿
を
描
写
し
て
い
る
。
次
に
二
十
歳
か
ら
作
品
が
始
ま
っ
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
、「
一 

時
代
」
の
章
の
内
容
か
ら
考
え
れ
ば
、
二
十
歳
か
ら
の
作
家
と
し
て
生

き
た
人
生
が
彼
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
人
生
を
回
想
し
た
時
、
人
生
と
「
ボ

オ
ド
レ
エ
ル
」
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
作
家
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
二
十
歳
以
降
の
人
生
が
、

彼
の
「
一
生
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
各
章
は
別
々
に
書
か
れ
、
年
齢
別
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
た
が
、
作
品
の
構
成
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
三
十
七 

越
し
人
」
と
「
三
十
八 

復
讐
」

と
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
人
の
関
係
が
対
等
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
、
配
列
も
意
図
的

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
五 

我
」
は
「
彼
は
彼
の
先
輩
と
一
し
よ
に
或
カ
ツ
フ
ェ
の
卓
子
に
向
ひ
、

絶
え
ず
巻
煙
草
を
ふ
か
し
て
ゐ
た
。
」
で
あ
る
が
、「
四
十
一 

病
」
は
「
十
戒
を
破
つ
た
モ
ッ
ツ
ア

ル
ト
は
や
は
り
苦
し
ん
だ
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
し
か
し
よ
も
や
彼
の
や
う
に
、…

…

彼
は
頭
を

垂
れ
た
ま
ま
、
静
か
に
彼
の
卓
子
へ
帰
つ
て
行
つ
た
。
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

「
卓
子
」
の
登
場
す
る
場
面
が
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、「
カ
ツ
フ
ェ
の
卓
子
に
向
ひ
」
と
、「
静
か

に
彼
の
卓
子
へ
帰
つ
て
行
つ
た
。」
の
二
つ
の
表
現
に
相
違
を
感
じ
る
。
前
者
は
自
分
以
外
の
他
者

と
相
対
し
、
ま
た
後
者
は
自
己
の
内
面
を
凝
視
し
て
い
る
。
こ
の
二
章
は
作
品
中
で
は
前
半
と
後

半
に
配
列
さ
れ
、
よ
っ
て
年
齢
も
違
う
。
言
わ
ば
小
道
具
の
よ
う
な
「
卓
子
」
の
場
面
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
に
よ
っ
て
、
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
年
齢
と
そ
の
時
の
心
情
を
意
識
し
た
作

品
全
体
の
構
成
を
視
野
に
入
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
五
十
一
章
に
別
れ
る
各
章
は
、

単
に
分
裂
し
た
章
を
年
齢
に
よ
っ
て
配
列
し
た
も
の
で
は
な
い
。
内
容
的
に
も
作
品
の
細
部
ま
で

意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
作
品
の
構
造
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の
事

象
に
つ
い
て
自
分
の
心
情
を
交
え
て
綴
る
「
侏
儒
の
言
葉
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

の
形
式
で
あ
る
。
こ
の
形
式
に
よ
り
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
章
が
単
体
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
う
表
現
を
可
能
に
し
て
い
る
。
一
つ
の
物
語
と
し
て
の
自
伝
的
な
作
品
と
し
て
「
一
生
」
を

語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
形
式
の
よ
う
に
断
章
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、〈
告
白
〉
を
可
能
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
切
り
取
り
、
そ
れ
を
そ
の
時
に
起

こ
っ
た
で
あ
ろ
う
出
来
事
に
貼
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
完
成
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

（
４
）
作
品
に
お
け
る
「
彼
」
の
設
定 

 

「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」（『
中
央
公
論
』
大
正
一
四
・
一
）
及
び
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
お
け
る

主
人
公
に
つ
い
て
は
、「
僕
」
と
表
記
さ
れ
、「
僕
」
を
主
語
と
し
て
主
観
的
に
心
情
を
吐
露
し
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
堀
川
保
吉
」
な
る
人
物
を
設
定
し
た
り
、「
大

導
寺
信
輔
」
を
設
定
し
た
り
と
様
々
で
あ
っ
た
が
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
に
お
い
て
初
め
て
、「
彼
」

を
主
人
公
と
す
る
。「
一
」
か
ら
「
三
」
の
章
で
例
を
挙
げ
る
と
、「
一 

時
代
」
に
「
二
十
歳
の
彼

は
書
棚
に
か
け
た
西
洋
風
の
梯
子
に
登
り
、
新
ら
し
い
本
を
探
し
て
ゐ
た
。」
、「
二 

母
」
で
は
「
彼

は
血
色
の
善
い
医
者
と
一
し
よ
に
か
う
云
ふ
光
景
を
眺
め
て
ゐ
た
。」
、「
三 

家
」
に
は
「
彼
は
或

郊
外
の
二
階
の
部
屋
に
寝
起
き
し
て
ゐ
た
。」
と
、
各
章
の
冒
頭
及
び
冒
頭
近
く
に
「
し
て
ゐ
た
。」

と
い
う
過
去
形
で
、「
彼
」
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
形
態
は
、
ほ
ぼ
作
品
全
体
に
わ
た

り
、
回
想
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。
一
方
で
、「
一 

時
代
」
で
は
「
彼

は
と
う
と
う
根
気
も
尽
き
、
西
洋
風
の
梯
子
を
下
り
よ
う
と
し
た
。」
や
「
二 

母
」
で
は
「
彼
は

実
際
彼
等
の
臭
気
に
彼
の
母
の
臭
気
を
感
じ
た
。」
、「
三 

家
」
で
は
「
彼
は
彼
の
伯
母
に
誰
よ
り

も
愛
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
と
あ
る
。「
語
り
手
」
が
「
彼
」
の
心
情
を
語
っ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ

ば
、「
彼
」
で
は
な
く
「
僕
」
の
方
が
心
情
を
語
る
に
は
相
応
し
い
は
ず
で
あ
る
。「
彼
」
と
「
語

り
手
」
と
は
、
そ
の
ま
ま
イ
コ
ー
ル
で
は
な
く
、
別
々
の
人
物
が
存
在
す
る
よ
う
に
感
じ
る
。
様
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子
を
語
る
こ
と
は
表
面
的
で
、
外
か
ら
で
も
語
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
や
は
り
心
情
と
な
る

と
、「
語
り
手
」
が
「
彼
の
や
う
に
」
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
本
当
に
「
彼
」
に
則
し

て
い
る
の
か
と
、
疑
い
た
く
も
な
る
。
続
い
て
、
そ
の
よ
う
な
心
情
を
挙
げ
て
み
よ
う
。「
三
十
五 

道
化
人
形
」
で
は
「
彼
は
い
つ
死
ん
で
も
悔
い
の
な
い
や
う
な
烈
し
い
生
活
を
す
る
つ
も
り
だ
つ

た
。」
と
理
由
が
明
確
に
さ
れ
、「
つ
も
り
」
と
い
う
曖
昧
な
感
情
を
述
べ
て
い
る
。「
四
十
三 

夜
」

で
は
「
彼
は
か
う
云
ふ
空
の
下
に
彼
の
妻
と
二
度
目
の
結
婚
を
し
た
。
そ
れ
は
彼
等
に
は
歓
び
だ

つ
た
。
が
、
同
時
に
又
苦
し
み
だ
つ
た
。」
と
複
雑
な
心
情
を
語
る
。「
十
三 

先
生
の
死
」
で
も
「
彼

は
巻
煙
草
に
火
も
つ
け
ず
に
歓
び
に
近
い
苦
し
み
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
の
で
あ
り
、
彼
の
複
雑
な
心

情
は
理
解
で
き
る
が
、
正
確
な
心
情
は
わ
か
ら
な
い
。「
十
八 

月
」
で
は
「
彼
は
彼
女
を
見
送
り

な
が
ら
、（
彼
等
は
一
面
識
も
な
い
間
が
ら
だ
つ
た
。）
今
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

…
…

」
で
は
、
状
況
を
語
り
な
が
ら
、「
彼
」
の
心
情
は
深
く
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、「
彼
」

の
包
み
隠
さ
な
い
憎
悪
が
顕
わ
に
な
っ
た
。
直
線
的
な
感
情
が
描
写
さ
れ
た
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

「
三
十
八 

復
讐
」
で
は
、「
彼
は
黙
つ
て
目
を
反
ら
し
た
。
が
、
彼
の
心
の
底
に
は
か
う
云
ふ
彼

女
を
絞
め
殺
し
た
い
、
残
虐
な
欲
望
さ
へ
な
い
訣
で
は
な
か
つ
た
。」
と
「
狂
人
の
娘
」、
の
激
し

い
感
情
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
「
語
り
手
」
は
、
次
の
よ
う
に
も
語
る
。「
四 

東
京
」
で
は
「
彼

は
そ
の
桜
に
、―

―

江
戸
以
来
の
向
う
島
の
桜
に
い
つ
か
彼
自
身
を
見
出
し
て
ゐ
た
。
」
の
よ
う

に
、「
彼
」
の
複
雑
な
深
い
内
面
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、「
九 

死
体
」
で
は
「
彼
の
答
は
心
の

中
に
あ
つ
た
だ
け
だ
つ
た
。」
と
「
彼
」
の
心
の
中
ま
で
も
描
写
す
る
。
し
か
も
「
三
十
四 

色
彩
」

で
は
「
彼
は
ふ
と
七
八
年
前
の
彼
の
情
熱
を
思
ひ
出
し
た
。
同
時
に
又
彼
の
七
八
年
前
に
は
色
彩

を
知
ら
な
か
つ
た
の
を
発
見
し
た
。
」
と
、
過
去
の
心
情
ま
で
思
い
出
し
て
い
る
。
最
後
に
特
殊
な

表
現
を
二
例
挙
げ
て
お
き
た
い
。「
四
十
一 

病
」
で
は
「
十
戒
を
破
つ
た
モ
ッ
ツ
ア
ル
ト
は
や
は

り
苦
し
ん
だ
の
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
し
か
し
よ
も
や
彼
の
や
う
に
」
と
、
こ
こ
で
は
語
ら
な
い
こ

と
で
「
彼
」
の
苦
し
み
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、「
二
十
二 

或
画
家
」
で
は
「
か
う
云
ふ
発
見
は

彼
を
憂
鬱
に
す
る
だ
け
だ
つ
た
。『
も
う
遅
い
。
し
か
し
い
ざ
と
な
つ
た
時
に
は…

…

』」
と
語
り

手
に
よ
り
心
情
を
述
べ
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
直
接
的
に
「
彼
」
が
語
っ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
例
か
ら
「
僕
」
と
「
彼
」
の
場
合
の
相
違
を
考
え
て
み
た
い
。「
僕
」
は
一
人
称

で
あ
り
、「
語
り
手
」
も
「
僕
」
自
身
で
あ
る
。「
僕
」
が
直
接
「
聞
き
手
」
に
語
る
。
一
方
、「
彼
」

の
場
合
は
三
人
称
で
あ
り
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
で
は
、
本
来
一
人
称
で
表
現
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

三
人
称
の
「
彼
」
が
主
語
に
な
っ
て
い
る
。「
聞
き
手
」
か
ら
す
れ
ば
「
語
り
手
」
本
人
が
直
接
自

分
を
語
る
の
で
は
な
く
、
別
の
人
物
が
介
在
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
物

が
「
彼
」
の
様
子
や
言
葉
を
「
聞
き
手
」
に
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。
言
わ
ば
、「
彼
」
の
こ
と
を
伝

え
る
「
別
の
視
点
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、「
僕
」
は
そ
の
ま
ま
直
接
伝
わ
る
が
、「
彼
」

は
間
接
的
に
「
聞
き
手
」
に
伝
わ
る
の
で
あ
る
。
必
然
的
に
「
語
り
手
」
と
「
聞
き
手
」
の
間
に

距
離
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
僕
」
は
、
自
分
の
直
接
的
な
言
葉
で
あ
る
が
、

「
彼
」
は
、
語
っ
て
い
る
内
容
が
直
接
で
な
い
分
、
そ
こ
に
は
憶
測
で
あ
っ
た
り
、
曖
昧
な
部
分
、

場
合
に
よ
っ
て
は
想
像
に
よ
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
齟
齬
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。「
彼
」
を
見

て
い
る
人
物
が
存
在
す
る
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
場
合
、「
彼
」
は
「
或
阿
呆
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
「
別
の
視
点
」
は
、「
彼
」
の
様
子
を
伝
え
よ
う
と
す
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

「
序
文
」
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
執
筆
時
の
心
境
、
告
白
的
な
要
素
が
強
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
執
筆
時
の
〈
告
白
〉
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
出
来
事
を
回
想
し

な
が
ら
当
時
の
心
境
も
同
時
に
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
僕
」
の
よ
う
に
直
接
的
な
〈
告
白
〉

は
見
ら
れ
ず
、
客
観
的
、
間
接
的
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
語
る
出

来
事
に
も
時
間
差
が
あ
り
、
客
観
的
に
描
写
す
る
こ
と
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

「
彼
」
の
設
定
に
よ
っ
て
、
両
者
の
時
間
の
壁
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。「
僕
」
と
い
う
主
観
的
な

表
現
で
は
な
く
、「
彼
」
と
い
う
「
語
り
手
」
と
距
離
を
取
る
人
物
を
主
人
公
と
し
て
設
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
な
〈
告
白
〉
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、「
彼
」
の
設
定
は
、
最
も
〈
告
白
〉

に
適
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
全
体
に
「
彼
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、〈
告
白
〉
を
可
能
に
す
る
目
的
で
「
彼
」
を
主
人
公
と
し
て
設
定
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、「
彼
」

を
主
人
公
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
性
が
増
し
、
事
実
の
再
現
と
い
う
意
味
で
は
、
よ
り
信

憑
性
も
高
い
。
人
生
に
お
け
る
場
面
の
一
つ
を
切
り
取
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
三

人
称
に
す
る
こ
と
で
、
真
実
と
し
て
そ
れ
ら
の
出
来
事
が
よ
り
明
確
に
伝
わ
る
、
そ
ん
な
効
果
も

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
「
彼
」
を
設
定
す
る
〈
告
白
〉
に
よ
っ
て
、
芥
川
は
こ
れ
ま
で
得

ら
れ
な
か
っ
た
説
得
力
の
あ
る
〈
告
白
〉
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

〈
告
白
〉
と
は
内
面
の
吐
露
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
身
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
語

る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
意
味
で
は
「
或
阿
呆
の
一
生
」
も

直
接
的
、
間
接
的
の
相
違
は
あ
る
が
、〈
告
白
〉
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先
述
し
た
作
品
構
造

の
形
式
が
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
こ
と
も
、
「
彼
」
を
設
定
し
た
客
観
的
な
〈
告

白
〉
に
は
有
効
で
あ
る
。
そ
の
当
時
の
出
来
事
を
語
る
〈
告
白
〉
方
法
と
は
相
性
が
良
い
気
が
す

る
。
こ
の
表
現
形
式
が
芥
川
に
と
っ
て
は
大
切
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
彼
」
の
設
定
に
よ
っ
て
、

「
語
り
手
」
と
の
距
離
が
生
ま
れ
、
客
観
性
が
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
人
称
を
使
っ
て
い
る

が
、
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
は
主
観
的
で
あ
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
そ
の
よ
う
な
〈
告
白
〉

の
試
み
で
あ
っ
た
。
言
わ
ば
こ
れ
ま
で
試
み
て
き
た
〈
告
白
〉
の
中
で
も
、
芥
川
の
考
え
る
〈
告

白
〉
の
多
様
性
を
試
み
た
実
践
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

の
形
式
は
、
そ
の
場
面
ご
と
の
心
情
を
語
る
方
法
と
し
て
、
芥
川
に
は
適
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ

に
よ
っ
て
、
芥
川
独
自
の
〈
告
白
〉
を
手
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  
 
 
 

（
５
）「
序
文
」
の
意
味 
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内
容
別
に
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
分
類
の
何
れ
に
も
属
さ
な
い
序
文
に
つ
い
て
も
考
察

し
て
お
き
た
い
。
日
付
は
「
六
月
二
十
日
」
で
あ
る
。
こ
の
序
文
は
お
そ
ら
く
「
或
阿
呆
の
一
生
」

の
執
筆
後
、
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
わ
ば
、
本
文
に
対
す
る
「
あ
と
が
き
」
の
よ
う
な
も
の
で
、

こ
の
芥
川
の
言
及
は
作
品
の
理
解
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
全
文
を
引
用
す
る
。 

 
僕
は
こ
の
原
稿
を
発
表
す
る
可
否
は
勿
論
、
発
表
す
る
時
や
機
関
も
君
に
一
任
し
た
い 

と
思
つ
て
ゐ
る
。
君
は
こ
の
原
稿
の
中
に
出
て
来
る
大
抵
の
人
物
を
知
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。

し
か
し
僕
は
発
表
す
る
と
し
て
も
、
イ
ン
デ
キ
ス
を
つ
け
ず
に
貰
ひ
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。 

 
 
 

僕
は
今
最
も
不
幸
な
幸
福
の
中
に
暮
ら
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
不
思
議
に
も
後
悔
し
て
ゐ
な

い
。
唯
僕
の
如
き
悪
夫
、
悪
子
、
悪
親
を
持
つ
た
も
の
た
ち
を
如
何
に
も
気
の
毒
に
感
じ
て

ゐ
る
。
で
は
さ
や
う
な
ら
。
僕
は
こ
の
原
稿
の
中
で
は
少
く
と
も

意
識
的

・

・

・

に
は
自
己
弁
護

を
し
な
か
つ
た
つ
も
り
だ
。（
傍
点
芥
川
） 

 
 

 

最
後
に
僕
の
こ
の
原
稿
を
特
に
君
に
托
す
る
の
は
君
の
恐
ら
く
は
誰
よ
り
も
僕
を
知
つ

て
ゐ
る
と
思
ふ
か
ら
だ
。（
都
会
人
と
云
ふ
僕
の
皮
を
剥
ぎ
さ
へ
す
れ
ば
）
ど
う
か
こ
の
原
稿

の
中
に
僕
の
阿
呆
さ
加
減
を
笑
つ
て
く
れ
給
へ
。 

 
 
 
 
 

昭
和
二
年
六
月
二
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芥
川
龍
之
介 

 
 
 

久
米
正
雄
君 

 

こ
こ
で
ま
ず
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
他
の
五
十
一
章
と
は
違
い
、「
彼
」

で
は
な
く
、「
僕
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
あ
と
が
き
」
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
こ
の
序
文
に
は
、
自
分
自
身
の
直
接
的
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
が
「
彼
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
序
文
の
主
観
性
は
増

大
す
る
と
言
え
よ
う
。 

次
に
久
米
正
雄
へ
「
一
任
し
た
い
」
と
い
う
冒
頭
か
ら
こ
の
序
文
は
始
ま
る
。
発
表
す
る
か
否

か
、
発
表
時
期
、
発
表
機
関
、
す
べ
て
久
米
に
「
一
任
し
た
い
」
と
い
う
筆
者
の
要
望
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
本
来
、
す
べ
て
作
者
本
人
が
指
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
人
に
「
一

任
」
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
の
も
つ
特
異
性
が
冒
頭
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一

任
す
る
理
由
を
「
最
後
に
僕
の
こ
の
原
稿
を
特
に
君
に
托
す
る
の
は
君
の
恐
ら
く
は
誰
よ
り
も
僕

を
知
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
か
ら
だ
。」
と
述
べ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
久
米
か
ら
す
れ
ば
、
芥
川
か
ら
知

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
か
ら
に
は
、
芥
川
自
身
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
差
し
さ
わ
り
の
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
に
迫
ら
れ
、
大
い
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
久
米
に
判
断

を
委
ね
る
こ
と
は
芥
川
に
と
っ
て
好
都
合
な
こ
と
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
最
終
的
に
問
題
が
起
こ

っ
た
場
合
、
自
分
の
意
志
で
な
い
と
言
い
訳
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
悪
く
言
え
ば
、
芥

川
の
責
任
転
嫁
、
無
責
任
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。
し
か
し
、「
一
任
し
た
い
」
と
言
い
な
が
ら

も
、
芥
川
は
、
お
お
よ
そ
久
米
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
く
れ
る
か
、
推
測
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
久
米
の
反
応
を
見
据
え
た
う
え
で
こ
の
冒
頭
を
書

い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
気
が
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
久
米
に
託
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 さ

ら
に
「
イ
ン
デ
キ
ス
を
つ
け
ず
に
貰
ひ
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。」
と
要
望
は
続
く
。
作
中
に
は

夏
目
漱
石
と
西
洋
の
作
家
以
外
、
実
名
は
使
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
相
手
を
完
全
に
特
定
し

た
く
な
い
か
ら
。
つ
ま
り
特
定
す
れ
ば
、
相
手
に
迷
惑
が
か
か
る
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
発
表
後
に
起
き
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
を
、
芥
川
と
し
て
は
回
避
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
依
頼
す
る
久
米
に
了
解
を
得
な
い
ま
ま
、
承
諾
し
て
も
ら
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
一
方
的
な
要
望
を
書
き
、
ま
し
て
内
容
に
つ
い
て
も
多
く
の
危
険
性
を
も
つ
作
品

を
、
芥
川
は
な
ぜ
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
母
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
特
別
な
〈
告

白
〉
方
法
を
続
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
芥
川
と
比
べ
て
も
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
発
表
さ
れ
る

か
否
か
、
久
米
に
託
し
て
い
る
が
、
知
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
言
わ
ば
〈
告
白
〉
す
る
た

め
に
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
イ
ン
デ
キ
ス
を
つ
け
ず
に
貰
ひ
た
い
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り
、
こ

の
作
品
に
お
け
る
〈
告
白
〉
が
真
実
に
近
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
真
実
で

な
け
れ
ば
、
当
然
「
イ
ン
デ
キ
ス
を
つ
け
る
」
こ
と
す
ら
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

続
い
て
「
今
最
も
不
幸
な
幸
福
の
中
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
境
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に

考
え
る
幸
福
で
は
な
く
、「
最
も
不
幸
な
」
幸
福
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
特
有
の
表
現
で
も
あ

り
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、
原
稿
を
書
き
上
げ
た
芥
川
の
心
情
を
推
測
す
れ
ば
、
芥
川
は
本
当
の

意
味
で
の
幸
福
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
根
底
に
あ
る
不
幸
は
拭
い
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
「
少
く
と
も
意
識
的
に
は
自
己
弁
護
を
し
な
か
っ
た
つ
も
り
だ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
表

現
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
は
自
己
弁
護
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
作
品
中
に
書
か
れ
た
〈
告
白
〉
内
容
に
つ
い
て
、
制
限
を
加
え
る
一
方
、
特

殊
な
独
自
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、

〈
告
白
〉
の
内
容
が
、
自
己
の
意
識
を
離
れ
て
真
実
あ
り
の
ま
ま
の
も
の
か
、
ま
た
自
己
弁
護
が

働
い
て
真
実
で
は
な
い
も
の
か
、
全
く
両
義
に
解
釈
で
き
る
よ
う
に
芥
川
が
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、「
都
会
人
と
云
ふ
僕
の
皮
を
剥
」
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
も
す
べ
て
を
知

っ
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
表
現
さ
れ
た
芥
川
の
想
い
は
、
語
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
別
の
解
釈

を
も
で
き
る
、
抜
け
道
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
最
後
を
「
ど
う
か
こ
の
原
稿

の
中
に
僕
の
阿
呆
さ
加
減
を
笑
つ
て
く
れ
給
へ
。」
と
結
ん
で
い
る
が
、「
原
稿
の
中
に
」
と
い
う

限
定
は
、「
作
家
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
の
芥
川
の
姿
の
表
出
で
も
あ
る
。
つ

ま
り
、「
作
家
と
し
て
笑
う
の
は
よ
い
が
、
そ
れ
以
外
の
人
間
と
し
て
は
笑
う
な
。」
と
い
う
意
味

に
も
受
け
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
序
文
を
読
む
だ
け
で
も
、
こ
の
作
品
は
そ
れ
だ
け
〈
告
白
〉
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
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発
表
時
に
「
序
文
」
に
続
い
て
、
久
米
は
次
の
よ
う
な
文
章
を
載
せ
る
。 

 

右
の
遺
志
に
依
り
、
私
は
此
処
に
此
の
原
稿
を
発
表
す
る
。
時
間
も
場
所
も
、
最
も
自
然

な
状
態
だ
と
信
じ
て
。―

―

が
、
其
点
に
就
て
、
幾
ら
か
の
粗
洩
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
遺
霊

に
対
し
て
詫
び
る
外
は
な
い
。 

云
ふ
迄
も
な
く
、
是
は
故
人
の
「
自
伝
的
エ
ス
キ
ス
」
で
あ
る
。（
原
稿
に
は
さ
う
割
註
が

し
て
あ
つ
て
、
抹
消
さ
れ
て
あ
る
。
消
し
て
あ
る
文
句
を
、
玆
に
発
表
す
る
の
も
如
何
か
と

は
思
は
れ
る
が
、
幾
ら
か
で
も
さ
う
云
ふ
割
註
を
し
た
い
意
志
が
あ
つ
た
や
う
に
思
ふ
の
で
、

玆
に
敢
て
補
註
し
て
置
く
。）
が
、
更
に
云
ふ
迄
も
な
く
、
是
は
一
個
の
「
作
品
」
で
あ
る
。

私
は
此
の
発
表
に
際
し
て
、
故
人
が
私
に
嘱
し
た
如
く
、
私
か
ら
読
者
に
、
此
の
中
に
出
て

来
る
人
物
に
対
し
て
、
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ツ
ク
な
、
乃
至
は
ゴ
シ
ツ
プ
的
な
、
違
ふ
形
式

の
「
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
」
は
付
け
ず
に
置
い
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。 

 
 

そ
れ
か
ら
原
稿
に
は
、
左
の
脱
字
乃
至
は
誤
字
と
目
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
も
つ
と
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
気
付
い
た
も
の
だ
け
を
記
し
て
置
く
。
明
に
誤
脱
だ
と
分
つ
て
は
居

て
も
、
訂
正
す
る
事
が
出
来
な
い
の
は
悲
し
い
。 

 
 

以
上
、
遺
文
を
汚
す
恐
れ
を
抱
き
乍
ら
、
敢
て
数
行
の
プ
レ
フ
エ
ー
ス
を
付
け
る
。
イ
ン

デ
ツ
ク
ス
で
な
い
か
ら
故
人
も
許
し
て
呉
れ
る
だ
ら
う
。（
久
米
正
雄
識
） 

 
 

久
米
に
拠
れ
ば
、「
ス
ト
リ
ン
ベ
リ
イ
」
は
「
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
」
、「
運
命
を
荷
つ
た
」
は
「
運

命
に
荷
つ
た
」、「
力
強
い
」
は
「
力
虫
い
」
な
ど
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

既
に
「（
３
）
作
品
構
造
」
の
中
で
述
べ
た
が
、
関
口
氏
（
先
掲
論
文
）
は 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
決
し
て
十
分
に
練
ら
れ
た
作
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
こ
れ
を
久
米
正
雄
が
『
改
造
』
に
発
表
し
た
際
に
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
自
筆
原

稿
に
か
な
り
の
「
脱
字
乃
至
は
誤
字
と
見
る
べ
き
も
の
」
が
あ
る
こ
と
と
も
か
か
わ
る
。
芥

川
は
こ
こ
に
「
自
尊
心
や
懐
疑
主
義
や
利
害
の
打
算
」（「
四
十
九 

剝
製
の
白
鳥
」）
を
離
れ
、

細
か
な
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
、
自
己
の
詩
と
真
実
の
表
現
に
向
っ
た
。
し
か
し
、
も

は
や
彼
に
は
十
分
に
作
を
推
敲
す
る
ゆ
と
り
は
な
か
っ
た
。 

と
、
指
摘
し
て
い
る
。「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
作
品
自
体
の
芥
川
特
有
の
構
成

と
細
部
に
わ
た
る
微
妙
な
心
理
描
写
と
的
確
な
表
現
は
、
他
の
作
品
に
劣
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ま
し
て
、「
誤
字
」
、「
推
敲
す
る
ゆ
と
り
は
な
か
つ
た
」
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
時
間
が
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
内
容
重
視
で
あ
り
、〈
告
白
〉
を
優
先

し
た
か
ら
で
あ
り
、〈
告
白
〉
す
る
こ
と
へ
の
意
識
が
強
く
、
表
記
の
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、

自
分
が
思
い
つ
く
ま
ま
表
現
し
た
結
果
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

久
米
に
託
し
た
意
味
は
何
か
。
芥
川
に
と
っ
て
〈
告
白
〉
の
問
題
は
死
ぬ
間
際
ま
で
自
ら
に
問

い
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
と
し
て
〈
告
白
〉
す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
常
に
〈
告

白
〉
に
つ
い
て
は
自
分
自
身
に
問
い
か
け
、
そ
の
時
に
応
じ
た
方
法
で
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
試
み
て
い
な
い
内
容
に
ま
で
最
後
踏
み
込
み
、
完
成
し
た
時
、
果
た
し
て
こ
れ
を
発
表

し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
自
分
だ
け
な
く
登
場
人
物
の
こ

と
を
よ
く
知
る
親
友
、
久
米
に
そ
の
発
表
の
是
非
を
問
う
。
作
家
と
し
て
生
き
た
芥
川
の
遺
稿
で

あ
る
「
或
阿
呆
の
一
生
」
を
親
友
に
託
す
。
中
々
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
芥
川
の
〈
告
白
〉
へ

の
決
意
と
、
お
互
い
の
友
情
の
深
さ
故
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
己
放
棄
、
そ
し
て
久
米
へ

の
自
己
弁
護
を
読
み
取
る
前
に
、
自
分
の
作
家
人
生
の
こ
だ
わ
り
で
あ
っ
た
〈
告
白
〉、
即
ち
作
家

と
し
て
の
着
地
点
を
、
親
友
に
決
め
て
も
ら
う
と
考
え
る
久
米
へ
の
信
頼
度
の
高
さ
と
、
そ
れ
に

応
え
る
久
米
と
の
友
情
の
深
さ
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅲ 

改
変
の
考
察 

 
 

（
１
）
題
名
・
章
題
の
再
考
察 

 
 

 ま
ず
、
作
品
の
題
名
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
表
題
に
つ
い
て
は
何
度
か

訂
正
さ
れ
て
い
る
。 

①
原
題
は
原
稿
用
紙
二
行
目
に
「
彼
の
夢―

―

自
伝
的
エ
ス
キ
ス―

―

」
と
な
っ
て
い
る
。 

②
そ
の
次
に
、
そ
れ
が
ペ
ン
で
消
さ
れ
、
そ
の
右
側
の
原
稿
用
紙
一
行
目
に
「
神
話

し

ん

わ

」
と
仮 

名
が
ふ
ら
れ
た
題
名
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で
原
題
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
自
伝
的
エ
ス
キ
ス
」

が
消
え
た
の
か
残
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

③
さ
ら
に
「
神
話

し

ん

わ

」
が
消
さ
れ
、
左
側
の
原
稿
用
紙
三
行
目
に
現
在
の
タ
イ
ト
ル
「
或
阿
呆
の 

 
 

一
生
」
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。 

原
稿
用
紙
の
書
か
れ
た
箇
所
、
所
謂
、
マ
ス
目
及
び
行
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
順
で
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
は
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
エ
ス
キ
ス
（esquiss

）」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
下
絵
、

ス
ケ
ッ
チ
、
草
案
な
ど
の
意
味
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
変
更
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
で
は
、
少
な
く
と
も
原
題
に
は
「
彼
の
夢
」
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
章
の
内

容
か
ら
す
れ
ば
そ
こ
に
希
望
を
見
出
せ
る
よ
う
な
「
夢
」
と
し
て
の
要
素
は
な
い
。
で
は
、
書
か

れ
て
い
る
内
容
が
す
べ
て
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
否
定
的
な
も
の
な
の
か
。
も
し
、
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
死
を
前
に
し
て
書
く
べ
き
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
理
解
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
で
は
ど
こ
が
「
彼
の
夢
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
か
ら
考
え
て
夢
で
な

い
と
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
行
為
自
体
が
「
彼
の
夢
」
な
の
で
は
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、

語
ろ
う
と
し
た
内
容
へ
の
試
み
こ
そ
が
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
夢
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
実
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現
に
芥
川
は
夢
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
自
ら
の
執
筆
に
対
す
る
方

法
だ
け
で
な
く
内
容
を
振
り
返
っ
た
時
、
芥
川
の
中
で
は
、
自
分
が
考
え
て
い
た
よ
り
は
自
己
の

〈
告
白
〉
が
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
夢
で
は
な
く
、
芥
川
か
ら

す
れ
ば
、
自
伝
と
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
②
に
あ
る
よ
う

に
、「
神
話
」
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を
事
実
と
は
違
う
も
の
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
最
後
③
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
を
克
服
す
る
一
つ
の
手
立
て
と
し

て
、「
自
伝
的
エ
ス
キ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
が
、「
夢
」、「
神
話
」
ど
ち
ら
も
不
十
分

と
感
じ
、
こ
れ
ま
で
の
「
堀
川
保
吉
」、「
大
導
寺
信
輔
」
の
よ
う
に
、「
或
阿
呆
」
と
称
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直
し
、
卑
下
す
る
こ
と
で
し
か
、〈
告
白
〉
を
可
能
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
即
ち
、
自
分
の
事
を
さ
ら
け
出
す
た
め
に
は
、
こ
こ
ま
で
自
分
を
追
い
つ

め
、
罵
ら
な
け
れ
ば
、
芥
川
は
自
分
を
書
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

続
い
て
章
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
き
た
い
。
す
で
に
「
Ⅱ 

作
品
全
体
の
考
察
」「（
３
）
作
品

の
構
造
」
で
章
題
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
原
稿
に
着
目
し
て
考
え
て
み
た

い
。
原
稿
か
ら
、
明
確
に
改
変
し
て
い
る
章
題
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
九
章
の
「
處
女
作
」
か

ら
「
死
体
」
へ
の
改
変
で
あ
る
。
作
品
を
書
く
た
め
に
死
体
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、

そ
の
「
死
体
」
が
そ
の
ま
ま
章
題
に
な
っ
て
い
る
。
変
更
さ
れ
る
前
の
「
處
女
作
」
の
方
が
、
創

作
に
つ
い
て
彼
が
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
相
応
し
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な

直
接
的
な
表
現
は
避
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
あ
り
き
た
り
な
「
處
女
作
」

と
い
う
章
題
を
意
図
的
に
回
避
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。「
處
女
作
」
と
比
較
し
た
場

合
、「
死
体
」
は
、
創
作
に
つ
い
て
の
こ
と
だ
と
は
普
通
は
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
處

女
作
」
で
あ
れ
ば
、
創
作
に
つ
い
て
の
章
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
「
死
体
」

の
方
が
印
象
的
な
表
現
で
あ
り
、
処
女
作
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
作
家
と
し
て
の
意
気
込
み
と
そ

の
創
作
態
度
は
「
死
体
」
の
方
が
よ
り
強
く
印
象
に
残
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
つ
目
は
二

十
六
章
の
「
彫
刻
」
か
ら
「
古
代
」
へ
の
改
変
で
あ
る
。
実
際
は
彫
刻
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
現
実
の
喜
び
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
古
代
の
魅
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
魅
力
は

古
代
か
ら
現
代
に
も
通
じ
て
い
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。
そ
の
時
空
を
超
え
た
魅
力
が

逆
に
具
体
性
を
欠
き
、
抽
象
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
章
題
の
改
変

は
、
何
れ
も
、
章
題
自
体
が
内
容
を
端
的
に
表
す
も
の
で
は
な
く
、
章
題
だ
け
で
は
内
容
を
わ
か

り
辛
く
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
Ⅱ 

作
品
全
体
の
考
察
」

「（
３
）
作
品
の
構
造
」
で
考
察
し
た
よ
う
な
抽
象
的
な
章
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

（
２
）
内
容
別
の
再
考
察 

  

こ
こ
で
は
、「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」
の
「（
２
）
内
容
別
の
考
察
」
に
つ
い
て
、
分
析
結
果
を
再
確

認
し
て
み
た
い
。
冒
頭
の
「
一 

時
代
」
の
中
で
「
あ
た
り
は
暮
れ
か
か
つ
て
来
た
」
か
ら
「
日
の

暮
は
迫
り
出
し
た
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。（
傍
線
引
用
者
、
以
下
も
同
様
）
自
然
に
日
が
暮
れ
、

そ
し
て
ま
だ
完
全
で
は
な
く
日
は
残
っ
て
い
る
。「
迫
り
出
し
た
」
は
そ
の
自
然
性
を
打
ち
破
る
か

の
よ
う
に
押
し
迫
っ
て
い
る
。
死
を
前
に
し
て
こ
の
作
品
を
書
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
る
。
し
か
も
そ
の
後
、「
彼
は
」
と
続
く
前
に
「
し
か
し
」
を
入
れ
「
本
の
背
文
字
を
読
み

つ
づ
け
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
「
読
み
つ
づ
け
た
」
こ
と
か
ら
強
い
信
念
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
。
ま
し
て
そ
の
姿
は
「
薄
暗
が
り
と
戦
ひ
な
が
ら
」
と
描
写
さ
れ
る
。
そ

し
て
芥
川
の
人
生
観
を
表
す
言
葉
、
文
学
の
価
値
を
、「
人
生
は
一
行
の
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
に
も
若
か

な
い
」
と
述
べ
る
。
原
稿
に
は
「
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
に
」
と
「
も
」
が
な
く
、
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
若
か
な
い
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
足
元
に
も
及
ば
な
い
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
一
字

一
句
の
訂
正
は
、
表
現
へ
の
こ
だ
わ
り
と
考
え
ら
れ
る
。 

続
い
て
、「
二 

母
」
の
中
で
「
狂
人
は
皆
鼠
色
の
着
物
を
着
て
ゐ
た
」
が
「
狂
人
た
ち
は
皆
同

じ
や
う
に
鼠
色
の
着
物
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
狂
人
た
ち
」
と
複
数
人
に
、

「
同
じ
や
う
に
」
と
付
け
足
さ
れ
、
最
後
は
「
着
て
ゐ
た
」
も
「
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
」
に
変
え
ら

れ
て
い
る
。
母
に
限
定
し
、
特
別
な
こ
と
と
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
存
在
す
る
狂
人
の
一
人
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
し
か
も
狂
人
の
様
子
が
受
動
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
自
分
の
意
思
で
の
行

為
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
改
変
か
ら

も
複
数
、
受
動
的
な
表
現
の
必
要
性
の
裏
付
け
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
狂
人
の
意
思
」

で
は
な
い
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
直
接
的
に
母
が
狂
人
で
あ
る
こ

と
を
語
ら
ず
、
狂
人
た
ち
の
姿
か
ら
間
接
的
に
母
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
「
二 

母
」
の
中
で
、「
彼
の
母
も
十
年
前
に
は
彼
等
と
変
ら
な
か
つ
た
。」
に
つ
い
て
、

「
彼
」
と
書
き
か
け
、「
少
し
も
」
に
書
き
変
え
ら
れ
、「
彼
の
母
も
十
年
前
に
は
少
し
も
彼
等
と

は
変
ら
な
か
つ
た
。」
に
改
変
し
て
い
る
。
後
の
「
少
し
も
」
と
合
わ
せ
て
も
、
母
の
様
子
を
表
現

す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
は
い
な
い
。
一
方
、
伯
母
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
三 

家
」
の

中
で
「
彼
は
喧
嘩
を
し
て
も
愛
を
感
じ
て
ゐ
た
。」
か
ら
「
彼
は
彼
の
伯
母
に
誰
よ
り
も
愛
を
感
じ

て
ゐ
た
。」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。「
喧
嘩
を
し
て
い
て
も
」
と
い
う
表
面
的
な
行
動
で
表
現
し
て

「
愛
を
感
じ
て
ゐ
た
」
こ
と
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、「
誰
よ
り
も
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
伯
母
へ

の
愛
が
最
上
級
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
何
度
も
互
に
愛
し
合
ふ
も
の
は
苦

し
め
合
ふ
の
か
を
考
へ
た
り
し
た
」
の
描
写
で
も
、
原
稿
で
は
「
何
度
も
」
を
一
度
書
い
て
消
し

た
後
、
も
う
一
度
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
考
え
た
う
え
で
、
伯
母
の
影
響
の
大
き
さ
を
身

に
染
み
て
感
じ
て
い
る
気
が
す
る
。 

 

次
に
「
五 

我
」
で
は
、
「
そ
れ
は
彼
に
は
彼
の
知
ら
な
い
世
界
へ
、―

―

神
々
に
近
い
『
我
』

の
世
界
へ
彼
自
身
を
解
放
し
た
。」
か
ら
「
そ
の
言
葉
は
彼
の
知
ら
な
い
世
界
へ―

―

神
々
に
近
い

『
我
』
の
世
界
へ
彼
自
身
を
解
放
し
た
。」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
先
輩
の
「
何
、
唯
乗
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つ
て
ゐ
た
か
つ
た
か
ら
。」
と
い
う
「
言
葉
」
自
体
を
問
題
に
し
て
い
る
章
で
あ
り
、
内
容
に
則
し

た
改
変
で
あ
る
。
ま
た
、「
七 

畫
」
の
「
彼
は
写
真
版
の
中
に
も
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
る
色
々
を

感
じ
た
。」
か
ら
「
彼
は
写
真
版
の
中
に
も
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
る
自
然
を
感
じ
た
。」
の
改
変
で

あ
る
が
、
作
品
世
界
で
は
直
接
で
な
い
「
写
真
版
」
か
ら
も
「
自
然
を
感
じ
」
て
い
た
こ
と
を
示

し
た
章
で
あ
り
、「
自
然
」
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
八 

火
花
」
で
は
「
空
中
の

火
花
だ
け
は
欲
し
い
と
思
つ
た
。
つ
か
ま
え
た
か
つ
た
。」
か
ら
「
凄
ま
じ
い
空
中
の
火
花
だ
け
は

命
と
取
り
換
へ
て
も
つ
か
ま
へ
た
か
つ
た
。」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。「
空
中
の
」
が
消
さ
れ
、
次

に
「
凄
ま
じ
い
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
最
後
「
凄
ま
じ
い
空
中
の
」
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
え
「
火
花
だ
け
は
欲
し
い
と
思
つ
た
」
か
ら
「
命
と
取
り
換
へ
て
も
つ
か
ま
へ
た
か
つ
た
」

と
改
変
さ
れ
て
お
り
、「
火
花
」
の
様
子
が
よ
り
具
体
的
に
描
写
さ
れ
る
に
伴
い
、
手
に
入
れ
た
い

心
情
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
「
九 

死
體
」
で
は
死
体
の
様
子
を
「
熟
し
た
杏
」
か
ら
「
腐

敗
し
た
杏
」
に
改
変
さ
れ
、
作
中
の
嗅
覚
の
表
現
に
も
重
な
る
が
、
不
快
さ
が
強
調
さ
れ
、
創
作

の
た
め
に
死
体
を
手
に
入
れ
る
思
い
の
強
さ
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
十
三 

先
生
の
死
」

で
は
「
雨
上
が
り
の
風
は
風
の
中
に
或
停
車
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
歩
い
て
ゐ
た
。
」
か
ら

「
彼
は
雨
上
が
り
の
風
の
中
に
或
停
車
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
新
し
い
停
車
場
を
歩
い
て
ゐ

た
。」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。「
新
し
い
停
車
場
」
と
、「
新
し
い
」
が
加
え
ら
れ
、
電
車
を
待
つ
彼

の
姿
を
、
漱
石
の
死
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
「
新
し
い
」
と
描
写
さ
れ
、
岐
路
に
立
っ
て

い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
ま
た
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
往
来
し
た
。」
か
ら
「
歓
び
に
近

い
苦
し
み
を
感
じ
た
。」
に
大
幅
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
始
め
は
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た

様
子
を
描
写
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
時
の
感
情
ま
で
は
描
写
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

続
い
て
女
性
に
関
す
る
こ
と
で
も
改
変
は
見
ら
れ
る
。「
二
十
一 

狂
人
の
娘
」
で
は
「
後
の
人

力
車
に
乗
つ
て
ゐ
た
彼
は
少
し
も
興
奮
を
感
じ
て
ゐ
な
い
彼
自
身
を
怪
み
な
が
ら
、
前
の
人
を
こ

こ
へ
導
い
た
も
の
の
何
で
あ
る
か
を
考
へ
て
ゐ
た
。」
と
原
稿
に
あ
る
が
、「
興
奮
を
感
じ
て
ゐ
な

い
彼
自
身
」
を
「
こ
の
ラ
ン
・
デ
・
ブ
ウ
に
興
味
の
な
い
こ
と
」、「
前
の
人
」
を
「
彼
自
身
」
に

改
変
し
て
い
る
。
考
察
で
も
述
べ
た
が
、「
前
」、「
後
」
の
関
係
を
気
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

証
と
し
て
こ
の
章
は
二
台
の
人
力
車
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
最
初
原
稿
で

も
「『
狂
人
の
娘
』
は

（
マ
マ
）)

車
は
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
書
き
直
さ
れ
「
二
台
の
人
力
車
は
」
に 

な
っ
て
い
る
。「
田
舎
道
」
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、「
薄
曇
つ
た
田
舎
道
」
か
ら
「
人
気
の
な

い
曇
天
の
田
舎
道
」
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、「
田
舎
道
」
に
も
特
別
の
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
女
の
こ
と
を
「
元
来
頭
の
鈍
い
」
か
ら
「
動
物
的
本
能
ば
か
り
」

と
具
体
的
に
彼
女
の
特
徴
を
描
写
し
て
い
る
。
次
に
「
二
十
七 

ス
パ
ル
タ
式
訓
練
」
で
も
考
察
し

た
よ
う
に
、
原
稿
で
は
「
そ
こ
へ
幌
を
か
け
た
人
力
車
が
一
台
、
ま
つ
直
ぐ
に
向
う
か
ら
進
ん
で

来
た
。
」
と
あ
る
が
、
「
進
ん
で
来
た
。
」
は
の
ち
に
「
近
づ
い
て
来
た
。
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

相
手
か
ら
自
分
へ
と
い
う
方
向
性
は
大
切
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
「
十
八 

月
」

の
原
稿
で
は
「
今
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
寂
し
さ
を
感
じ
た
。」
の
箇
所
は
「（
彼
等
は
一
面
識
も
な

い
間
が
ら
だ
つ
た
。）」
の
前
に
あ
る
が
、
完
成
稿
で
は
後
ろ
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
、「
一
面
識
も
な

い
間
が
ら
」
で
な
い
が
括
弧
で
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
寂
し
さ
」
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
た

め
の
移
動
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

（
３
）
特
徴
的
な
表
現
の
再
考
察 

  

「
Ⅱ 

作
品
全
体
の
考
察
」
の
「（
２
）
特
徴
的
表
現
の
分
析
」
で
考
察
し
た
「
曇
り
」、「
い
つ

か
」
に
つ
い
て
も
原
稿
で
の
改
変
の
跡
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
は
「
四 

東
京
」
の
中
で
、「
隅

田
川
は
日
の
光
り
に
曇
っ
て
ゐ
た
。
」
か
ら
「
隅
田
川
は
ど
ん
よ
り
曇
っ
て
ゐ
た
」
と
、
曇
り
方
が

「
ど
ん
よ
り
」
に
な
っ
て
お
り
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
作
中
に
「
暗
」
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。「
ど
ん
よ
り
」
が
示
す
心
象
風
景
こ
そ
が
、
の
ち
に
作
り
上
げ
た
作
品
世
界
で
あ
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
。
ま
た
「
江
戸
以
来
の
向
う
島
の
桜
に
彼
自
身
を
見
い
出
し
て
ゐ
た
」
か
ら
「
江
戸

以
来
の
向
う
島
の
桜
に
い
つ
か
彼
自
身
を
見
い
出
し
て
ゐ
た
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。「
い
つ
か
」

と
い
う
自
分
自
身
の
意
識
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
な
い
言
葉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三

十 

雨
」
で
も
、「
浜
木
綿
の
花
は
こ
の
雨
の
中
に
次
第
に
腐
つ
て
行
く
ら
し
か
つ
た
。」
と
原
稿
に

あ
る
が
、「
次
第
に
」
が
「
い
つ
か
」
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
考
察
し
た
よ
う
に
「
い
つ
か
」
の
表

現
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
「（
４
）
作
品
に
お
け
る
『
彼
』
の
設
定
」
と
合
わ
せ
て
確
認
し
て
み
た
い
。「
四
十 

 

嘘
」
の
改
変
に
つ
い
て
順
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

①
「
彼
の
将
来
は
薄
暗
か
つ
た
。
何
の
希
望
も
与
へ
な
か
つ
た
。」 

②
「
彼
の
将
来
は
彼
の
目
に
は
日
の
暮
の
や
う
に
何
の
希
望
も
与
へ
な
か
つ
た
。」 

③
「
彼
の
将
来
は
少
く
と
も
彼
に
は
日
の
暮
の
や
う
に
薄
暗
か
つ
た
。
」 

彼
の
将
来
の
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
「
薄
暗
い
」
と
い
う
言
葉
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
「
何
の
希
望
も
与
へ
な
か
つ
た
。
」
と
い
う
意
識
的
な
心
情
は
消
え
、
そ
の
分
、

象
徴
的
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
彼
の
目
」
、「
彼
に
は
」
と
言
葉
は
変
化
し
、
自
分
自
身

の
特
別
な
視
点
が
加
わ
り
、
意
識
的
に
自
分
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
品
世
界

を
見
る
だ
け
で
は
、
単
に
象
徴
的
な
描
写
で
あ
り
明
確
に
は
理
解
し
に
く
い
が
、
原
稿
に
よ
り
、

「
薄
暗
い
」
こ
と
と
「
希
望
」
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
「
彼
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
彼
の
目
」
は
、
先
ほ
ど
の
「
四 

東
京
」
の
続
き
の
「
桜

は
長
い
堤
の
上
に
襤
褸
に
近
い
花
を
盛
り
上
や
う
に
」
か
ら
「
花
を
盛
つ
た
桜
は
彼
の
目
に
は
一

列
の
襤
褸
の
や
う
に
憂
鬱
だ
つ
た
。
」
へ
の
改
変
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
桜
の
咲
い
て
い
る
様
子
を

「
襤
褸
に
近
い
花
を
盛
り
上
や
う
に
」
と
間
接
的
に
描
写
し
て
い
る
が
、
改
変
に
よ
っ
て
「
彼
の

目
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
直
接
的
に
「
花
を
盛
つ
た
桜
」
が
「
憂
鬱
だ
つ
た
」
と
見
て
い
る
。
花

盛
り
な
桜
に
も
本
来
の
良
さ
を
見
出
せ
な
い
彼
の
特
別
な
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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最
後
に
「
Ⅱ 

作
品
全
体
の
考
察
」
の
「（
５
）
序
文
の
意
味
」
で
、
先
述
し
た
「
僕
の
」
の
引

用
に
つ
い
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
い
。「
最
後
に
こ
の
原
稿
を
」
か
ら
「
最
後
に
僕

の
こ
の
原
稿
を
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
都
会
人
と
云
ふ
」
か
ら
「
都
会
人
と
云
ふ
僕
の

皮
を
」
へ
と
改
変
さ
れ
、「
云
ふ
」
の
あ
と
「
皮
」
を
書
こ
う
と
し
て
「
僕
の
」
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
僕
の
」
を
入
れ
、「
彼
」
と
区
別
し
て
、
自
分
自
身
の
事
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
は
「
僕
」
の
使
用
は
九
回
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
か
ら
見

て
、
本
文
中
の
「
彼
」
と
は
区
別
し
、「
僕
」
を
明
ら
か
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

以
上
の
よ
う
に
原
稿
か
ら
完
成
稿
へ
の
改
変
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
小

論
の
作
品
世
界
の
考
察
を
よ
り
明
確
に
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
原
稿
と
完
成
さ
れ
た
作
品
を
比
較

し
た
時
、
改
変
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
完
成
さ
れ
た
作
品
世
界
が
そ
れ
だ
け
芥
川
の
伝
え
よ
う
と

す
る
真
実
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

 
 
 

 

お
わ
り
に 

  

「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
芥
川
文
学
の
集
大
成
で
あ
る
。
従
っ
て
多
く
の
問
題
を
内
在
し
た
作

品
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
一
方
向
か
ら
の
考
察
で
は
な
く
、
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
作
品
を

考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
な
る
べ
く
作
品
を
多
角
的
に
捉
え

る
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
考
察
を
試
み
て
き
た
。
結
論
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
煩
雑
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
た
め
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
も
う
一
度
、
考
察
順
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を

ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
、「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」
で
は
、
作
品
全
体
を
理
解
す
る
た
め
に
「（
１
）
内
容
別
の
分
類
」

を
試
み
、「（
２
）
内
容
別
の
考
察
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
①
実
母
」
の
実
母
に
つ
い
て
は
、
発
狂

の
問
題
に
触
れ
な
が
ら
も
、
実
母
の
こ
と
だ
け
を
直
接
見
つ
め
る
の
で
は
な
く
、
狂
人
の
中
の
一

人
と
し
て
間
接
的
に
見
て
い
る
。
ま
た
、「
②
養
父
母
・
伯
母
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
結
婚
生
活
な
ど
、
彼
の
生
涯
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

決
し
て
幸
せ
と
は
言
え
な
い
が
、
複
雑
な
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、「
③
女
性
関

係
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
女
性
に
つ
い

て
、
隠
す
こ
と
な
く
自
分
の
心
情
を
明
確
に
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
隠
し
て
お
き
た

い
こ
と
を
隠
そ
う
と
は
せ
ず
、
積
極
的
に
自
分
の
こ
と
を
さ
ら
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
女
性
を
象
徴
す
る
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
女

性
か
ら
、
嫌
悪
を
感
じ
て
い
る
女
性
、
知
性
的
な
女
性
、
そ
し
て
心
中
を
考
え
た
女
性
ま
で
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
④
身
近
な
出
来
事
」
で
は
、
起
こ
っ
た
地
震
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、

身
内
の
不
幸
と
い
っ
た
事
実
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
不
安
や
怒
り
、
耐
え
忍
ぶ
心
情
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
「
⑤
生
活
・
病
・
死
」
で
は
、
自
分
自
身
、
病
気
、
死
に
つ
い
て
ま

で
、
起
こ
っ
た
事
実
そ
の
ま
ま
を
語
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
た
自
分
の
体
験
に
つ
い
て
の
心
情
が
冷

静
に
客
観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
「
⑥
創
作
」
で
は
、
章
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

様
々
な
視
点
か
ら
、
芸
術
、
創
作
へ
の
自
分
の
考
え
な
ど
、
作
家
と
し
て
の
自
分
の
心
情
を
語
っ

て
い
る
。
ま
た
「
⑦
人
物
」
で
は
、
夏
目
漱
石
を
は
じ
め
、
影
響
を
受
け
た
人
物
に
つ
い
て
、
象

徴
的
な
描
写
に
よ
り
、
師
へ
の
想
い
や
作
家
と
し
て
の
心
情
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
「
⑧
『
或

阿
呆
の
一
生
』
の
執
筆
」
で
は
、
自
叙
伝
を
書
く
意
欲
と
困
難
、
そ
れ
に
最
後
書
き
上
げ
た
満
足

感
が
語
ら
れ
て
い
る
。
最
後
「
⑨
人
生
観
」
は
冒
頭
、
収
束
部
の
二
章
で
あ
る
。
冒
頭
は
文
学
に

価
値
を
見
出
し
な
が
ら
、
二
十
歳
か
ら
始
ま
る
作
家
人
生
を
回
想
す
る
。
ま
た
、
収
束
部
は
、
語

っ
て
き
た
各
章
を
総
括
し
て
、
作
家
人
生
に
終
焉
の
自
分
の
姿
を
綴
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
内
容
別
に
九
項
目
に
分
類
し
、
論
じ
て
き
た
考
察
の
結
果
、
最
終
的
に
、
「
①
実

母
」、「
②
養
父
母
・
伯
母
」
は
「
家
に
関
す
る
こ
と
」、「
③
女
性
関
係
」
は
「
女
性
に
関
す
る
こ

と
」
、
「
④
身
近
な
出
来
事
」
、
⑤
「
生
活
・
病
・
死
」
は
「
自
分
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
⑥
創
作
」
、

「
⑦
人
物
」、「
⑧
『
或
阿
呆
の
一
生
』
の
執
筆
」、「
⑨
人
生
観
」
は
「
創
作
に
関
す
る
こ
と
」
の

四
つ
に
大
き
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
項
目
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
こ
と
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
、
先
行
研
究
を
参
考

に
考
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
概
ね
事
実
に
沿
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
表
現
方
法
は
、
比
喩
な

ど
に
よ
る
象
徴
的
な
表
現
、
表
現
に
込
め
ら
れ
た
繊
細
な
深
い
心
情
、
構
築
さ
れ
た
作
品
構
造
を

用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、〈
告
白
〉
に
比
重
を
置
い
た
、
彼
な
り
の
事
実
の
〈
告
白
〉

を
目
的
と
し
て
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
作
家
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た

〈
告
白
〉
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。 

「
Ⅱ 

作
品
全
体
に
お
け
る
考
察
」
に
お
い
て
は
、
各
章
だ
け
の
考
察
に
限
定
す
る
の
で
は
な

く
、
作
品
世
界
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
全
体
的
に
捉
え
よ
う
と
考
察
し
た
。
ま
ず
「（
１
）
特
徴
的

な
表
現
一
覧
表
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に
「（
２
）
特
徴
的
な
表
現
」
を
分
析
し
た
。
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
作
品
全
体
に
「
薄
暗
い
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
と
関
連
す
る
よ

う
に
作
品
に
は
「
光
」
に
関
す
る
表
現
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
「
或
阿
呆
の
一
生
」

の
作
品
中
に
は
、
人
生
を
振
り
返
っ
た
作
品
の
「
明
」
と
「
暗
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
作
品
全
体
に
嗅
覚
、
植
物
、
道
な
ど
が
作
品
世
界
の
中
で
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「（
３
）
作
品
の
構
造
」
で
は
、
断
章
の
集
合
帯
の
よ
う
な
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
形
式
の
た
め
、
各
章

同
士
の
繋
が
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
章
題
、
配
列
、
構
成
の
面
か
ら
、
作
品
全
体
を
意
識

し
て
構
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「（
４
）
作
品
に
お
け
る
『
彼
』
の
設
定
」
で
は
、

初
め
て
「
彼
」
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
告
白
方
法
を
一
歩
進
め
た
方
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
、「（
５
）『
序
文
』
の
意
味
」
で
は
、〈
告
白
〉
す
る
た
め
の
芥
川
の
工
夫
と
方
法
を
探
り
、

〈
告
白
〉
を
よ
り
可
能
に
す
る
た
め
の
序
文
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

最
後
、「
Ⅲ 

改
変
の
考
察
」
に
お
い
て
、「（
１
）
題
名
・
章
題
の
再
考
察
」、「（
２
）
内
容
別
の
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再
考
察
」、「
（
３
）
特
徴
的
な
表
現
の
再
考
察
」
の
三
つ
に
分
け
、
原
稿
か
ら
直
接
聞
こ
え
て
く
る

芥
川
の
声
を
聞
く
よ
う
に
努
め
、
小
論
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
再
確
認
し
、
実
証
的
に
捉
え
る

こ
と
を
目
的
に
考
察
し
た
。 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
「
一
生
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
自
分
の
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
二
十
歳
」
は
芥
川
に
と
っ
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
在
学
し
、
作
家
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
芥
川
の
「
一
生
」
が
作
家
生
活
と
深
く
結
ば
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
語
ら
れ
た
内
容
は
、
そ
の
年
齢
当
時
を
回
顧
し
な
が
ら
も
執
筆
当

時
の
心
境
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
作
品
世
界
は
、
久
米
正
雄
、
関
口
氏
が

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
誤
字
脱
字
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
構
築
さ
れ
た
内
容

で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、「
Ⅰ 

各
章
の
考
察
」
の
「（
２
）
内
容
別
の
考
察
」
で

述
べ
た
よ
う
に
、
細
部
に
わ
た
る
比
喩
や
象
徴
的
な
表
現
、
構
築
さ
れ
た
作
品
構
造
な
ど
、
芥
川

特
有
の
表
現
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
他
の
作
品
と
同
様
に
作
品
世
界
が
存
在
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
久
米
正
雄
へ
の
依
頼
文
や
実
際
の
文
へ
の
遺
書
を
見
る
と
、
死
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、

事
細
か
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
死
後
の
こ
と
を
考
え
、
起
こ
り
得
る
不
都
合
な
事
態
を
避
け

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
萩
原
朔
太
郎
は
「
実
に
彼
は
、
死
に
よ
つ
て
そ
の
『
芸
術
』
を
完
成
し
、

合
せ
て
彼
の
中
の
『
詩
人
』
を
実
証
し
た
」（「
芥
川
龍
之
介
の
死
」『
改
造
』
昭
和
二
・
九
）
と
語

っ
て
い
る
が
、
遺
書
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
と
し
て
の
芥
川
の
〈
告
白
〉
が
完

成
し
た
。
つ
ま
り
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
芥
川
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
が
完
成
す
る
。
言

わ
ば
、
死
ぬ
こ
と
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
自
伝
は
生
の
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
回
想
さ
れ
、
書
き
始
め
ら
れ
た
自

伝
な
の
で
あ
る
。
死
を
前
に
し
て
書
か
れ
た
「
或
阿
呆
の
一
生
」
執
筆
の
意
義
は
、〈
告
白
〉
す
る

こ
と
、
ひ
い
て
は
〈
告
白
〉
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
作
家
と
し
て
の
最
後
の
使

命
を
果
た
す
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
に
「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、

作
家
と
し
て
す
べ
て
を
〈
告
白
〉
す
る
た
め
の
作
品
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

考
察
し
た
よ
う
に
〈
告
白
〉
す
る
た
め
の
工
夫
は
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
こ
と
を

「
或
阿
呆
」
と
い
う
人
物
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
作
品
世
界
に
お
け
る
「
い
つ
の

間
に
か
」
と
い
う
表
現
、
短
文
に
よ
る
断
章
か
ら
な
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
形
式
、
主
人
公
の
「
彼
」

の
設
定
、
ま
た
、
久
米
正
雄
へ
の
「
序
文
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
芥
川
の
作
家
活
動
に
お
い

て
の
創
作
方
法
を
す
べ
て
駆
使
し
た
と
も
い
え
、
ま
さ
に
芥
川
文
学
の
集
大
成
と
し
て
「
或
阿
呆

の
一
生
」
は
執
筆
さ
れ
て
い
る
。「
一
生
」
と
い
う
題
名
か
ら
、
同
じ
人
生
を
回
顧
し
た
も
の
と
し

て
、
出
生
の
こ
と
や
生
い
立
ち
の
こ
と
に
触
れ
た
「
半
生
」
と
い
う
作
品
名
の
「
大
導
寺
信
輔
の

半
生
」
が
想
起
さ
れ
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
に
も
冒
頭
近
く
に
「
母
」、「
養
父
母
」
の
こ
と
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」
の
作
品
世
界
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
間
違
い
な
く
「
半
生
」
を
視
野
に
入
れ
、「
一
生
」

を
描
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」
が
人
間
芥
川
の
〈
告
白
〉
な
ら
、

「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
作
家
芥
川
の
〈
告
白
〉
で
あ
る
。 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
考
察
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
本
来
〈
告
白
〉
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
ま
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
他
の
作
品
の
〈
告
白
〉
内
容
と
の
相
違
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
赤
裸
々
に
〈
告
白
〉
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ

れ
ま
で
の
芥
川
な
ら
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。〈
告
白
〉
を
し
て
芥
川

が
得
を
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、「
阿
呆
」
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
人
に
自
分
が
「
阿
呆
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
人
生

の
最
後
を
飾
る
作
品
と
し
て
、
そ
こ
ま
で
自
分
が
「
阿
呆
」
に
な
り
切
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
、
作
家
芥
川
を
意
識
し
た
う
え
で
の
〈
告
白
〉
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
女
性
関
係
を
は
じ
め
、
本
来
な
ら
〈
告
白
〉
し
た
く
な
い
内
容
ま
で
〈
告

白
〉
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
作
品
が
、
自
分
に
都
合
の
良
い
こ
と
を
〈
告
白
〉
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
〈
告
白
〉
し
て
い
る
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。
主
人
公

の
こ
と
を
「
或
阿
呆
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
な
り
ふ
り
構
わ
ず
〈
告
白
〉
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「『
或
阿
呆
の
一
生
』
は
、〈
彼
〉
す
な
わ
ち
〈
阿
呆
〉
と

蔑
称
さ
れ
る
人
物
の
『
敗
北
』
へ
の
行
程
を
、
象
徴
的
手
法
で
描
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。（
中
略
）

そ
の
告
白
の
度
合
い
は
深
く
、
一
個
人
の
問
題
を
越
え
普
遍
化
さ
れ
、
同
時
代
人
共
通
の
課
題
へ

と
昇
華
す
る
の
で
あ
る
。」（
関
口
安
義
氏
・
庄
司
達
也
氏
編
『
芥
川
龍
之
介
全
作
品
辞
典
』
勉
誠

出
版
、
平
成
一
二
・
六
、
三
二
頁
）
と
し
な
が
ら
も
、
史
実
の
考
察
に
お
い
て
は
「
芥
川
は
ま
だ

す
べ
て
を
告
白
し
て
い
な
い
。」
こ
と
が
通
説
化
さ
れ
て
い
る
。 

〈
告
白
〉
に
つ
い
て
問
題
に
す
る
限
り
は
、
史
実
に
触
れ
ず
に
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
作
品
に
お
け
る
表
現
方
法
に
こ
だ
わ
り
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
表
現
自
体
の
意
味
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。 

作
品
中
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
す
べ
て
を
、
真
実
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

も
し
、
可
能
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
芥
川
の
意
に
反
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
芥
川
の
言
う
と
こ

ろ
の
「
詩
と
真
実
」
を
書
こ
う
と
し
た
と
い
う
心
情
を
大
切
に
し
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
追
究
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
を
〈
告
白
〉
し
て
い
る
か
否
か
が
問
題
で
は
な

い
。
作
家
芥
川
が
そ
の
史
実
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
、
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
意
味
と

は
何
か
、
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
大
導
寺
信
輔
の
半
生
」
の
よ
う
に
、
嘘
に
よ
る

し
か
表
現
で
き
な
い
真
実
も
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
人
間
芥
川
が
作
家
と
し
て
自
分
を
さ
ら
け
出

し
、
自
分
を
語
ろ
う
と
い
う
意
思
を
感
じ
ら
れ
る
だ
け
で
、
芥
川
の
〈
告
白
〉
は
完
結
し
て
い
る

気
が
す
る
。
即
ち
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
芥
川
特
有
の
表
現
方
法
に
よ
っ
て
、
芥
川
自
身
の
真

実
を
語
ろ
う
と
し
た
作
家
芥
川
の
〈
告
白
〉
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

31

芥川龍之介「或阿呆の一生」論 
―作家としての〈告白〉―



（学術論文） 
  
 
 

注 
 

（
１
）
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
岩
波
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
平
成
七
・
一
一
・
八
～
平
成 

一
〇
・
三
・
二
七
）
に
拠
る
。
但
し
、
適
宜
、
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。 

（
２
）「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
作
品
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
作
品
論
と
し 

て
の
考
察
は
他
の
作
品
に
比
べ
て
少
な
い
。
テ
ー
マ
別
及
び
各
章
に
特
化
し
た
も
の
が
多
い
。 

例
え
ば
、
女
性
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
、
宮
城
達
郎
氏
「
芥
川
龍
之
介
論
ノ
ー
ト―

『
或
阿 

呆
の
一
生
』
を
通
し
て
み
た
女
性
観―

」（『
明
治
大
学 

教
養
論
集
』
昭
和
四
五
・
四
）、
各 

章
に
特
化
し
た
、
菊
池
弘
氏
「
芥
川
龍
之
介―

―

『
或
阿
呆
の
一
生
』
三
十
四 

色
彩
（
読
む
） 

―
―

」（『
日
本
文
学
』
昭
和
五
六
・
三
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
晩
年
の
作
品
と
の
関
連
の 

考
察
に
は
、
宮
坂
覺
氏
「
『
或
阿
呆
の
一
生
』
試
論―

改
題
と
『
西
方
の
人
』
執
筆
と
の
関
わ 

り
を
中
心
に―

」
（
『
信
州
白
樺
』
第
四
七
・
四
八
合
併
号
、
昭
和
五
七
・
二
）
、
を
始
め
、 

天
満
尚
仁
氏
「
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
“
語
り
得
ぬ
も
の
”―

―

『
羅
生
門
』
と
『
或
阿
呆
の 

一
生
』
を
架
橋
す
る
も
の―

―

」（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
一
〇
号
、
平
成
二
五
・
七
）、 

奥
野
久
美
子
氏
「
芥
川
龍
之
介
『
好
色
』
の
自
画
像―

―

『
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』『
或
阿
呆
の 

一
生
』
へ
の
道―

―

」（『
京
都
教
育
大
学
国
文
学
会
誌
』
四
一
号
、
平
成
二
六
・
七
）
な
ど
が 

あ
る
。
ま
た
、
史
実
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
兼
定
明
日
美
氏
「
芥
川
龍
之
介
『
或
阿
呆 

の
一
生
』
究―

―

史
実
と
の
比
較
を
中
心
に―

―

」（『
富
大
比
較
文
学
』
平
成
二
八
・
二
）
が 

あ
る
。 

（
３
）「
内
容
別
の
分
類
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、「
十
二 

軍
港
」
に
は
、
こ
の
章
だ
け
は
「
先
生
」 

と
い
う
描
写
は
な
い
が
、
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
語
っ
た
「
十 

先
生
」、「
十
一 
夜
明
け
」、「
十 

三 

先
生
の
死
」
の
間
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
⑦
人
物 

１
夏
目
漱
石
」
に
分
類
す
る 

こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
「
小
さ
な
も
の
」
と
認
識 

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
た
め
、
漱
石
で
は
な
く
、「
⑥
創
作
」
に
分
類
し
た
。
ま
た
、「
二 

十
五 

ス
ト
リ
ン
ト
べ
リ
イ
」
は
、『
痴
人
の
告
白
』
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、「
⑦
人
物 
３

西
洋
人
」
に
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
自
ら
の
創
作
態
度
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、「
⑥
創
作
」
に
分
類
し
た
。
さ
ら
に
、「
四
十
一 

病
」
に
は
「
モ
ッ
ツ
ア
ル
ト
」
の
こ

と
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、「
⑦
人
物 

３
西
洋
人
」
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「
し
か
し
よ
も

や
彼
の
や
う
に
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
彼
の
や
う
に
」
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
で
は
な
い
。

こ
の
章
で
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
例
に
過
ぎ
ず
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
影
響
よ
り
も
、
病
に
よ
る

彼
の
苦
し
み
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
、「
⑤
生
活
・
病
・
死
」
に
分
類
し
た
。
そ
の

他
、
分
類
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
に
も
分
類
で
き
る
も
の
な
ど
、
分
類
の
仕
方
に
は
相
違
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。 

（
４
）
自
筆
原
稿
に
つ
い
て
は
、
草
稿
と
し
て
山
梨
県
立
文
学
館
編
『
芥
川
龍
之
介
資
料
集 

図
版

１
』（
平
成
五
・
一
一
・
三
、
山
梨
県
立
文
学
館
）
三
三
一
～
三
五
四
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
確
認
の
た
め
当
館
所
有
の
原
稿
を
何
度
も
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
快
く
承
諾
し
て

い
た
だ
い
た
山
梨
県
立
文
学
館
に
は
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

親
友
の
久
米
正
雄
に
原
稿
を
託
し
て
い
る
が
、
同
じ
作
家
と
し
て
原
稿
を
発
表
し
な
い
と
い

う
選
択
は
あ
り
得
な
い
よ
う
に
思
う
。
特
に
二
人
の
関
係
が
親
密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
こ

に
あ
る
二
人
の
信
頼
関
係
か
ら
は
、
想
像
で
き
な
い
。
原
稿
の
改
変
の
形
跡
に
つ
い
て
は
、
後

に
考
察
す
る
が
、
参
考
ま
で
に
「
十
六 

枕
」
の
「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
本
を
読
ん
で
ゐ

た
。
が
、
い
つ
か
そ
の
枕
の
中
に
も
半
身
半
馬
神
の
ゐ
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
か
つ
た
。
」(

傍

線
引
用
者)

を
例
に
挙
げ
る
。
文
中
の
「
が
」
は
原
稿
に
よ
る
と
、
芥
川
は
消
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
、
久
米
は
残
し
て
い
る
。 

（
５
）
史
実
の
確
認
に
つ
い
て
は
、『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
四
巻
（
平
成
一
〇
・
三
・
二
七
、

岩
波
書
店
）
の
年
譜
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

（
６
）『
日
本
近
代
文
学
館
』
館
報
三
一
八
号
（
令
和
六
・
三
・
一
五
）
に
「
芥
川
龍
之
介
旧
蔵
書

か
ら
押
し
花
二
点
が
発
見
さ
れ
た
。
（
中
略
）
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
の
花
言
葉
は
『
ほ
の
か
な
恋
』
、

『
ウ
イ
キ
ョ
ウ
』
は
『
賞
賛
に
値
す
る
』。
芥
川
は
ど
の
よ
う
な
想
い
を
押
し
花
に
託
し
た
の
だ

ろ
う
か
。」（
澤
西
祐
典
氏
「『
赤
い
百
合
』
と
押
し
花
」
六
・
七
頁
）
と
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

『
日
本
経
済
新
聞
』（
令
和
六
・
四
・
一
二
、
夕
刊
）
で
「
芥
川
、
花
言
葉
で
恋
伝
え
る
？
」
と

い
う
表
題
で
「
作
家
、
芥
川
龍
之
介
は
繊
細
な
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
だ
っ
た―

―

？ 

芥
川
の
蔵
書

の
中
か
ら
『
ほ
の
か
な
恋
』
を
意
味
す
る
花
言
葉
を
持
つ
押
し
花
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
１
２

日
ま
で
に
、
日
本
近
代
文
学
館
（
東
京
・
目
黒
）
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。」
と
報
じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
た
。 

「
或
阿
呆
の
一
生
」
に
は
、
多
く
の
植
物
が
登
場
す
る
。
明
治
四
十
五
年
頃
、
西
洋
か
ら
「
花

言
葉
」
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
大
い
に
流
行
し
た
と
い
う
。『
芥
川
龍
之
介
自
筆
未
定
稿
圖
譜
』

（
角
田
忠
蔵
氏
編
纂
・
解
説
、
昭
和
四
六
・
九
・
一
〇
、
大
門
出
版
美
術
出
版
部
、
二
〇
八
、

二
〇
九
頁
）
に
「
小
中
学
時
代
の
作
品
そ
の
１
」
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
「
こ
の
『
花
占
ひ
』

は
他
書
か
ら
の
抜
書
ら
し
く
、
花
言
葉
に
よ
っ
て
他
人
の
性
質
な
ど
を
占
う
遊
戯
で
あ
る
。」
と

の
解
説
が
あ
り
、
芥
川
自
筆
の
メ
モ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
出
版
さ
れ
た
物
と
し
て
『
花

こ
と
ば
』（
田
寺
寛
二
氏
著
、
明
治
四
二
・
五
・
三
〇
、
良
明
堂
書
店
）
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に

芥
川
が
抜
書
し
た
も
の
と
同
じ
花
が
あ
る
。
芥
川
の
メ
モ
で
例
を
示
す
と
「
水
仙 

大
胆
な
性
質

の
人
」、「
槲 
農
夫
」
、「
ぢ
き
た
り
す 

法
律
家
」、「
金
盞
花 

商
人
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
実
際
に
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

作
品
中
の
植
物
「
黄
水
仙
」
で
あ
る
が
、『
花
こ
と
ば
』
に
は
「
き
ず
ゐ
せ
ん
」（
八
三
・
八

四
頁
）
の
花
言
葉
が
「
余
は
愛
情
の
歸
來
を
希
望
す
と
の
意
あ
り
。」
と
あ
る
。
花
言
葉
通
り
「
愛
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情
の
復
権
」
を
意
味
す
る
と
考
え
る
と
、
「
十
八 

結
婚
」
に
お
い
て
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。 

花
言
葉
へ
の
興
味
を
確
認
す
る
た
め
、
日
本
近
代
文
学
館
の
芥
川
の
蔵
書
を
調
べ
た
が
、
残

念
な
が
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
、
花
言
葉
の
伝
わ
っ

た
時
期
、
そ
し
て
愛
蔵
書
か
ら
見
つ
か
っ
た
押
し
花
、
花
言
葉
の
由
来
が
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
外
国
文
学
に
精
通
す
る
芥
川
が
、「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
作
品
中
で
、

そ
の
状
況
に
関
連
す
る
花
言
葉
を
も
つ
植
物
が
使
わ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
小
論
で
も
植
物
に
つ
い
て
は
花
言
葉
を
紹
介
す
る
。
花
言
葉
の
出

典
は
『
世
界
花
言
葉
全
集
』（
昭
和
五
・
一
二
・
一
五
、
春
陽
堂
）
に
拠
る
。 

な
お
植
物
の
考
察
に
し
て
は
、
西
川
正
二
氏
「
芥
川
龍
之
介
の
植
物
世
界―

―

感
応
す
る
植

物
・
植
物
へ
の
変
容
」
（
『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
（
英
語
英
米
文
学
）
』
（
平
成
二
四
・
三
）

に
詳
し
い
。 

（
７
）
作
品
中
の
色
覚
に
つ
い
て
は
、
作
品
世
界
が
「
薄
暗
い
」
こ
と
も
あ
り
、「
火
花
」、「
煙
草

の
火
」
な
ど
の
「
火
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
は
特
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
多
い
と
は
思
わ
な

い
。
し
か
し
、
実
母
が
「
鼠
色
の
服
を
着
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。」
と
あ
り
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
に

「
鼠
の
仔
の
匂
い
」
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
鼠
」
に
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特

別
な
根
拠
は
な
い
が
、
例
え
ば
、「
鼠
色
」
は
、
白
色
、
黒
色
の
混
合
色
で
あ
り
、
言
わ
ば
、
は

っ
き
り
し
な
い
こ
と
の
例
え
の
「
白
黒
が
つ
か
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
通
り
、
そ
の
こ
と

が
具
体
化
し
た
色
で
も
あ
る
。
作
品
世
界
の
「
薄
暗
い
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
狂
人
た
ち

に
と
っ
て
、
自
ら
の
意
思
で
は
な
く
、
理
由
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
狂
人
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

原
因
す
ら
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

な
お
、
芥
川
の
色
彩
に
つ
い
て
は
、
上
村
和
美
氏
の
『
文
学
作
品
に
み
る
色
彩
表
現
分
析 

芥

川
龍
之
介
作
品
へ
の
適
用
』（
平
成
一
一
・
六
・
二
八
、
双
文
社
出
版
）
の
中
で
、「
白
」
と
「
黒
」

を
対
比
し
て
い
る
。「
厳
粛
さ
を
表
す
『
白
』」、「
嫌
悪
の
色
『
黒
』」
と
指
摘
し
て
お
り
、「
黄
」

は
「
死
へ
の
傾
斜
を
意
味
す
る
『
黄
』」
と
し
て
、「
四
十
九 

剥
製
の
白
鳥
」
の
「『
黄
ば
む
』」

と
い
う
表
現
は
、
語
そ
の
も
の
が
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
持
つ
」
と
述
べ
て
お
り
興
味
深
い
。 

 

（
８
）
光
と
闇
に
つ
い
て
は
、
相
原
和
邦
氏
「『
或
阿
呆
の
一
生
』
論―

芥
川
の
〈
光
〉
と
〈
闇
〉 

―

」（『
國
文
學
』
平
成
四
・
二
）
の
指
摘
が
あ
る
。
大
方
私
の
見
解
も
同
意
見
で
あ
る
。
特
に 

感
銘
を
受
け
た
の
は
、「
鼻
」
を
激
賞
し
た
漱
石
の
書
簡
（
大
正
五
年
八
月
二
十
一
日
付
）
か 

 
 

ら
三
日
後
の
二
十
四
日
付
の
書
簡
「
あ
せ
つ
て
は
不
可
せ
ん
。
頭
を
悪
く
し
て
は
不
可
せ
ん
。 

根
気
づ
く
で
お
出
で
な
さ
い
。
世
の
中
は
根
気
の
前
に
頭
を
下
げ
る
事
を
知
つ
て
ゐ
ま
す
が
、 

火
花
の
前
に
は
一
瞬
の
記
憶
し
か
与
へ
て
呉
れ
ま
せ
ん
。」
の
箇
所
に
触
れ
て
の
考
察
で
あ
る
。 

「
芥
川
の
資
質
を
洞
察
し
た
う
え
で
の
助
言
で
あ
り
、〈
予
言
〉
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、 

〈
根
気
〉
を
主
張
し
、〈
火
花
〉
を
懸
念
す
る
漱
石
の
警
告
は
、
鋭
く
的
確
で
あ
る
。
か
が
や
か 

し
い
青
春
の
記
念
と
し
て
の
漱
石
の
こ
の
書
簡
と
言
葉
と
を
芥
川
が
忘
れ
る
は
ず
は
な
い
。 

 

『
或
阿
呆
の
一
生
』
で
、『
八 

火
花
』
の
二
節
後
に
、『
十 

先
生
』
が
来
る
構
成
か
ら
見
て
も
、 

 

作
者
は
十
分
に
意
識
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
簡
を
手
に
し
て
か
ら
十
一
年
後
、
一
九
二
七
年 

 

の
死
を
前
に
し
た
芥
川
は
、〈
根
気
も
尽
き
〉
た
事
実
を
認
め
る
と
と
も
に
、
な
お
、
敢
え
て
〈
火 

 

花
〉
の
美
を
主
張
し
、〈
命
と
取
り
換
へ
て
も
〉
と
言
い
切
る
。
こ
こ
に
は
、
漱
石
の
忠
告
を
生 

 

か
し
得
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
悔
恨
と
同
時
に
、
忠
告
に
抗
し
て
〈
火
花
〉
に
命
を
賭
す
る
覚
悟 

 

が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
話
に
は
漱
石
と
は
違
っ
た
芥
川
の
人
間
と
文
学
の
特
質
、―

―
 

そ
の
栄
光
と
悲
劇
と
が
如
実
に
結
晶
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
９
）
作
品
中
に
は
「
い
つ
か
」（
十
二
例
）、「
い
つ
の
間
か
」（
一
例
）、「
い
つ
の
間
に
か
」（
三

例
）
の
他
、「
何
か
」（
十
四
例
）、「
何
の
」（
四
例
）、「
何
（
な
に
）」（
三
例
）、「
何
も
」（
三

例
）、「
何
ご
と
」（
一
例
）、「
な
ぜ
」（
二
例
）
、「
な
ぜ
か
」（
一
例
）、「
ど
こ
」（
三
例
）、「
妙

に
」（
四
例
）
な
ど
の
疑
問
、
曖
昧
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 
―
―

令
和
七
年
三
月
七
日
稿
了―

―
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“On Ryunosuke Akutagawa's “A Fool's Life”: A Confession as 

a Writer” 
  Haruki  ISHITANI 

Ryunosuke Akutagawa's "A Fool's Life" is his last work, written shortly before his death, and is 

considered the culmination of Akutagawa's literature. Therefore, it evokes many problems 

inherent in the work, and it is necessary to interpret the work from various approaches rather than 

from a single perspective. Therefore, I have tried to explore the interpretation of the work from a 

variety of perspectives. 

As a result, "A Fool's Life" is interpreted as a "confession" that makes full use of all of Akutagawa's 

past creative methods. It is not only a "confession" as an individual, but a work in which Akutagawa 

exposes himself without lying, while being aware that he is a writer. In other words, the work 

implies "confession" in order to emphasize being a writer. 

Key words：芥川龍之介・或阿呆の一生・作家・告白
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